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地区チーム研修セミナー ｜プログラム

2023年2月25日㈯

14:30 休　息

14:40 分科会

会場❖八戸グランドホテル ２Fグランドホール

12:30 登録受付

全体会議 進　行　次期地区幹事長 石 橋　信 雄

13:00 開会点鐘

国歌斉唱、ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱

招集挨拶

ガバナーご挨拶

参加者紹介

ガバナーエレクト

ガバナーエレクト

ガバナー

次期地区幹事長

築 舘　智 大

築 舘　智 大

田 中　常 浩

石 橋　信 雄

13:20 DTTSの目的 地区研修リーダー 源 新　和 彦

13:30 RIテーマ
RI強調事項
地区運営方針

ガバナーエレクト 築 舘　智 大

14:20
地区財務の概要

地区行事予定

次期地区財務委員長

次期地区幹事長

小 林　幹 夫

石 橋　信 雄

地区チーム研修セミナー

部　門　名 担当PDG 会　場

ガバナー補佐研修
ガバナーエレクト 築 舘　智 大

３F MIYABI
研修リーダー 源 新　和 彦

会員増強部門
パストガバナー 小山内 康 晴

３F MIYABI
副：パストガバナー 佐々木千佳子

公共イメージ向上部門
パストガバナー 今 井　高 志

３F MIYABI
副：パストガバナー 成 田　秀 治

社会奉仕・職業奉仕部門
パストガバナー 工 藤　武 重

３F MIYABI
副：パストガバナー 長 嶺　康 廣

ロータリー財団部門
パストガバナー 村 井　 　達

2F グランドホール
副：パストガバナー 山 崎　淳 一

国際奉仕・青少年部門
パストガバナー 沼 田　　 廣

2F グランドホール
副：ガバナー 田 中　常 浩

米山記念奨学部門
パストガバナー 北 山　輝 夫

３F MIYABI
副：パストガバナー 鈴 木　唯 司

RLIについて パストガバナー 源 新　和 彦 ３F MIYABI
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地区チーム研修セミナー ｜プログラム

分科会報告
各　分　科　会 発　表　者 クラブ名

クラブ拡大・会員増強委員会 次期地区委員長 今　　 春 淑 十和田八甲

公共イメージ向上委員会 次期地区委員長 橋本八右衛門 八　戸

社会奉仕・職業奉仕委員会 次期地区委員長 岩 岡　隆 雄 八戸東

ロータリー財団委員会 次期地区委員長 佐 藤　健 一 青　森

◦地区補助金委員会 次期地区委員長 小田桐 隆 夫 む　つ

◦グローバル補助金委員会 次期地区委員長 川 﨑　益 美 八戸北

◦資金推進委員会 次期地区委員長 小 林　俊 一 青　森

◦平和フェローシップ・奨学金・学友委員会 次期地区委員長 工 藤　真 人 青　森

◦ポリオプラス委員会 次期地区委員長 森 内　忠 良 青　森

国際奉仕委員会 次期地区委員長 白 山　春 男 十和田東

青少年交換委員会 次期地区委員長 岡 山　信 広 六ケ所

インターアクト委員会 次期地区委員長 松 山　隆 志 野辺地

ローターアクト委員会 次期地区委員長 柴 田　文 彦 むつ中央

RYLA委員会 次期地区委員長 三 浦　　 基 青　森

米山記念奨学委員会 次期地区委員長 野 坂　幸 子 野辺地

RLI委員会 次期地区委員長 米 谷　恵 司 青森ﾓーﾆング

16:20 質疑応答

16:30 委嘱状伝達 ガバナーエレクト 築 舘　智 大

16:50 ガバナーエレクトより挨拶 ガバナーエレクト 築 舘　智 大

16:55 閉会点鐘 ガバナーエレクト 築 舘　智 大

会場❖八戸グランドホテル ２Fグランドホール
15:30 全体会議

地区チーム研修セミナー

会場❖八戸グランドホテル 2Fトパーズ

17:00 挨　拶

歓迎の言葉

乾　杯

司　会

ガバナーエレクト

DTTS実行委員長

ガバナー

奈 良　全 洋

築 舘　智 大

鶴 飼　寿 栄

田 中　常 浩

18:25 中締め パストガバナー 成 田　秀 治

懇 親 会
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地区チーム研修セミナー ｜全体会議

　今日の DTTS は皆さんにとって大変貴重な時間
になると思います。
　まず、私が RI 会長のテーマ、1月に参加した国
際協議会の話をします。その後、地区スローガンに
ついて、次に、皆さんにお配りしている地区の目標
についてお話します。
　今後は、各委員が各クラブに出向き、担当する委
員会の宣伝をしていただきます。そのストーリーテ
ラーになる方々は委員の方々ですので、今日はその
ストーリーを作っていただきたいと思っております。
　ストーリーはすぐに出来上がらないと思います
が、皆さん頑張って今日一日勉強していっていただ
きたい。関係資料をメールで皆様に差し上げていま
すので、一度目を通して下さい。リンクを貼ってあ
りますので、そちらでも勉強してもらえればと考え
ています。
　次年度も、活性化した地区にして行きたいと思い
ますので、皆さん是非よろしくお願いします。

　2月4日の諮問委員会では、国際協議会に行って
来た報告をパストガバナーの方々と共に拝見しまし
た。「世界に希望を生み出そう」という素晴らしいテー
マです。現在、ウクライナ、トルコ、シリア、様々な
戦争があります。その中で我々ロータリアンは、少し
でも希望を持たなければいけないという思いです。
　話は変わりますが、公式訪問等を通して感じた事
を述べさせていただきます。他地区のガバナーの
方々の意見も入りますがご容赦下さい。
　公式訪問に行ってみて、会長・幹事、クラブ協議
会、公式訪問と３パターンでやっている地区はおよ
そ 1/3 くらいです。
　クラブ協議会は、ガバナー補佐が前もってクラブ
に訪問、これをガバナーに2週間前までに報告し、
それを基に公式訪問するというのが通例です。そう
なると、ガバナーの公式訪問が1日2クラブ訪問す
るという時もあります。出来ればガバナー補佐の
方々には、その部分を手助けして欲しい、ガバナー
の仕事を少しでも減らして欲しいという思いです。
　そしてもう一点、地区の運営は、地区委員長の皆さ
ま方に手助けしていただけなければ、ガバナー一人で
は何も出来ません。その意味でも本日のセミナーは本
当に大切なものだと思いますので、皆さん十分に自分
達の任務を全うしていただきたい。それが、築舘年度
を成功に導くのではないか、という思いでおります。
　最後に会員増強ですが、今地区の会員は昨年7月
1日よりも若干減少しております。元気なクラブは
何クラブかありますが、ぜひ会員増強にも力を入れ
ていただきたいです。
　もし今、地区で 1,100 人を割るようであれば、
公式訪問でも申し上げましたが、家族会員の入会も
視野に入れていただきたいという思いでおります。
ぜひ、会員増強に力を注いで下さい。
　皆さま方の活躍、イコール築舘年度の活躍となり
ますので、ぜひ皆様方の活躍をよろしくお願いします。

招集挨拶 ガバナー挨拶

ガバナーエレクト　

築舘 智大
八戸ＲＣ

2022-23年度ガバナー　

田中 常浩
むつＲＣ
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DTTSの目的

地区チーム研修セミナー ｜全体会議

　ご存じの方も多いと思いますが、地区チーム研修
セミナー DTTS について、その目的と主題につい
て改めて確認をさせていただきます。この研修にお
いてその目的を明確に確認すること、把握すること
が一番大事です。
　地区チーム研修セミナーの目的の1つ目は、次期
ガバナー補佐、および次期研修委員と委員長が就任
に備えることです。
　2つ目は地区ガバナーエレクトに地区指導者チー
ムを築き、そして地区内クラブを支援するようチー
ムの意欲を高める機会を提供する、というのが大き
な目標になります。
　具体的な地区チーム研修セミナーの主題とは何か？
大きくはこの7項目があります。
① RI テーマを理解する
　RI 会長エレクトの発表された次年度のテーマに
ついて、よくご理解をいただく。
②地区管理・運営方針
　築舘ガバナーエレクトの管理・運営方針について
ご理解いただく。
③ ＣLP の元でクラブと協力する方法を考える
　地区は地区リーダーシッププランの元でクラブ
を応援支援するわけですが、クラブの CLP（Club 
Leadership Plan）が適切に発揮されるようにクラ
ブと協力する方法を考える。
④支援のリソースの確認
　どういったリソースを使って、どういった手段で
クラブを支援するのかを考える。
⑤年次計画と長期計画の立案をする
⑥地区メンバーのコミュﾆケーションの構築を行う
　地区チームとして我々、そして本日お集まりの皆
様は、ガバナーエレクトの1年間の活動を支援する
立場になります。チームとして機能するために、皆
様にしっかりとコミュニケーションをとっていただ
き、チームとして有効な働きが出来るようにしてい
ただければと思っています。

ガバナー補佐の役割：
　地区リーダーシッププランが導入されて、ガバ
ナー補佐の役割は非常に大切で、現在多くの責務と
役割があります。
まず、
①担当クラブへの定期的な訪問
　出来れば月1回が望ましいですが、少なくとも
３ヶ月に1回のクラブへの定期的な訪問をしていた
だきたい。
②会員の声を聞き、情報やアドバイス、参考資料を
提供し、クラブを成功へと導く。
　ただ訪問し、また自分の言いたいことだけ言うの
ではなく、会員の声を聞き、そのクラブに足りない
もの、必要な情報やアドバイス、参考資料を提供す
る。そしてクラブを成功へと導くための支援をする。
③クラブリーダーシッププランで推奨されているベ
スト・プラクティスを実行する上で、クラブリーダー
を支援する。
④クラブの現状をガバナーに報告する。
　クラブ訪問を通じて得た様々なクラブの状況、情
報をガバナーに逐次報告し、ガバナーの判断となる
要素をたくさん提供する。
ガバナー公式訪問に向けたクラブの準備を手伝う。
⑤ガバナー公式訪問に向けてのクラブの準備をきち
んとお手伝いする。
⑥クラブ目標の達成状況を随時確認する。
　ロータリークラブセントラルの中で確認していた
だく。もちろん、クラブ目標の設定にもご協力いた
だきたいと思います。
地区委員会の役割：
①地区内クラブや地区の活動・運営の支援をする。
②地区目標の設定およびその達成に向けた進捗の確
認において、ガバナーまたはガバナーエレクト、ガ
バナーノミニー達と協力をする。さらに詳しいこと
はラーニングセンターの委員会の役割と責務に書い
ていますので、きちんと確認をしていただきたいと
思います。
　いずれにしても、本日より具体的に築舘ガバナー
の事業年度が動き出すことになります。皆さまのご
協力を得て、築舘ガバナー年度がクラブ支援、地区
活性化に前進できますよう、皆様のご協力をいただ
きたいと思います。今日はどうもありがとうござい
ました。

地区研修リーダー　

源新 和彦
八戸北ＲＣ

District Team 
Training Seminars
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地区チーム研修セミナー ｜全体会議

　2023年1月8日から13日までアメリカのフロリ
ダ州・オーランドで開催された国際協議会の出席報
告をさせていただきます。
　今度RI会長になられますゴードン・マッキナリー
さんです。本業は歯医者さんですが、色々なご経歴
が有ります。とにかくすごいと感じたのは、彼がロー
ターアクトではなくロータリークラブに26才で入
会されたということです。
　それでは、ゴードン・マッキナリーさんのお話を
お聞きください。

……　ビ デ オ 上 映　……

　要約すると「他の人を助けることで本質的に自分
自身が助けられる。」というお話だったかと思います。
ゴードン・マッキナリーさんはスコットランド出身
ですので、自国の伝統衣装を身に着けておりました。
ゴードン・マッキナリーさんが大好きなスコットラ
ンド出身のジョン・ローリー・モリソンさんという
画家の風景、油絵をモデルにした RI テーマのネク
タイです。
　研修リーダーの服部洋子さんより、一番大切な
DＥI セミナーを拝聴しました。セミナーは大人数
で、RLI 方式で進み、様々な国の方々と同時通訳
しながら、ディスカッションを行いました。
　2023-24年度の国際ロータリーテーマは「CRＥATＥ 
HOPＥ in the WORLD 世界に希望を生み出そう」
です。

　国際協議会で、まず最初に私が感じたことは国際
性です。志を同じくした方々が各国にいて、私たちも
心から平和を願う世界の一員だということを強く感じ
ました。そして、ロータリーはよりオープンな団体に
なっている、前進しているということも感じました。
　RI 現会長のジェニファー・ジョーンズさんが就
任された時には、まだロシアがウクライナに侵攻す
る前ですから、戦争という認識がなかったと思いま
す。ゴードン・マッキナリーさんは戦争を強く意識
しています。平和というものを念頭に「世界に希望
を生み出そう」というテーマになったのだと思いま
す。この「希望」は戦争だけではなく、今まで私た
ちロータリアンが行ってきたいろいろな活動に通じ
るものがあると思います。
　講演の中で、ゴードン・マッキナリーさんは６つ
のことに言及されました。
①メンタルヘルスケア
②ローターアクトクラブと協力し支え合う、新しい
方法の模索
③女性と女児のエンパワーメント
④ DＥI の促進
⑤ポリオの根絶
⑥行動計画の実践
◦メンタルヘルスケア：
　内面的平和、すなわち世界各国で発生している戦
争のみならず、コロナウイルス、社会の分断、産業構
造の変化、クラブの中でさえも会員同士の立場の違
いと、いろいろな場面が考えられます。助けを求めら
れる環境を作り、私たちは手を差し伸べる勇気を持ち
ましょう。と先ほどのビデオでも仰っていました。
◦ローターアクトクラブと協力し支え合う、新しい
方法の模索：
　ローターアクトクラブは私たちのサポート、パー
トナーではなく、ロータリーの一員です。人頭分担
金も払っていただいていますし、私たちと同等の立
場にあるクラブですので、共に活動を補いながら、
活発化させていきましょう。
◦女性と女児のエンパワーメント：
　シュカール・メーター元 RI 会長による女性・女
児のエンパワーメントの重要性を認識し、このイニ
シアチブを継続していく。
◦ DＥI（Diversity Ｅquity Inclusion） の促進：
　地区として多様性のある方々のニーズを受け取る。
クラブとして受け取るのでなく、地区としての DＥI
の促進。皆さま方にこれからいろんなセミナー等を
通じて DＥI の話はいろいろ出てくると思います。

R Iテーマ、RI 強調事項、
地区運営方針について
ガバナーエレクト

築 舘   智 大
八戸ＲＣ
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◦ポリオ根絶：
　現在ではロータリーの最重要課題になっていま
す。私たちも今まで通りポリオの現状の広報と根絶
に向けた活動に注力していきます。
◦行動計画の実践：
　ロータリーの行動計画とは、より大きなインパク
トをもたらすことだと考えます。何もない、つぶて
が当たっても痛くないような奉仕活動では無く、よ
り大きなインパクトをもたらす、参加者の基盤を広
げる、参加者の積極的な関りを促す、そして適応力
を高める。
　このインパクトについて、国際ロータリー事務総
長兼 CＥO のジョン・ヒューコーさんは、「インパ
クトとは何を意味するか」という講演をされていま
すので、ご紹介します。「ロータリーのプロジェク
トは本当に地元のニーズを見極めているか。」
◦私たちがやりたいことを、毎年良かれと思って
やっていたとしても、それは本当に地域のニーズに
合っているか。
⑴それは大きなインパクトを与えているか。
⑵成果をきちんと図り、うまくいかなかったとき
に、そのアプローチを見直しているか。成果が出て
いるときにはその方法を他の幅広い人たちにシェア
しているか。こんなことがうまくいったというよう
なシェアは非常に大切だと思います。
⑶適切な教員研修、資料、電源やインターネットの
アクセスなどがないところに、それを確かめずに単
に教科書、パソコン、机などを寄贈して終わってい
ないか？本当のインパクトとは、これらの改善に
よって生徒の学業成績が向上したときに初めて達成
される。それこそがインパクトである。
⑷唯々生物の多様性も考えずに一律に植樹をしてい
ないか。
　私の趣味の渓流釣りの例をあげると、漁協でヤマ
メ、イワナ、アユの稚魚を毎年放流し、それで釣り
人からお金をもらい、またその事業を活発化してい
るそうです。ところが今、北海道大学の研究で、放
流した稚魚の影響で生態系が崩れてしまうという状
況に陥っているようです。そういったことにも配慮
していかないといけない。生態系も考えずに植樹を
してはいけない。
　インパクトを図るということは、必ずしも容易な
ことではないです。しかし、私達はどんな方法が成
果をもたらすのかを知るための科学的知識を持ち合
わせています。地元の人達の知識やロータリー会員
のネットワークもありますから、それは不可能なこ

とではない。そうでなければ、次世代のリーダーの
入会を促したり、一緒に行動したり、活動の支援を
うけたりすることはできないし、ボランティア、寄
付者、パートナーに関心を抱いてもらうことはでき
ない。これは2022年2月の講演でジョン・ヒュー
コさんが仰っていましたので、それを参考にさせて
いただきました。
　私が国際協議会で習ってきたことはこの8つにな
ります。
①私達の旅路
　ロータリーの行動計画
②会員としての経験
　退会者の理由
　参加者を促す手段
　新しいクラブ
③奉仕のインパクト
　ロータリーにとってインパクトは非常に大切。イ
ンパクトがない奉仕は推奨できない。
④パートナーシップの力
　プロジェクトの規模を拡大する
　この典型的な例はポリオです。ポリオはロータ
リーだけでは出来ません。ロータリーが資金を集め、
ユニセフと WHO とアメリカの CDC、すべての
パートナーと一緒に進めています。こういったパー
トナーの方々と一緒にやることによって、プロジェ
クトの規模を拡大していく。
　私達も奉仕活動をするときは、色々な方々と一緒
にやりましょう。
　地区補助金に関しては、各クラブが単年度で使う
ことが多い。各クラブ約20万円で出来る事には限
りがあると思います。規模によっては中々難しいし
クラブの持ち出しも出るときつい。ただ３クラブ合
同ですと50 ～ 60万円集まると、もう少し大きいこ
とができるのではないか、インパクトを与えられる
のではないかと。私がガバナー補佐の時には、その
時の地区財団委員長に相談して、３クラブ合同で地
区補助金を使った奉仕活動をしたことがあります。
⑤ ＣDS からの地区支援
　こちらはクラブと地区のサポートが日本事務局に
ありますので、そちらのお知らせです。
⑥地区における多様性、公平さ、インクルージョン
　私がここで特に言いたいのは“クラブが”ではな
く、“地域における”DＥI です。
⑦私達はロータリーを広める
　ロータリーを広く知ってもらう。ブランドを広め
る。会員増強と公共イメージ向上は非常に大切だと
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考えています。
⑧変化を導く
　クラブが変化を受容できるように援助する。これ
が私達の地区の役目です。クラブが変化するとはど
ういうことか。世の中はどんどん変わっていきます
が、私達はいつまでも同じように、10年20年前の
形のロータリークラブでよいのか。こんなに世の中
が変わっている時に。戦争、異常気象、天災、地震、
物価上昇、コロナウイルス蔓延など誰も予想できな
かったことが起こっています。
　例えば、八戸ではイカ、サバが全然獲れなくなっ
てしまいました。前沖サバを八戸で一生懸命ブラン
ド化しようと思って頑張っていましたが、サバを一
生懸命獲ろうとしていた漁業関係者は非常に困惑し
ています。その中で、養殖ホタテがりんごに続いて、
ものすごく輸出量が増えています。漁業は獲る時代
ではなく、育てる時代に変化しつつあります。
　私が中学生の頃は、青森県では寒さに強いお米を
品種改良していたと記憶していますが、今はより品
種改良が進みおいしいお米になりました。AI やロ
ボットで今はどんどん仕事も変わってきています。
　このように世の中は変わってきています。10年
前とは変化してきている。皆さんのクラブは10年
前とどうですか？ということをお話しました。
　My Rotary にはヒントがいっぱい詰っています。
皆さん My Rotary に登録しましょうと田中年度で
は、一生懸命言ってきたと思います。登録されてい
る方はぜひ活用していただきたい。
　話し方講座など会社の中でも使える面白い講座も
ありますので、ぜひご活用ください。
　世の中の変化に合わせて、ロータリークラブも変
わっていかなければならない、という考えをお話し
してきました。
　RI 会長のテーマも受けて、地区スローガンをこ
ちらに決めました。

　「和
わ

気
き

満
まん

堂
どう

」です。

　RI 会長のテーマは「世界に希望を生み出そう」。
希望はまさに平和な土壌に育みます。
　「和気満堂」も私たちの心の中に、クラブの中に、
地区の中に、世界中に和やかな空気が満ちますよう
にという思いです。これは皆さんがよく使われてい
ますが、“ロータリーの寛容の精神に免じて”とい
うような和やかな雰囲気。
　“ロータリーの寛容の精神”という言葉は1871年
にポール・ハリスさんが最初に話しています。ロー

タリーは寛容の精神です。それを受けて私は「和気
満堂」にしました。
　皆さんにお願いしたい、地区としての重点的に取
り組むことは、以下の4つです。
①会員増強
②ポリオ根絶
③ DＥI の推進
④ My Rotary
①会員増強
　1,100 ～ 1,200人に向かって、私達は進まなければ
ならない。小山内パストガバナーが仰っていた「ミ
ラクル1,200」です。必ずしも私の年度でなくても、
目標に向かって種を蒔き、刈り取りをする。次年度
でも次々年度でも良いのです。1,200人に向かって
頑張るということが、私達には必要だと思います。
　会員増強は公共イメージと密接につながっている
と考えています。各クラブに行って卓話をしていた
だきたい。会員増強と公共イメージで、各15分ず
つの卓話でインパクトがあると思います。
　現委員長の今さんはお一人で色々なクラブへ行
き、卓話をされています。ただ、委員長一人だけで
は行ける数も限られてきます。ぜひ、グループそれ
ぞれに委員の方を置いて、それぞれ卓話に行ってい
ただきたい。
　委員長さんはストーリーテラーになる方にストー
リーを教えてあげて下さい。
　公共イメージは、ロータリーは敷居が高い、とい
うイメージを払拭し、皆にどのような活動をしてい
るかを知ってもらうべきです。
　そのために、インターアクト、ローターアクトの
若い方達にデザインを募集し、地区のイメージキャ
ラクターを作りました。 “ロータくん”です。名
付け親は地区ポリオプラス委員長の森内さんです。

“ロータくん”と一緒に奉仕活動をしましょう。
　“ロータくん”を全面に押し出して、皆で集まっ
て、地域に役立つ奉仕活動を一生懸命している団体
です。という事をアピールしたいと考えています。
現在、ロータくんの着ぐるみを作っていますので、
着ぐるみを着てごみ拾いなど一緒にやっていただき
たい。そうすると、一般の方々にも興味を持っても
らい、ロータリークラブがこういうことをやってい
るのかと周知出来ると思います。
　着ぐるみの貸出しもしますので、地区補助金を
使った奉仕活動の際には、必ずロータくんを呼んで
ください。ぜひ“ロータくん”を使って、盛り上げ
ていただきたいと思います。
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②ポリオ根絶
　現在、ポリオ委員会にお願いをして、ポリオに関
する資料を作ってもらっています。インターアク
トクラブを提唱している高校に「ポリオって何？」

「ロータリークラブって何？」という内容で、出前
授業をしていただきたい。先ほどの地区キャラク
ターを作ってくれた高校生にポリオを知っているか
聞いた所、高校生は全員知りませんでした。先生に
聞いても小児麻痺程度の認識でした。
　実は青森県も特に八戸ですが、60数年前にポリ
オが流行った時期がありました。ぜひ、このポリオ
を若い方たちにも知っていただきたい。皆が知らな
い中で、私達だけがポリオといっても、中々伝わり
ません。ですから、この出前授業をぜひ成功させた
いと思います。インターアクトを持っているクラブ
は高校にぜひ出向いていって、インターアクト委員
会は出前授業をしていただきたいと思います。
③ DＥI の推進
　DＥI の考え方を今は進めていかなければなりま
せん。RI は2007年の中核的価値観の５つの価値観
の中に、この DＥI の考え方をコミットメントしてい
ます。2022年の手続要覧中のロータリー基本理念に
も、新しく DＥI が登場してきました。RLI 等を使っ
て、ぜひセミナーの開催をしていただきたい。
　皆さんのクラブは今どのような状態にあるでしょ
うか。ロータリークラブが楽しいと奉仕活動が充実
します。クラブが楽しければ、色々な案がどんどん
出てきて、奉仕活動が充実します。これが外に向かっ
ての発信となり、ひいては公共イメージの向上につ
ながります。入会者も増え、更にクラブが活性化す
る、活動が楽しくなる。それで循環するわけです。
　ところが今、皆さんのクラブはどこにいますか？
循環せずに、どこかで止まっているとすれば、先ず
は奉仕活動をしてみましょう。今回の DTTS も
八戸ロータリークラブの方々が1か月以上も前から
休みを返上して準備してくれました。これも奉仕活
動、クラブ奉仕だと思います。このような大きなプ
ロジェクトは、クラブ内のコミュニケーションを取
らないと築き上げられません。コミュニケーション
を取っていくと、自然と親睦が生まれる。これでロー
タリーが絶対楽しくなっていきます。嫌な役を押し
付けられたと感じても、一生懸命やっていけば必ず
親睦が生まれて、ロータリーが楽しくなる、と私は
思います。このように循環していないと感じるクラ
ブは奉仕活動を色々やってみましょう。最初は小さ
いことでもいいです。面倒と思ってもやっていけば、

親睦が生まれ必ず仲間になれます。
　私が20年前に八戸ロータリークラブに入会し、
最初は親睦委員会から始まり、その時からの親睦委
員は今も結束が固い仲間となっています。
　結局一人では出来ないということです。皆さんの
力をお借りして、私たちは One Team となって、
この地区を盛り上げ各クラブを活性化していきたい
と考えています。
　また、今まで委員会は独立して活動することが多
かったと思いますが、会員増強と公共イメージは一
緒に活動した方が絶対効果がありますし、ポリオ委
員会はインターアクト・ローターアクトの方たちと
一緒にやるのが一番いいと思います。
　ロータリー財団委員と、米山委員とが一緒になっ
て、各クラブを訪問し卓話に行っていただきたい。
寄付は強制ではありません。皆さんに納得していた
だいて寄付になります。納得していただくためには、
やはり全てのクラブに無理にでも行かないと、伝わ
らないわけです。委員長がすべてのクラブを回るの
は無理がありますので、委員会がストーリーを書い
て、各グループのストーリーテラーに託して卓話を
お願いしたい。また、ガバナー補佐の方々にもぜひ
ご協力してもらい、クラブに働きかけていただきた
いと思います。
　再度「和気満堂」。和やかな空気がお堂に満ちる。
来年の６月まで共に活気のあるクラブ、地区を作っ
ていくために、One Team となって頑張りましょう。
ありがとうございました。
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　お手元の「2023-24年度地区予算書 ( 案 )」をご
覧ください。こちらは2月上旬の諮問委員会を経て、
先日各クラブに送付したものです。最終決定は３月
に行わる PＥTS で最終的予算となります。
　こちらは年度毎の比較形式で作っております。収
入の部、今年度は一般会費収入を予算上1,150人で
見積もっていましたが、2022.12月末で当地区は
1,109人でした。次年度は予算上1,130人を見込ん
でおります。会員増強よろしくお願いします。
　委員会活動は基本的な部分は大きく変動ありま
せん。各委員会からヒアリングの上このような予
算になっています。運営活動支出の RLI 委員会は
40,000円増額致しました。委員会の開催回数を増
やすということでしたので、この箇所だけ予算を変
えました。予算の概要は以上です。

地区財務の概要

地区財務委員長　

小林 幹夫
八戸ＲＣ

　ガバナー、また RI でも会員増強と言われていま
すが、私どもの2830地区が1,100人を割ると合併
ということになりますので、これは築舘ガバナーエ
レクトから今日強く言われました。我々 2830地区
も40クラブありますので、まずは「1クラブ1名
プラス」ということを、今日の分科会で目標を立て
ました。各クラブ1名増員を目標に掲げて進みたい
と思います。そして、次の第二弾としてまた40名
という様に1人でも会員を増やしていただきたい。
　その他に今日は６名が参加いたしました。次年度
からは小山内パストガバナーと佐々木パストガバ
ナーの2名のアドバイザーにご協力いただいて、各
グループに委員が1名いますので、その1名が教育
を受けて、グループのガバナー補佐のお手伝いをさ
せていただき、何とか1名、2名で各クラブを回っ
ていただくことを目標にしたいと思っています。
　エレクトから“One Team”というお話があり
ましたので、ガバナー補佐と One Team になって
一人でも増やすことを目標にしていきたいと思って
います。
　最後に新会員オリエンテーションが行われていな
いと、佐々木パストガバナーからご意見がありまし
たので、ぜひ新会員のオリエンテーションを行いた
いと思っております。
　私見ですが、地区のセミナーも大事ですが、各ク
ラブひいては会長・幹事の協力なくして会員を増や
すことは出来ませんので、今日ご出席の方々はクラ
ブにお帰りになりましたら、会長幹事に働きかけて、
一人でも会員を増やしてもらうようにお願いして下
さい。

委員長　

今　春淑
十和田八甲ＲＣ

会員増強部門

クラブ拡大・会員増強委員会

分科会報告
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　公共イメージ向上委員会は、アドバイザーとして
今井高志パストガバナー、副アドバイザーとして直
前ガバナーの成田秀治パストガバナーにご参加いた
だきました。その他に委員として、三沢東 RC の
花田さん、弘前西 RC の中畑肇さん、八戸南 RC
の吉田さんという６名で分科会を進めました。
　インパクトがあるのはポリオデーです。各クラブ、
各グループにお願いをし、公共イメージで発信をし
ながら、いろんな活動に対して関わっていこう。そ
して情報を各クラブに提供しながら、より具体的な
効果がある施策を進めていこうという話になりまし
た。さらに、築舘ガバナーエレクトの力の入ってい
る“ロータくん”を最大限に活用していきたいと考
えております。
　具体的には、各奉仕活動やイベントに出動させる
だけでなく、津軽の方でゆるキャラの相撲大会など
もあるらしいので、そういったイベントにキャラク
ターを売り込むのも手じゃないかという話も出てお
りました。今後、 “ロータくん”の管理、貸出しの
ガイドラインなども整備する予定です。
　課題である会員増強につなげるためにも、各例会
に会員増強委員会と足並みを揃えて、卓話を行って
いきます。もう一つは、予算の都合もありますが、
三沢空港や青森空港でロータリーの PR 映像なども
流してみてはどうか、という案も出ました。
　次年度は、“ロータくん”という強力なゆるキャ
ラがありますので、それを出動させながら、ポリオ
デーを中心として一生懸命、一丸となって PR して
いくということで、公共イメージ委員会の本日のま
とめとなりました。各クラブの皆様にはぜひ“ロー
タくん”の活用をよろしくお願いしたいと思います。

委員長　

橋本八右衛門
八戸ＲＣ

公共イメージ向上部門

公共イメージ向上委員会

　職業奉仕についてですが、“じょっぱり経済学”を、
青森大学との連携もうまくいっておりますので、こ
のまま継続していきたいと思います。また、岩岡委
員長は八戸ですので、八戸からのロータリアン講座
をできないか、大学と連携できないかということも
模索していきたいと思います。
　その他、職業奉仕月間中にフォーラム開催の推進
をしたらどうか。社会奉仕についてもフォーラム開
催を推進していけたら、プログラムに入れることが
できないかを議論しました。
　次に、社会奉仕についてです。
　10月のポリオデーに各クラブや各インターアク
トクラブ委員でポリオ撲滅募金活動を推進していき
たい。10月までに各クラブを訪問して、ポリオ委
員会、インターアクト委員会と一緒にポリオ活動の
卓話をしていければいいかということでした。

　私共は５つの小委員会を抱えていますので、個別
の内容については各小委員長からお話しをさせてい
ただきます。
　ロータリー財団はどれだけ資金を集めても、どれ
だけの資金が戻ってきているかが分かりづらいとい
うご意見が聞かれます。そこで、まずはロータリー
財団へのご理解を深めていただくためのパワーポイ

委員長　

佐藤 健一
青森ＲＣ

ロータリー財団部門

ロータリー財団委員会

委員長代理　

菊地 泰弘
八戸東ＲＣ

社会奉仕・職業奉仕部門

社会奉仕・職業奉仕委員会
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　グローバル補助金は今年度タイの水の浄水器、ろ
過器の設置を今年度も行いました。2012 年から始
まり今年度で 10 周年になります。過去 2 年間は医
療支援もやって参りました。水の設置もありました
が、今年度は白内障のスクリーニング装置の設置と
いう医療支援も続けてきています。
　また今年度はウクライナに日本の 16 地区共同で
モジュラーハウス仮設住宅を設置するにあたり、当
地区からもワールドファンドの方から 500 万円程
度を拠出して支援しています。
　それでもまだワールドファンドのお金を使いきれ
ていないこともあり、新たにヨーロッパのセルビア
とジョージアの保育園、幼稚園の子どもたちにプロ
グラム言語を支援する取り組みがあるという案内が
あり、そのような支援も新たに取り組んではどうか
という意見があります。今後、皆様とよく相談して
新規の取り組みも考えて参りたいと思っていますの
で、よろしくお願いいたします。

地区チーム研修セミナー ｜分科会報告

委員長　

川﨑 益美
八戸北ＲＣ

ロータリー財団部門

グローバル補助金委員会

ントを作成します。そして各クラブに私共の委員ま
たは小委員長が直接出向きまして、各クラブを訪問
し卓話等でロータリー財団活動をご理解いただく機
会を作りたい。ガバナーエレクトの方針に従って進
めて参りたいと思います。よろしくお願いします。

　地区補助金は各クラブにとって非常に身近な地区
の奉仕活動に使える補助金です。ぜひ全クラブで事
業をやって欲しいということで、ガバナーエレクトか
ら指示を受けております。前年度は残念ながら10ク
ラブがこの補助金を使っておりません。奉仕事業をし
ていないということではないと思いますが、少なくと
も補助金の申請等がなされずに使われなかったとい
う残念な結果がありました。特に補助金の原資となる
DDF が為替レートの関係で多分に潤沢に今年はあっ
たわけです。ですから、申請額がほとんどそのまま全
部認められるというハッピーがございました。
　来年度はそう簡単にはいかないと思いますが、い
ずれにしても地区内の全クラブから、金額の多寡を
問わず補助金事業ができるように、ガバナーのリー
ダーシップのもと、働きかけて参りたいと思ってお
ります。よろしくお願いいたします。

　皆さまのお手元のプログラム９ページをご覧いた
だければ、中段あたりに資金推進委員会の目標が分
かりやすく出ております。
　単科年度と同様でございます。RI 財団へ150米ド
ル、ポリオプラスへ30米ドルとなってございます。
先ほど財団委員長からお話がありましたが、為替で
潤沢なお金が、ということでございますが、皆様に

委員長　

小林 俊一
青森ＲＣ

ロータリー財団部門

資金推進委員会

委員長　

小田桐 隆夫
むつＲＣ

ロータリー財団部門

地区補助金委員会
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お願いするこの150ドル、30ドルは逆に為替が円安
に振れておりますので、各クラブの皆さまは円価で目
標を取り込まれるときはいくらか余裕をもっていただ
いて、取り組まれることをお願いしたいと思います。
　ロータリーカードですが、ロータリーカードの推
進によりまして、ご利用額の0.3％がポリオプラス
へ寄付金として流れて参ります。トータルで年間
1,000万円を超えるような寄付金になっています。
ここ2年、日本で全国的に取り組んでいまして、当
地区も田中ガバナーにご了解いただき、地区での支
払いをロータリーカードで支払い始めております。
昨年９月に各クラブの皆様にも、人頭分担金のお支
払いをぜひロータリーカードで、とのご案内を差し
上げましたが、皆様お支払いはお済みになられまし
たでしょうか。ロータリーカードでのお支払いは特
別費用が必要なわけでもありません。次年度はぜひ
ロータリーカードでのお支払い、人頭分担金と財団
拠出金を取り組まれるように強く築舘ガバナーにお
願いをし、取り組んでいきたいと思います。
　これを地区表彰制度のポイントにぜひ入れていた
だいて、うまくすれば2830地区全クラブがロータ
リーカードでの支払いという、日本で最初のたいへ
ん大きな偉業になるかもしれない。地区のホーム
ページにロータリーカードのバナーを貼り付けてい
ます。オリコとダイナースクラブのバナーを貼り付
けていますので、簡単に申し込みができます。ぜひ
クラブで人頭分担金と財団拠出金の支払いを次年度
は強く取り組んで参りたいと思います。ぜひご協力
よろしくお願いいたします。

　私の委員会は、皆様のお手元の資料９ページに活
動目標が書いてあります。平和フェローシップおよ
びグローバル補助金、地区補助金の奨学生を随時募
集しております。その中でグルーバル補助金奨学生
ですが、昨年12月に面接試験をやり、1名合格し

委員長　

工藤 真人
青森ＲＣ

ロータリー財団部門

平和フェローシップ・奨学金・学友委員会

ております。どういう方かはまたの機会に詳しくご
説明しますが、現在はむつ総合病院にお勤めの若手
のお医者さんです。アメリカのロッズウェルがんセ
ンターというところに留学を希望されておりまし
て、今年の4月に現地に行かれる予定になっていま
す。現在、向こうでの世話クラブ、バッファローロー
タリークラブといろいろ協議を重ねております。ま
た正式にそういうことが決まりましたらご報告でき
ると思います。ちなみにむつ総合病院にいらっしゃ
るということで、むつロータリークラブ様のサポー
トを受けることになっています。
　今後ともそういう候補者がいらっしゃいました
ら、ぜひ応募をよろしくお願いします。

　先ほど工藤委員が言われましたように、資料９
ページをご覧になっていただきたいと思います。こ
の中のガバナー補佐、インターアクト委員長と連携
しながら、インターアクトクラブのある地区、21
の高校においてポリオ授業の卓話を計画していま
す。これをメインにしながら活動をしていきたいと
思っています。
　10月24日のポリオデーですが、10月21日、22
日が地区大会と伺っています。逆にこれを利用しな
がら、ポリオウォークラリーなどを今企画している
段階です。また、海外においてはパキスタン、カラ
チのポリオ投与活動をまた実施したいと思っていま
す。私も2月11日～ 15日に行ってきました。第2
弾は香川の松本委員長、成田秀治さんと中村稔彦さ
んが参加されるそうです。次年度も実行しますので、
皆さんぜひご参加ください。

委員長　

森内 忠良
青森ＲＣ

ロータリー財団部門

ポリオプラス委員会



▪ ▪14

地区チーム研修セミナー ｜分科会報告

　国際奉仕委員会は、主なる事業が全部各委員会に
割り振られましたので、各委員会の国際奉仕に関す
るお手伝いをさせていただきたいと考えております。
　ウクライナに早く平和を。これは地区をはじめ、各
地区と手を携えながら訴えていきたいと思っています。

　次年度4月は派遣予定学生の柴田怜音君（スポン
サー　青森ロータリークラブ）の教育訓練と8月に
来訪予定です。交換先に関しても決定していれば、
その学生が来たときには青森クラブにお渡しする事
業になります。また柴田君の次の学生を探し始める
のも次年度です。決まれば、教育訓練をして送り出
す準備をすることになります。
　エレクトから頂戴したアジェンダについてお答え
します。
◦各高校へポスター配布
　これは県の教育委員会のお墨付きをもらって配布
する形を考えています。今まで郵送でやっていました
が、ここはどういう形で実施するかを模索中です。
◦受け入れ態勢の見直し
　今年度、柴田君に関しては沼田パストガバナーの
ご尽力もありまして、青森クラブで体制を充実させ
ていただいているところです。現委員の伊藤さんと
次年度白鳥さんのお二人とも青森クラブから派遣し

委員長　

岡山 信広
六ケ所ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

青少年交換委員会

委員長　

白山 春男
十和田東ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

国際奉仕委員会
ていただいています。田中ガバナーからのご依頼も
ありましたので、３ホストファミリーも準備してい
ただいているところです。
◦地区危機管理マﾆュアルの作成について
　こちらは大至急準備を今年度中にします。それを
次年度も継続する形にさせていただきます。
◦青少年交換マﾆュアルの作成
　今年度中にできる限りドラフトを作り、次年度に
作成、完成するということで時間をいただければと
思っています。
　各委員の皆さんには、青少年交換事業は複雑な事
業となりますので、ぜひともご協力をお願いできれ
ばと思います。

　インターアクト委員会の活動は、例年、年次大会
の開催、そして卒業年次のインターアクターに対す
る表彰行為の実行、そしてインターアクトの翼の実
施。この３つを柱にして活動をしています。
　次年度につきましては、インターアクトクラブの
ある高校へお邪魔して、ポリオに対するレクチャー
をすることを仰せつかりました。これから色々と企
画を練りながら実行に移していくわけですが、地区
内６つのグループにインターアクト委員がおります
ので、各委員と話しながら、それぞれの担当地区に
お邪魔して、実行に移したいと思っております。ど
うかよろしくお願いいたします。

委員長　

松山 隆志
野辺地ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

インターアクト委員会
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　2830地区のローターアクトクラブは６つありま
すが、残念なことに機能しておりません。活性化さ
せなければいけないということで、提唱クラブには
もちろんお願いするわけでありますが、今日エレク
トが仰った通り、One Team で行くということで、
全クラブでお願いしたいと思います。
　東グループはむつローターアクトクラブ（以下
RAC）、西グループ第1には五所川原 RAC、西第
2グループには弘前 RAC、中グループには青森
RAC、青森大学 RAC、南グループに八戸 RAC が
あります。それぞれ各グループにありますので、ぜ
ひ全クラブで、奉仕活動にローターアクトクラブを
呼んで、そしてお互いに協力を願いたいと思います。
　今まではただパートナーとしてのクラブ、これか
らは同等ということですが、そこまでの自立はまだ
出来ておりません。皆さんの協力があって、支え合っ
て、そして寄り添っていただければならないクラブ
ですので、協力をお願いしたいと思います。
　また大学の方でもローターアクトを作っていただ
きたいということで、弘前地区にある大学、そして
八戸地区にも、十和田にも北里大学がありますので、
大学にも作っていただきたいということも各グルー
プの皆さんで協力してもらいたいと思います。
　また人頭分担金は8ドル（大学生は５ドル）です。
各々ローターアクトクラブの人たちが払わなければ
いけないものでありますけれども、まだそこまでは
自立できていません。これは提唱クラブにお願いし
て、ゆくゆくは自立できるような形で本人たちが払
えるような形にならなければいけないと思っていま
す。それには奉仕活動等を行い、活発化させてもら
いたいということを皆さんに協力をお願いしたいと
思います。

委員長　

柴田 文彦
むつ中央ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

ローターアクト委員会

　RYLA 委員会のやることは、Rotary Young 
Leadership Award 青少年にリーダーシップを
学んで頂き、それを発表して表彰していくというこ
とです。ただこちらは今井年度を最後に、リアル開
催がしばらくありませんでした。田中ガバナー年度
でやっと６月３日～4日に復活します。築舘年度は
場所の検討から始めて、今ロータリーを知っている
人だけではなく、RYLA を通じてロータリーを知っ
ていただく機会にしたいと思っています。ただ残念
ながら RYLA はずっと津軽地方を中心に委員が輩
出されておりまして、南グループからまだ登録がな
い状態ですので、ぜひ委員の輩出をお願いします。
　次年度はこれから築舘エレクトの日程を確認し
て、また泊りで開催したいと思っています。場所の
選定から委員の皆さんと話し合い進めて参ります。
とにかく今年は復活ということで、６月３日、4日、
RYLA に参加してください。次年度も皆さんの各
企業からも若者、30才くらいまでの社員の方に出
てもらえるようなことを考えていきたいと思ってい
ますので、よろしくお願いします。

　今日は北山、鈴木パストガバナーをアドバイザー
にお迎えして、基本をしっかり学ぼうということ
で、地区委員が本当に米山記念奨学会を知っている

委員長　

野坂 幸子
野辺地ＲＣ

米山記念奨学部門

米山記念奨学委員会

委員長　

三浦　基
青森ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

RYLA委員会
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のか、ということから話し合いをしました。そして
各クラブも寄付の米山ということは頭にあったよう
ですが、これから地区委員が皆さんのクラブにお邪
魔するとき、卓話をするための基になる研修会の話
し合いをさせていただきました。地区委員の皆さん
もたぶん、自信をもった卓話ができるのではないか
と感じたところです。
　やはり米山は寄付なので、会員の半分の方が寄付
しているのに、なんで寄付額が低いのかというこ
とも話題になりました。特別寄付一人10,000円以
上、これが駄目なのではないか。たくさんの寄付を
集めるなら目標額を、築舘年度は20,000円以上に
しようというご意見をいただき、委員長としてあり
がたく思っております。ぜひ次年度は米山を一人
20,000円以上でお願いします。
　面接が終わり、今世話クラブに奨学生をお願いし
ています。今年度次年度お世話する奨学生が八戸か
らも出ました。八戸学院大学、久しぶりに十和田市
の北里大学からも学生が生まれました。12名の奨
学生のお世話をしていきます。地区委員もそれぞれ
頑張るということで、今日の研修会を実りある研修
で終わることができました。ぜひ米山寄付を含めて、
卓話に呼んでいただくようにお願いします。よろし
くお願いします。

　今日の分科会ではこの地区 RLI に必要不可欠な
方々お二人にも入っていただきました。RLI 日本
支部地区支援チームサブリーダーの山崎淳一 PG、
それから地区代表ファシリテーターの源新和彦 PG。
そのほか委員を含めて６人で話をいたしました。
　３月25日～ 26日に開催されます PＥTS、特に2
日目はほぼ半日、この RLI を使っての研修になり
ます。内容については山崎 PG が考えていただい
たものを参考に、開催したいと思います。
　さすがに私も来年で５年目なので、この RLI が地

委員長　

米谷 恵司
青森モーニングＲＣ

ロータリー・リーダー・シップ研究会

R L I委員会

　皆さんお疲れさまでした。本当に貴重な話し合い
が出来たと思います。皆さんの報告を聞きまして次
年度は変わる、変えなければいけない。この変わり
目の時に私がガバナーになれたということを、本当
に嬉しく思っています。地区を楽しい地区に、楽し
いクラブにするために皆さんと一緒に One Team
になって頑張っていきたいと思いますので、ぜひよ
ろしくお願いします。

ガバナーエレクト挨拶

ガバナーエレクト　

築舘 智大
八戸ＲＣ

区にとって絶対素晴らしいものだということを皆さ
んに自覚していただきたい。そのためにまずは何が
必要か。それはディスカッション・リーダーです。こ
れが一番勉強になろうかと思っています。現在、こ
のディスカッション・リーダーバンクを設置して30
人います。内訳は東第1、東第2、西第1、西第2
にそれぞれ３人ずつリーダーがいます。それから中
グループ11人、南グループ7人の内訳ですが、何人
いてもいいので、ぜひたくさんの方々にリーダーバ
ンクに入っていただきたいと考えています。
　もう1つは今年度の RLI の本番は4月29日～
30日の1泊2日の研修になります。この形式をとっ
てすでに4、５年経っていますが、集中してやる為
で、青森のはまなす会館で開催します。懇親会は札
幌ビアレストラン910、宿泊は現在20のシングル
を用意していますが、不足すると予想されますので、
これからさらに予約を進めます。
　RLI はこの地区にとって、なくてはならない素
晴らしいものだということを皆さんにも感じとって
いただきたいと思います。よろしくお願いします。
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役職等 参加者氏名 所属クラブ 分科会
ガバナー
2023-24年度国際奉仕・青少年奉仕部門副アドバイザー 田　中　常　浩 む つ 国際奉仕・青少年奉仕部門

パストガバナー 鐘ヶ江　義　光 八 戸 東 ガバナー補佐研修

2023-24年度ロータリー財団部門副アドバイザー 山　崎　淳　一 五 所 川 原 Ｒ財団部門

2023-24年度ロータリー財団部門アドバイザー 村　井　　　達 八 戸 Ｒ財団部門

2023-24年度米山記念奨学部門アドバイザー 北　山　輝　夫 八 戸 北 米山記念奨学部門

2023-24年度社会奉仕・職業奉仕部門アドバイザー 工　藤　武　重 弘 前 西 社会奉仕・職業奉仕部門

2023-24年度米山記念奨学部門副アドバイザー 鈴　木　唯　司 青森モーニング 米山記念奨学部門

2023-24年度社会奉仕・職業奉仕部門副アドバイザー 長　嶺　康　廣 八 戸 南 社会奉仕・職業奉仕部門

2023-24年度会員増強部門副アドバイザー 佐々木　千佳子 十 和 田 会員増強部門

2023-24年度公共イメージ向上部門アドバイザー 今　井　高　志 弘 前 公共イメージ向上部門

2023-24年度国際奉仕・青少年奉仕部門アドバイザー 沼　田　　　廣 青 森 国際奉仕・青少年奉仕部門

2023-24年度地区研修リーダー 源　新　和　彦 八 戸 北 ガバナー補佐研修

2023-24年度公共イメージ向上部門副アドバイザー 成　田　秀　治 五所川原イヴニング 公共イメージ向上部門

ガバナーエレクト 築　舘　智　大 八 戸 ガバナー補佐研修

ガバナーノミニー 花　田　勝　彦 五 所 川 原 ガバナー補佐研修

2023-24年度東第１グループガバナー補佐 峯　　　雅　夫 む つ ガバナー補佐研修

2023-24年度東第２グループガバナー補佐 吉　田　敏　宏 お い ら せ ガバナー補佐研修

2023-24年度西第１グループガバナー補佐 髙　瀬　英　人 五 所 川 原 ガバナー補佐研修

2023-24年度西第２グループガバナー補佐 工　藤　孝　子 弘 前 東 ガバナー補佐研修

2023-24年度中グループガバナー補佐 工　藤　真　人 青 森 ガバナー補佐研修

2023-24年度南グループガバナー補佐 吉　田　賢　治 八 戸 南 ガバナー補佐研修

2023-24年度クラブ拡大・会員増強委員長 今　　　春　淑 十 和 田 八 甲 会員増強部門

2023-24年度クラブ拡大・会員増強委員 米内山　正　義 七 戸 会員増強部門

2023-24年度クラブ拡大・会員増強委員 三　浦　敏　明 十 和 田 八 甲 会員増強部門

2023-24年度クラブ拡大・会員増強委員 浜　谷　英　幸 八 戸 会員増強部門

2023-24年度公共イメージ向上委員長 橋 本 八右衛門 八 戸 公共イメージ向上部門

2023-24年度公共イメージ向上委員 花　田　　　仁 三 沢 東 公共イメージ向上部門

2023-24年度公共イメージ向上委員 中　畑　　　肇 弘 前 西 公共イメージ向上部門

2023-24年度公共イメージ向上委員 吉　田　立　盛 八 戸 南 公共イメージ向上部門

2023-24年度社会奉仕・職業奉仕委員長 岩　岡　隆　雄 八 戸 東 社会奉仕・職業奉仕部門

2023-24年度社会奉仕・職業奉仕委員 蛯　沢　公　洋 東 北 社会奉仕・職業奉仕部門

2023-24年度社会奉仕・職業奉仕委員 伊　東　　　睦 三 沢 東 社会奉仕・職業奉仕部門

2023-24年度社会奉仕・職業奉仕委員 長谷川　　　通 五 所 川 原 社会奉仕・職業奉仕部門

2023-24年度社会奉仕・職業奉仕委員 蒔　苗　俊　二 弘 前 西 社会奉仕・職業奉仕部門

2023-24年度社会奉仕・職業奉仕委員 櫛　引　大　樹 青 森 社会奉仕・職業奉仕部門

2023-24年度社会奉仕・職業奉仕委員 岡　崎　孝　文 八 戸 社会奉仕・職業奉仕部門

2023-24年度社会奉仕・職業奉仕委員 菊　地　泰　弘 八 戸 東 社会奉仕・職業奉仕部門

2023-24年度ロータリー財団委員長 佐　藤　健　一 青 森 Ｒ財団部門

2023-24年度地区補助金委員 大　中　大　輔 青 森 Ｒ財団部門

2023-24年度地区補助金委員 新　岡　壮太郎 青森モーニング Ｒ財団部門

2023-24年度地区補助金委員/地区幹事 松　本　剛　典 八 戸 Ｒ財団部門

2023-24年度地区補助金委員 西　尾　和　樹 八 戸 南 Ｒ財団部門

（敬称略）
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地区チーム研修セミナー ｜出席者名簿

役職等 参加者氏名 所属クラブ 分科会
2023-24年度グローバル補助金委員長 川　﨑　益　美 八 戸 北 Ｒ財団部門

2023-24年度グローバル補助金委員 源　新　育　子 八 戸 北 Ｒ財団部門

2023-24年度グローバル補助金委員 朝　倉　和　広 弘 前 東 Ｒ財団部門

2023-24年度資金推進委員長 小　林　俊　一 青 森 Ｒ財団部門

2023-24年度ポリオプラス委員長 森　内　忠　良 青 森 Ｒ財団部門

2023-24年度ポリオプラス委員 成　田　俊　介 弘 前 西 Ｒ財団部門

2023-24年度国際奉仕委員長 白　山　春　男 十 和 田 東 国際奉仕・青少年奉仕部門

2023-24年度国際奉仕委員/地区幹事 紺　野　　　広 八 戸 国際奉仕・青少年奉仕部門

2023-24年度青少年交換委員長 岡　山　信　広 六 ヶ 所 国際奉仕・青少年奉仕部門

2023-24年度青少年交換委員 小　田　優　吾 六 ヶ 所 国際奉仕・青少年奉仕部門

2023-24年度青少年交換委員 夏川戸　　　斉 八 戸 国際奉仕・青少年奉仕部門

2023-24年度インターアクト委員長 松　山　隆　志 野 辺 地 国際奉仕・青少年奉仕部門

2023-24年度インターアクト委員 太　田　哲　也 弘 前 国際奉仕・青少年奉仕部門

2023-24年度インターアクト委員 正部家　淳　司 八 戸 国際奉仕・青少年奉仕部門

2023-24年度ローターアクト委員長 柴　田　文　彦 む つ 中 央 国際奉仕・青少年奉仕部門

2023-24年度ローターアクト委員 正部家　光　彦 八 戸 国際奉仕・青少年奉仕部門

2023-24年度ＲYLA委員長 三　浦　　　基 青 森 国際奉仕・青少年奉仕部門

2023-24年度米山記念奨学委員長 野　坂　幸　子 野 辺 地 米山記念奨学部門

2023-24年度米山記念奨学委員 清　藤　繁　光 五 所 川 原 米山記念奨学部門

2023-24年度米山記念奨学委員 高　井　孝　治 つ が る 米山記念奨学部門

2023-24年度米山記念奨学委員 佐　藤　玲恵子 弘 前 西 米山記念奨学部門

2023-24年度米山記念奨学委員 佐　藤　一　尚 青 森 米山記念奨学部門

2023-24年度米山記念奨学委員 山　村　和　芳 八 戸 米山記念奨学部門

2023-24年度米山記念奨学委員 工　藤　高　明 三 戸 米山記念奨学部門

2023-24年度R L I委員長/ガバナーノミニーデジグネート 米　谷　恵　司 青森モーニング ＲLI

2023-24年度R L I委員 欠　畑　茂　治 十 和 田 東 ＲLI

2023-24年度R L I委員 三　浦　真　介 弘 前 ＲLI

2023-24年度ロータリーの友地区代表委員/R L I委員 石　川　佳共子 青 森 ＲLI

2023-24年度R L I委員/地区幹事 道　尻　誠　助 八 戸 ＲLI

2022-23年度地区幹事長 藤　野　芳　孝 む つ 会員増強部門

2023-24年度地区幹事長 石　橋　信　雄 八 戸

2023-24年度地区財務委員長 小　林　幹　夫 八 戸

2023-24年度地区副幹事長 鶴　飼　寿　栄 八 戸

2023-24年度地区副幹事長 妻　神　和　憲 八 戸

2023-24年度地区副幹事長 小井田　和　哉 八 戸

2023-24年度地区会計長 村　舘　珠　樹 八 戸

2023-24年度地区幹事 佐々木　泰　宏 八 戸

2023-24年度地区幹事 中　村　稔　彦 八 戸

DTT S実行委員会 奈　良　全　洋 八 戸

DTT S実行委員会 小田山　紀　暢 八 戸

八戸RC事務局 山　田　敬　子 八 戸

地区事務所事務局 浅　利　育　子 地 区 事 務 所

（敬称略）
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地区チーム研修セミナー ｜分科会

P E T S
と　き 2023年 3月 25日㈯

26日㈰

ところ 八戸グランドホテル

会長エレクト研修セミナー報告

第2830地区
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会長エレクト研修セミナー ｜プログラム

会場❖八戸グランドホテル

13:10 講評・挨拶
PＥTS修了証書交付
挨　拶
ガバナー講評
閉会の挨拶
閉会点鐘

司　会
次期地区研修リーダー

ガバナーエレクト
ガバナーエレクト

ガバナー
PＥTS実行委員長

ガバナーエレクト

石 橋　信 雄
源 新　和 彦
築 舘　智 大
築 舘　智 大
田 中　常 浩
鶴 飼　寿 栄
築 舘　智 大

閉 会 本 会 議

1日目　2023年3月25日㈯

2日目　2023年3月26日㈰
会場❖八戸グランドホテル

9:00 開会点鐘
挨　拶
RLIの狙いと参加の心構え
RLI方式のPＥTS進行の説明

司　会
ガバナーエレクト
ガバナーエレクト

次期地区研修リーダー
RLI委員長

石 橋　信 雄
築 舘　智 大
築 舘　智 大
源 新　和 彦
米 谷　恵 司

9:15 全体研修
　1動画：「メンバーシップ・メッセージ」
　2講演：「ロータリーにおけるDＥI」 RLI日本支部地区支援チーム 山 崎　淳 一

9:40 休憩・移動
9:50 セッション①「地区やクラブにおけるDＥI」
10:50 休憩・移動
11:00 セッション②「元気なクラブづくりのために」

　1自己評価「クラブの健康チェック」
　2セッション「元気なクラブづくりのために」

12:20 昼食・休憩

全 体 研 修

ジェﾆファー・ジョーンズRI会長

進行：ディスカッションリーダー

進行：ディスカッションリーダー

会場❖八戸グランドホテル
12:20 受付登録

13:00 開会の挨拶
開会点鐘
国歌斉唱
ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱
ガバナーご挨拶
来賓、参加者紹介
PＥTS研修概要とスケジュールの説明

司　会
PＥTS実行委員長

ガバナーエレクト

ガバナー
次期地区幹事長

次期地区研修リーダー

石 橋　信 雄
鶴 飼　寿 栄
築 舘　智 大

田 中　常 浩
石 橋　信 雄
源 新　和 彦

13:20 RI会長テーマと地区運営方針 ガバナーエレクト 築 舘　智 大
14:00 特別講話「日本でのPOLIO感染症と現在の状況」 次期ポリオプラス委員会 成 田　俊 介
14:30 休　憩
14:40 地区委員会事業説明①
16:00 休　憩
16:10 地区委員会事業説明②
17:20 地区予算（案）について

地区行事予定
連絡事項
閉会点鐘

次期地区財務委員長
次期地区幹事長
次期地区幹事長

ガバナーエレクト

小 林　幹 夫
石 橋　信 雄
石 橋　信 雄
築 舘　智 大

本 会 議

会場❖八戸グランドホテル

18:00 ガバナー挨拶
御礼の挨拶
乾　杯
中締め

司　会
ガバナー

ガバナーエレクト
直前ガバナー

パストガバナー

小田山 紀 暢
田 中　常 浩
築 舘　智 大
成 田　秀 治
村 井　　 達

懇 親 会
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会長エレクト研修セミナー ｜本会議

　築舘ガバナーエレクトはアメリカに行って随分燃
えて帰ってきました。その燃えたものが八戸に帰っ
てさらに燃え上がって、その熱さがこの暑い春を呼
んだのではないかと思います。
　本日、年度末の大変お忙しい中、ガバナーをはじ
めパストガバナーの皆さん、御出席ありがとうござ
いました。次年度のクラブ運営に欠かせない2日間
の研修は、次年度ガバナーのアメリカで学んできた
事を地区で最大限に実践し、活かし、ロータリーの
繁栄を求めるものだと思います。どうか皆さまには
実りある研修となりますように、当八戸ロータリー
クラブスタッフも努めてお手伝いしたいと思いま
す。どうかよろしくお願いいたします。本日はご出
席大変ありがとうございました。

　皆さんこんにちは。この PＥTS は次年度会長、
幹事の方々がクラブを本当に元気にするために今日
勉強していただきます。PＥTS によって会長、幹
事の皆さん方の方針が決まると思います。築舘エレ
クトから RI の方針が全部発表されると思います。
参考にしながら、是非クラブを元気にして欲しいと
思います。
　私自身、自分のクラブ、むつクラブを若い人達を
どのような形でクラブに引き込むのか、若い人達が
いなければクラブはなかなか元気になれないのでは
ないかと苦労しているところです。そういう意味で、
公式訪問の時にも申し上げましたが、若い人達には
会員の居場所、役割を与えて下さるようにお願いし
たいと思います。それがクラブの元気になる一つの
方法ではないかと思います。
　そして公共イメージも大事です。是非皆さん方に
は取り組んで頂きたいと思います。
　話は変わりますが、トルコ・シリアの災害の時の
義援金を送って頂きましたクラブの皆さん大変あり
がとうございました。今正確な数字は解りませんが、
確か145万円位集まっています。地区のお金を足し
て250万円位ガバナー会に送りシリアに送りたいと
思います。
　ロータリーカードを各クラブ５枚ずつ作れます。
クラブの人頭分担金そしてクラブで何か行事をした
時の支払いに是非ロータリーカードで支払いをして
頂きたいと思います。ポリオに３％寄付となりま
す。それも一つの奉仕活動だと思いますので、ロー
タリーカードを作って頂きたいと思います。　
　今日と明日ありますが、築舘エレクトの方針を聞
きながら、7月からどのような形で自分達がクラブ
運営をするのかをしっかりとビジョンを作って欲し
いと思います。それでは今日、明日とよろしくお願
い申し上げます。

ガバナー挨拶

PＥTS実行委員長　

鶴飼 寿栄
八戸ＲＣ

2022-23年度ガバナー　

田中 常浩
むつＲＣ

開会の挨拶

1 日目
PETS
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PETS研修概要とスケジュールの説明

　皆さんこんにちは。PＥTS 開催にあたりまして、
PＥTS の本来の目的そしてそのテーマについて確認
だけさせていただきたいと思います。
　会長エレクト研修セミナーの目的は大きく2つ。
1つは次期クラブ会長は会長になるための準備を整え
る。具体的には能力、知識、やる気を育成する。もう
1つは会長エレクトが次年度のガバナー、ガバナー
補佐と会い意欲を高め協力関係を築くという事です。
　PＥTS の主題ですが、ロータリー章典において好
ましいと言われているものが以下の項目です。
① RI テーマ
②クラブ会長の役割と責任
③目標の設定：
　クラブ指導者の選任と準備、クラブの管理運営、
会員増強、奉仕プロジェクト、ロータリー財団、公
共イメージ、支援のリソースの確認
　この様なテーマとして取り上げることが望ましいと
推奨されています。ですが、2日間という限られた時
間では全ての事が出来ませんので、ガバナーエレク
トの考え方に従って進めるのが現在の PＥTS の進め
方になっています。ご理解を頂きたいと思います。
　今年度の研修概要につきましてご説明いたしま
す。本日1日目は RI 会長方針、地区運営方針、ポ
リオについての講話を聞き学んで頂きます。その他、
地区委員会運営方針の説明があります。
　2日目は2つのテーマについて皆さんに討議を
して頂きます。1つは RLI 方式による研修で DＥI。
クラブでどのように DＥI を実現するか、皆さん
DＥI についての概念がよくお分かりになられてい
ない方もいらっしゃると思いますので、セッション
前に山崎パストガバナーから DＥI についてのご説
明を頂きます。2つ目は元気なクラブ作りをどのよ
うにするかという事を RLI 方式で討議しながら学
んで頂きます。この2日間、皆さんしっかりと学ん
で頂いて、7月からクラブの運営に活かして頂きた
いと思います。

地区研修リーダー　

源新 和彦
八戸北ＲＣ

R I 会長テーマと
地区運営方針について
ガバナーエレクト

築 舘   智 大
八戸ＲＣ

　皆さん、こんにちは。私が1月にアメリカで、国
際協議会セミナーで勉強してきた事の報告と次期
RI 会長からの国際ロータリーテーマを発表させて
頂きます。私が地区のスローガンとやりたい事が4
つ程ありますのでお話しさせて頂きます。
　2日目の RLI で勉強して頂きたいと思いますが、

「元気なクラブ」について、話をさせて頂きます。
　次期 RI 会長のゴードン R・マッキナリーさん、
スコットランド出身の方で、伝統衣装を着てスピー
チをされていました。ゴードン・マッキナリーさん
は歯医者さんです。26才でロータリーに入会され
ました。
　ゴードン・マッキナリーさんは2023-24年度国
際ロータリーテーマを「CRＥATＥ　HOPＥ in the 
WORLD 世界に希望を生み出そう」と発表しました。
　では20分程度の講演を５分程度にしましたもの
をご覧ください。

……　D V D 上 映　……
　RI 会長強調事項。特にメンタルヘルスについて
お話をしました。皆さん My Rotary から20分くら
いのお話を見ることができますので、ぜひみんな見
ていただければと思います。ゴードンさんは、
①メンタルヘルスケア
②ローターアクトクラブと協力し支え合う、新しい
方法の模索
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③女性と女児のエンパワーメント
④ DＥI の促進
⑤ポリオの根絶
⑥行動計画の実践　　
　この６項目をお話しました。他の人を助けること
で本質的に自分自身が助けられると話されました。
今のRI会長のジェニファー・ジョーンズさんのテー
マは「Imagine」を掲げられました。テーマを発表
した後に、ロシアがウクライナに侵攻を始めました。
ジェニファー・ジョーンズさんは戦争ということは
頭になく、「Imagine」というテーマを掲げられま
した。ロシアのウクライナ侵攻が始まってから最初
の RI 会長になると思います。
①メンタルヘルスケア
　実はゴードンさんの弟さんがうつ病になり、何年
か前に亡くなられ本当に悲しみました。メンタルヘ
ルスケアは個人個人だけでなくても、皆さんのクラ
ブの中でも、世界中でも、コロナ禍の中では非常に
多かったのだろうと、最初に掲げられています。
②ローターアクトクラブと協力し支え合う、新しい
方法の模索
　ローターアクトは皆さんご存じのように、ロータ
リアンと同等です。人頭分担金もきちんと払って
ロータリアンと同等の立場になりました。私達がサ
ポートしているクラブではないので一緒に色んな事
をやりましょう。
③女性と女児のエンパワーメント
　これは前 RI 会長のシュカール・メーターさんか
らの引き続きとなります。
④地区における DＥI の促進
　DＥI（Diversity Ｅquity Inclusion）はロータリー
の基本理念に新たに加えられました。地区による
DＥI の考え方をセミナー等を通じて、皆さんと語
り合っていきたいと思います。
⑤ポリオの根絶
　あとほんの少しです。ロータリーとしては最重要
課題になると思います。外せません。徹底して引き
続き皆さんにお願いをしたいと思います。
⑥行動計画の実践、インパクト
　行動計画をご存じでしょうか。ロータリーの行動
計画は4つあります。
⑴より大きなインパクトをもたらす。
　いわゆる影響力です。
⑵参加者の基盤を広げる。
　ロータリークラブは自分のクラブそのものだけで
は、なかなか大きなことが成し遂げられない。ポ

リオもそうです。WHO、ユニセフ、アメリカの
CDC と一緒になって、世界から無くそう。必ずパー
トナーを必要としていますし、私達も基盤を広げて
いく必要があります。特に大きなインパクトを与え
られると思います。
⑶参加者の積極的な関りを促す。
　会員だけではなく、地域の一般の方々と一緒に奉
仕活動はより大きなインパクトがあると話されてます。
⑷適応力を高める。
　世の中がどんどん変わっていっています。私達も
変わらなければなりません。適応力を持ちましょう。
とゴードンさんは話されてました。
　RI Rotary International の事務総長のジョン・
ヒューコ事務総長兼 CＥO は任期4年、再任を拒
みませんので、現在8年目になります。実質色んな
事をやられています。「より大きなインパクトをも
たらす」ということに関して、お話をしていました。

『ロータリーのプロジェクトは本当に地元のニーズ
を見極めていますか？　プロジェクトの成果を図っ
ていますか？　ただただ毎年同じことを繰り返し
ていませんか？　成果を図り、 うまく行かなかった
時には、そのアプローチをきちんと見直す。成果が
出ている時はその方法を他の幅広い人たちにそれを
シェアする。こんなに良い事がうまくいったとシェ
アする。適切な教員の研修や資料、電源やインター
ネットのアクセスなどがないのにも関わらず、確か
めずに単に教科書、机、パソコンを寄贈して終わっ
ていませんか？　本当のインパクトとは、それらの
改善によって、生徒の学業、成績が向上したときに
結果として初めて達成されるものであり、それこそ
がインパクトの意味するところです。
　例えば同じように生物の多様性も考えずに一律に
植樹をしていませんか？　例えば楢の木などいろん
な広葉樹の木を切って、桜の木だけを植えてきれい
だなといっても、鳥や小さい小動物などは、どんぐ
りを拾って食べていたのが無くなる。例えばリソー
スのない病院に高度すぎる医療機器を寄贈して終
わっていませんか？インパクトを図ることは必ずし
も簡単なことではないですが、私達はどんな方法が
成果をもたらすかを知るための科学的知識を持ち合
わせています。地元の人たちの知識やロータリー会
員のネットワークもあります。ですからそれは不可
能なことではない。
　今の世界では何をどのくらい達成できているのか
測定可能なインパクトこそが重要視されています。
そうでなければ次世代のリーダーの入会を促した
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り、一緒に行動したり、活動を支援してもらったり
することはできないし、ボランティア、寄付者、パー
トナーに関心をもってもらうことができない。』こ
れは2022年2月7日の講演の一部です。
　私もセミナーで8つのことを4日間行ってきまし
たので紹介します。
①私達の旅路
　ロータリーの行動計画
②会員としての経験
・退会者の理由
・参加者を促す手段
・新しいクラブ
③奉仕のインパクト
　これは必要です。毎年同じことをしていてはダメ
なのです。本当に地域にインパクトを与えているの
かを測定をしていかなければならない。
④パートナーシップの力
⑤ ＣDS（クラブ・地域支援）からの地域支援
　これは日本事務局と私達の繋がりです。
⑥地区における多様性、公平さ、インクルージョン（DＥI）
⑦私達はロータリー
・ロータリーを広く知ってもらう
　ロータリークラブって一般の方々に聞くと金持ち
のオジさんたちが集まっているかなという感じの答
えしか返ってこないと思います。何とか変えましょう。
⑧変化を導く
　クラブが変化を受容できるように援助する。地区
のスタッフがクラブはどんどん変わっていかなけれ
ばならない。その支援を私達がします。
なぜ変わっていかなければならないか。なぜ変化が
必要か。これは戦争です。ウクライナ。戦争って本
当に私もびっくりしました。テレビでやっていて本
当なのかという思いでした。
　1年前、異常気象、土砂崩れ。よく日本でも集中
豪雨があると被害に遭われた方がいらっしゃいま
す。洪水も火山も。八甲田山も小規模噴火があるか
もしれない。地震。これも日本海溝で青森県ももの
すごい被害が来るだろうと想定されています。物価
上昇、ウイルス。これも３年前は想定外。世の中が
このように変わっていきます。
　八戸はサバが獲れないです。でもホタテは青森県
の水産漁獲高では物凄く伸びています。何を言いた
いかというと、もう目の前にある海から獲って来る
のではなく育てないとダメなのです。漁業はそうい
うふうに変わってます。
　お米の話ですが、私が小学校の頃、八戸はヤマセ

でかなり冷たい風が北東から吹いてきます。すると
稲が枯れたりします。そこで寒さに強い品種を県の
農業試験場では品種改良して一生懸命作ります。今
はそんな話は全然聞きません。特 A のおいしいお
米を一生懸命作る。世の中は変わってきている。
　LGBTQ も私が小さい時にはこういう言葉あり
ませんでした。今は AI も凄いです。チャットで私
も遊んでいますがAIが勝手に答えを出してくれる、
もしくは会話が出来る。なかなか面白いです。
　青森県の桜は4月12日に開花発表でしたが最短
だそうです。前は５月の連休の少し前位という気が
していました。
　侍ジャパンが世界一になりました。選手たちは皆
若い。隣からはミサイルがよく飛んでくる。アバ
ターだけで今は会議をしたり、ショッピングもでき
たり、いろんなことが体験できます。
　私達は世の中がどんどん変わっている真っ只中に
いるということを皆さん感じていると思いますが
ロータリーも一緒です。国際ロータリーも敏感に感じ
ており変わろうとしています。皆さん My Rotary
でアップデートしていただかないと追い付けません。
自分達一生懸命勉強していかないと、どんどん変
わっていっています。
　出席義務、職業分類など変わっています。My 
Rotary からいろんな情報を得てもらい、クラブが
変わっていかなければならないということをまず覚
えておいていただきたいと思います。
　国際ロータリーのテーマ「CRＥATＥ HOPＥ in 
the WORLD 世界に希望を生み出そう」を受けて、
地区のスローガンを「和

わ
気
き

満
まん

堂
どう

」にしました。
　特に力を入れたいことはこの4つです。
①会員の増強
　これはいつでもそうです。なぜか。みんながロー
タリーになれば戦争は起きない。
②ポリオの根絶
　これも絶対にやらなければならない。私の年度だ
けはそれを置いておきます、というわけにはいきま
せん。
③ DＥI の推進
　勉強していただきたいと思います。
④ My Rotary の推進
　これは2、３年前までは登録数を上げましょうと
いうお話をお聞きになったかと思います。とにかく
登録しましょう。登録している人たちはこれを使っ
て一生懸命勉強しましょう。登録率を何％上げま
しょうということは言いません。
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　皆さんアカウントを持っているのであれば、中に
入っていって、私のパワーポイントの後ろの方にア
カウントの作り方、入るとクラブセントラルの中
に、ラーニングセンターにはこういうものがありま
す。特に会長エレクトの皆さんには会長に成る前に
初級、中級とコースが2つあります。幹事の皆さん
にもコースがあります。会計の方などいろんな項目
がありますので、ぜひそれを見てどんどん勉強して
いってもらいたいと思います。
①会員増強
　このグラフは1995年から書いてあります。1995
年は2830地区ができた年です。秋田と別れたとき
からちょっと上がりました。赤いラインは2830地
区、日本全体も下り坂です。ミラクル1200はなか
なか到達できていません。これはやはり公共イメー
ジを一生懸命マスコミにどんどん露出することに
よって、地区のキャラクターを作りました。一般の
方々に知っていただきたい。
　会員増強と公共イメージの地区の委員会では、皆
さんのクラブ全部に卓話に伺います。皆さんに絶対
これは必要ですよということを分かっていただきた
いと思います。皆さんのクラブでぜひ卓話に呼んで
ください。
　地区公共イメージのキャラクターができました。

「ロータくん」。今着ぐるみを作っています。私じゃ
ない方に着ていただいて、皆さんのところにお邪魔
したいと思いますし、皆さんがいろんなところで奉
仕活動をしたり、何かのときに「ロータくん」を呼
んでいただきたい。マスコミを呼んでいただきたい。
ロータリークラブってこんなことをやっているんだ
なということを一般の方々に見ていただきたい。
②ポリオの根絶
　これもどうしてもやらなければならないことで
す。ポリオとインターアクト地区委員会でポリオっ
て何ですか？　ロータリークラブって何ですか？と
いうパワーポイントを作りますので、これをイン
ターアクトを持っている高校に行って出前授業をし
たいと思います。高校生に「ポリオって知っていま
すか？」と聞いてご覧なさい。全然誰も知らないで
す。それなのに一緒に募金活動をしましょうと言っ
ても、たぶんピンときません。ポリオは本当にたい
へんな病気だけれど、あともうちょっとなんだよ、
地球上からもうちょっとでなくなるんだよというこ
とをぜひお知らせしたいと思っています。今、一生
懸命作っていますので、ぜひ高校に行って出前授業
をぜひお願いしたいと思っています。

③ DＥI の推進
　これは2日目にやりますし、私も公式訪問のとき
にはこの話をさせていただきます。
④ My Rotary の活用
　皆さん、ガバナー補佐と一緒にクラブの目標を入
力しましょう。クラブセントラルに入っていって。
入り方は書いています。ラーニングセンターで皆さ
ん一生懸命勉強しましょう。元気なクラブ作りは絶
対これは必要です。
　PＥTS（President Ｅlect Training Seminar）、
GＥTS（Governor Ｅlect Training Seminar） 
は Training の“T”がなくなり、これから“L”に 
なるそうです。最新情報です。T は training（指導） 
ですが、今度は Learning（学習しましょう）にな
ります。
　教育、体育、食育、会育、黙育という言葉がある
そうです。“クラブ育”を皆さんにお願いしたい。
クラブ育、クラブを育てましょう。元気なクラブ。
皆さんのクラブはどうですか。
　ロータリークラブが楽しい。奉仕活動が充実して
いる。公共イメージが向上する。会員増強。クラブ
の活性化。クラブが楽しいとこれらがぐるぐる回り
ます。でもそうじゃないと大変です。そういうとき
は奉仕活動をしましょう。
　まず奉仕活動をどんどんやってみる。「何をやる？」

「どうする？」「こうする？」「誰とやる？」ミーティ
ングを開く。そうするとどうしてもコミュニケー
ションをとらなければならない。そうするとだんだ
ん親睦が図られ、会員同士が親しくなって、ロータ
リーの活力が生まれる。そうすると楽しくなる。奉
仕活動が充実していく。これは外に向かっていろい
ろな奉仕活動をすると、さっきのゆるきゃらの着ぐ
るみを使うと特に公共イメージが向上し、そうする
とどうですか、ロータリークラブに入ってみません
か。あのロータリークラブ？　会員増強にもなるし、
クラブの活性化にもなると思います。ぜひそれは皆
さんがよーいドンでやっていただかないとこうはな
らない。
　実はなぜこんなにロータリークラブ、ロータリー
クラブっていうかというと、ロータリークラブは
ちょっと前までは一業種一会員制度という限定会員
制度だったんです。一業種一人。皆さん聞いたこと
がありますよね。ところが今はそうなっていません。
ジョン・ヒューコさんが変えました。
　これは現在は『善良さ、高潔さ、リーダーシップ
を身をもって示す。職業上および地区社会で良い評
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判を受けており、地域社会およびまたは世界におい
て奉仕する意欲がある成人によって構成される。』
これは実は標準ロータリークラブ定款第10条一節
に書いてあります。皆さんのクラブに帰って、開い
てみれば、クラブ定款にこれが書いてあります。皆
さんは限定された、選ばれた方々です。ぜひそれを
自覚をもって、ロータリアンとして元気なクラブを
クラブ育、作っていただきたい。
　ロータリーが楽しい。奉仕活動が充実する。公共
イメージの向上。会員増強。クラブ活性化。どんど
んぐるぐる回っていきます。皆さん団結して One 
Team になって頑張っていただきたいと思います。
　My Rotary は資料を見ていただきたいと思いま
す。必ずガバナー補佐と一緒にクラブセントラルに
クラブの目標を必ず入力してください。これはラー
ニングセンターの中にクラブのリーダーシップとい
うのがあります。この中にはクラブ会長の基本、ク
ラブ会長の中級編、会計、クラブ幹事の基本などが
あります。

　ひとつお知らせがあります。地区のキャラクター
はポリオの札を持ったロータくんのバッチを作りま
した。これはポリオプラス3,000円のほかに、機会
があったら私は箱をもって歩きますので、1,000円
以上寄付した方々に差し上げます。ぜひこれを付け
て堂々と胸を張って歩いてください。
　これは資料にありますが、地区の組織図と予算書、
地区行事予定をこれから発表しますので、そちらを
参考にしてください。
　地区スローガンの「和気満堂」。来年６月末まで、
共に活気あるクラブ、地区を作っていくために、
One Team となって頑張っていきたいと思います。
よろしくお願いします。
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特別講話

日本でのポリオ感染症と
現在の状況
ポリオプラス委員

成 田   俊 介
弘前西ＲＣ

　ポリオの感染症に関する基礎知識ですが、ポリオ
ウイルスは口から入ります。コロナは鼻から入るわ
けですが、ポリオは口から入りまして、腸の中でウ
イルスは増殖します。だけれども95％の人はまっ
たく何も症状を起こしません。そのまま自分のうん
ちにウイルスを含んだまま排泄する。95％の人は
まったく何も起きません。だけど、５％の人は風邪
をひいたような症状がでますが風邪で終わります。
いわゆる熱が出て、下痢をしてみたいな。そのよう
な風邪のような症状で終わる。1～2％は今度は髄
膜炎。激しい頭痛、発熱を起こしますが、これも治
ります。ただ0.2％あるいは2％の人がいわゆる麻痺
を生じる。これがポリオ感染症です。
　感染経路はやはり先ほど言いましたように便で
す。糞便をきちんと処理しない、下水道のない環境。
あるいは水道のない環境、手を洗えない環境。そう
いう汚れた手で口に含んで、口から入ったウイルス
が腸で増えて蔓延するという経路です。
　これはインドのスラムの写真です。ここにありま
すようにトイレで排泄します。排泄したその汚水を
口に含むことで、腸の中で増える。腸の中で増える
のだけれど、自分の免疫でぽつぽつ消えていきます。
95％の人はウイルスがぽつぽつ消えて何も発症し
ない。だけれども0.2％の人が脊髄、脳からの命令
を手足に伝える脊髄にウイルスが入って、そこで麻
痺を起こす。運動神経だけを侵すと言われています。

　中でも後発年齢というのがあり、大人はほとんど
発症しません。５歳以下の子供たちに起きますので、
日本語ではポリオのことを“脊髄性小児まひ”とい
います。先ほど言ったように口から入ったウイルス
が腸管で増殖して、脊髄の運動神経を破壊して麻痺
になります。
　では、ポリオっていつ頃からあるの？　これは紀
元前の壁画ですが、杖をついた男性が立っています。
足が短い。麻痺があると発達しないので、筋肉も痩
せますが、足が短くなります。こういう典型的なポ
リオの麻痺の壁画が存在するので、恐らく紀元前か
らあるのだろうと言われています。
　日本以外ではワクチンが開発される1950年代まで
しばしば世界各地で流行していましたが、1950年代
に不活化ワクチンのソークワクチンが開発されて、そ
の後どんどん感染者数が減っていっています。日本で
も明治時代からぽつぽつ発生しています。だけれど
も患者数を正確に調べたのは戦後からです。大流行
があったのは1960年で、北海道の夕張市から始まっ
て、これが青森県の八戸と九州、三重県の中部地域、
全国で拡大して1年間で6,500人が発症しました。こ
れが国内での一番最大のポリオの感染症です。
　青森県でもポリオの感染症がありました。小児科で
まず急性期は治療します。急性期の治療が終わった
あとは、こういった先ほどのリハビリ施設に移ります。
青森県だと青森市のあすなろ療育センター、八戸の
はまなす療育センター、弘前のさわらび療育センター、
浪岡町にある昔の国立岩木病院などです。小児科と
整形外科の医者がいますので、そういったところでリ
ハビリをやって、自宅に帰るという形になります。
　脊髄性小児まひと整形外科の役割ですが、麻痺に
よる歩行能力、リハビリを担当しますし、先ほどの
映像の中にもありましたが、ハンマーを叩いて骨を
切ったりも整形でやります。あとは足がどうしても短
くなるので、足の高さを補うための装具を作ったり、
残存機能を維持するリハビリなどを担当します。私は
整形外科のクリニックで診療していますが、今ここに
載せている1クラス1人、8人を担当しています。重症
なのは両方の足の麻痺。この方たちは身体障がい者
３級。あとは片方の足の麻痺の人たちは4～６級の障
がいを持っています。年齢は90代の人から63、4歳
の方までになります。日本は1987に根絶宣言がなさ
れていますので、それ以降の若い患者さんはいません。
　1例目76歳の女性：田舎館村に居住していたそう
です。この方は令和３年まで大きい病院に通院して
いましたが、そこが規模を縮小するためにうちの病院

会長エレクト研修セミナー ｜特別講話 1 日目
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に紹介になった方です。この方がかわいそうなのは、
足が麻痺しているので、両方の手に松葉杖を使って
いるせいで肩の関節がボロボロになっています。満足
に腕が上がらない。そういった機能障害を負っていま
す。この方の問題は身体障がい者の６級しか持って
いません。だけれど実際の麻痺度は4級レベルです。
ですからこの方に関しては、再申請を予定しています。

　恐らくこの方はポストポリオ症候群をどの時点か
で発症している可能性が高いと思います。恐らく若
い頃は６級程度だったのですが、40年50年経って
くると、また麻痺が再発します。それをポストポリ
オ症候群といいますが、恐らく50才60才の頃に発
症しているのではないかと思います。足が短いので
腰が湾曲しています。こちらの方はまだ未治療なの
で今後どうするか検討しています。
　2例目70歳の方：この方は両方の足の不全麻痺
です。普段は治療には来ていなくて、数年に1回障
害年金の書類作成で来ています。この方も足の変形
があります。これは麻痺が軽いので治療は特にして
いません。
　３例目：この方が一番重症です。大学病院で治療
した後にあすなろ学園に入院して、両方の足の麻痺
です。でもこの方は独立していて、両方の手に松葉
杖を使って、両方の足に装具を付けて、印刷工場で
仕事をしています。この方も肩の関節がちょっとお
かしくなってきているので、注意してみたいと思っ
ています。

　4例目79才女性：この方ははっきりした発症時
期はわかりません。小学校に入る前くらいに左の足
を痛そうにしている写真があって、その後に左の足
が短くなって麻痺がはっきりした。この人も仕事を
していて、お琴の先生をやっています。足の変形。

このように短いのでどうしてもつま先を立たせなけ
ればいけないのと、アキレス腱が短縮するので足首
が伸展しません。この方は装具を使っています。か
かとを高くした装具を使って歩行できています。

　５例目66才男性：片方の麻痺です。小学生の頃
から長下装具付けて、杖なし歩行ができています。
ただ高さが５cm くらい長さが違うのと、この方の
装具は膝の曲げ伸ばしができないようにロックがつ
いています。ただそうすると歩き方が非常に悪くな
ります。例えば装具を付けるのに時間がかかります。
装具を急いでつけないといけないとき、例えば火事
が起きた、逃げなきゃいけない。そういうときに1
分くらい逃げられない。装具をつけないと歩けない
ので、　頑張って逃げないといけない。なので、よ
り簡単に装着できるような装具が望ましいです。

　それで最近出てきたのが、ロックしないもの。さっ
きの古いものだと1分くらい装着にかかりますが、
この装具だと30秒で装着が終わります。装具なし
で歩行するとこんな感じの歩行になります。きちん
と装具をつける、それも最近のごく新しいやつ。ロッ
クしないで歩けるものはコンピュータで制御されて
います。油圧システムがあって、自分の残っている
筋力に合わせてその油圧が調整できるようになって
います。そうすると自然な歩行ができる。固定した
タイプは分回し歩行といいます。こちらは膝が自然
に回るような歩行が可能になります。こういうふう
に少しずつですが、装具も進歩しています。
　先ほどの患者さんは2週間に1回、膝に注射をや
りに来ています。
　６例目68才女性：この方も下肢の短縮が少しあっ
て、足関節の骨の形成術をやっています。この方は
今現在はほとんど書類の更新だけで、通院はされて

会長エレクト研修セミナー ｜特別講話1 日目

症例.1 76才女性
• 現在の問題点
①両肩関節の関節症性変化（長期間の両松葉杖の使用）

症例.4 79才女性

• 補高装具の例：屋外用 屋内用

症例.5 66才男性

• 2才頃発症、居住は弘前市石川地区
•弘前大学付属病院で加療、身障3級
•当クリニックには現在も健側の変形性
膝関節症で加療中

•小学生の頃から長下肢装具で杖なし歩
行、歩行時は膝をロックして歩行

症例.3 63才男性
• 現在の問題点
①両肩関節の関節症性変化（長期間の両松葉杖の使用）
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いません。
　7例目66才男性：この方はちゃんと歩けているの
ですが、歩き方を見れば麻痺があると誰が見てもわ
かると思います。
　整形外科から診たポリオ感染者はまずは麻痺が残
ると足が短くなるから、足の高さを補わなければい
けない。そうしないと腰が変形します。それと足の
麻痺が多いので、腕の負担も増えます。ポストポリ
オ症候群がいつ起きるかわからない。そういうのも
見張っていかなければいけない。という問題点があ
ります。
　海外では1940年代から戦後に、ワクチンが1955
年に開発されるまではポリオが流行していました。
1955年にソートワクチンが開発され、そのあと生
ワクチンが開発されて、どんどん減っていきます。
1950年代は世界中で赤い部分がポリオの常在国、
すでに発生している国でしたが、1970年代からオー
ストラリア、1980年代にはアメリカも消えどんどん
減っていっています。
　1985年にロータリーがポリオプラスのプログラ
ムを開始しました。そこから加速度的に常在国が
減っていって、2000年頃には4か国くらいに減り
ました。ジーぺにロータリーも参加しています。ビ
ル・ゲイツの財団が加わったことで、多額のお金が
ポリオに使われるようになり、最終的には2020年
までにニジェールが消えて、最後に残ったのはパキ
スタンとアフガニスタンです。私たちはインドに
2000年から2020年までワクチン活動に行っていま
す。インドでは2000年の頃はまだ1,600例とかあっ
たのですが、2004年でポリオの根絶宣言がなされ
ました。
　このようにポリオ撲滅は決して夢ではなく、現実
的に可能なものだと私は考えています。いまだにア
フガニスタンとパキスタンが数例発生しています。
これはどうしてもアフガニスタンとパキスタンの国
境地帯の FATA（大統領が指示しないかぎりパキ
スタンの法律が適用されない地域）があって、そこ
でまだポリオが根付いているという問題がありま
す。やはりウサマ ･ ビンラディンなどの過激派が在
住している地域ですので、非常にポリオの活動が制
限されます。
　パキスタンでは路上でやったり、列車内でやった
り。インドではそれぞれブースでやる場所があるの
ですが、パキスタンは路上で始めています。
　さて、ロータリアンとして知っておくべきことの
一つ。10月24日は世界ポリオデーです。この世界

ポリオデーは国際ロータリーが創立したものです。
ソークワクチンのソーク博士のおそらく誕生日だっ
たと思います。それを世界ポリオデーと名付けて活
動しています。2021年から日本全国でこの10月24
日の直前の日曜日などにポリオデーのイベントを
やっています。
　一番大きかったのは2021年東京中央区で開催し
たトレインジャックです。1週間にわたって JR の
車内にポリオのポスターを貼って、1週間ずっと走
らせました。それだけでなく、日曜日の有楽町の駅
前広場で関場慶博先生を呼んで、ローターアクトと
のイベントをやったり。これは私も参加しました。
日曜日で目立つイベントでした。あとはウオーク
ラリー。東京駅の丸の内からみゆき通りを通って、
有楽町の広場までみんなで歩く。ＥND PORIO 
NOW のマスクや T シャツを着て、みんなで15分
くらい歩く。ただそれだけのイベントです。だけれ
ども300人以上の人が参加しました。
　去年、弘前市内の4つのロータリークラブで世界
ポリオデーのイベントをやりました。日曜日の早朝
に駅前からスタートして、土手町を通ってウオーキ
ングするコースと、公園近くまで行ってランニング
して帰ってくるコース同時にスタートしました。私
は走っています。ガバナー補佐の工藤さんも写って
います。このイベントを去年やりました。今年は地
区大会が10月22日です。24日のイベントは実際は
他の地域でも22日にやると思うので、地区では八
戸でイベントを開催しようと、ポリオ対策委員会で
検討しています。おそらく早朝にウオーキングをや
るのが一番いいかなと思っていますので、各クラブ
の会長さん幹事さんもぜひとも奮って参加をお願い
します。
　ジーペへの最新情報ですが、現在３月の時点でパ
キスタンで1例出ていますが、アフガニスタンでは
まだ出ていません。いずれはこの世からポリオが無
くなるとは思います。が、まだまだ時間はかかると
思います。継続してやっていかなければいけないと
思いますし、特に築舘年度はポリオに力を入れると
いうことですので、皆さんもポリオの活動をよろし
くお願いします。
　社会経済学的損失もありますし、ポリオを根絶す
るということはとても大事なことです。それとポリ
オは数十年経ってからポストポリオ症候群が起きる
危険な病気ですので、ぜひともこれを世界中から無
くしましょう。今日はご清聴どうもありがとうござ
いました。

会長エレクト研修セミナー ｜特別講話 1 日目
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会長エレクト研修セミナー ｜地区委員会事業説明1 日目

委員長　

今　春淑
十和田八甲ＲＣ

会員増強部門

クラブ拡大・会員増強委員会

地区委員会事業説明

　RI 会長エレクトテーマが「CRＥATＥ HOPＥ in 
the WORLD 世界に希望を生み出そう」と発表さ
れ、築舘ガバナーエレクトからは「和気満堂」を
地区スローガンとして提唱されました。地区とし
て重点的に取り組みたいということで、①会員増
強　1,100 ～ 1,200　②ポリオ根絶　③ DＥI の推
進　④ My Rotary を使おう。という4項目を地区
の目標に掲げておられます。地区目標を達成できる
ように、この拡大委員会として各グループのガバ
ナー補佐、各クラブ会長の皆さんと連携をとって実
行していきたいと思います。
　次年度からは会員増強部門のアドバイザーのメン
バーが変わります。正アドバイザーは小山内康晴パ
ストガバナー（弘前 RC）、副アドバイザー佐々木千
佳子パストガバナー（十和田 RC）、委員長は私です。
　今年度はエレクトのお力添えがありまして、何と
かグループに1名の委員というのが設けられました
ので、委員の名前だけ発表させていただきたいと思
います。
　東第1グループ　米内山正義（七戸 RC）
　東第2グループ　三浦　敏明（十和田八甲 RC）
　西第1グループ　寺田　和仁（五所川原 RC）
　西第1グループ　船越　則孝（大鰐 RC）
　中グループ　　　宮本　達子（青森 RC）
　南グループ　　　浜谷　英幸（八戸 RC）
　の6名で、この委員の方々にパストガバナーの意
向も聞きながら、各クラブで卓話していただきたい
というのが築舘エレクトの願いですので、これを実
行して参りたいと思います。
　クラブ拡大としては各クラブの目標の手助けをい
たしたいと思います。ガバナー事務所にご連絡くだ
されば、足を運びたいと考えております。
　私共の2830地区は2025年会員が1,200人いなけ

れば存続できないというラインにあります。田中ガ
バナー年度はここ何カ月で終わりますので、何とか
築舘年度で1回1,200人を突破していきたいと考え
ています。今日のセミナーを機に何とかクラブの会
長幹事に頑張って頂かないと、地区が頑張っても無
理だと思います。クラブが元気にならないと地区も
元気にならないと私も理解しています。何とか築舘
ガバナーエレクトのときに達成をしたいと思います
ので、何卒よろしくお願いします。
　今年の活動といたしましては、
５月…クラブ拡大の会員増強委員会を開きたいと思
います。青森になるか八戸になるかは決めていませ
ん。パストガバナーとお話をしまして、日にちを決
めたいと思います。その時にはエレクトにもご参加
いただきたいと思います。
６月…女性会員の集い　これは佐々木パストガバ
ナーの働きにより八戸プラザホテルで６月11日午
後から、女性会員のために日本ロータリーから誰か
を招いてやりたいと思います。昨年は十和田でやっ
たときに京都 RC の方に来てもらいました。
7月…地区会員増強セミナー　卓話をパストガバ
ナー、私。個人的には高崎 RC の田中さんをお呼び
したいと思います。
11月…講演　今のところは4回行いたいと思います。
　最後に成田パストガバナーの時はコロナのために
ほとんど集まることが出来なく、会員を増やせと
言っても会社もぱっとしない。お辞めになったロー
タリー会員もいっぱいいると思います。そういう事
で成田パストガバナーのときはほとんど行われてい
ませんでした。田中ガバナー年度になってようやく、
会長エレクトセミナーからリモートと2つに分けて
やりました。このコロナでロータリーに勧誘するの
が非常に難しかったと思います。
　私も委員長３年目ですので、責任を感じています。
40クラブありますので、1名でも入れてもらって、
３年かかると120人確実に増えることになります。
目標は高く持つのは大事ですが、小さい目標も悪く
ないのかな。1,500人にならなくとも、何とか1,200
人に留めて、一番最低ラインのこの地区を何とか築
舘エレクトの時に達成したいと思います。
　今日の会長エレクトの研修で、会長幹事の方々に
お願いしたいと思いますのでよろしくお願いします。
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会長エレクト研修セミナー ｜地区委員会事業説明 1 日目

委員長　

橋本八右衛門
八戸ＲＣ

公共イメージ向上部門

公共イメージ向上委員会

　公共イメージ向上委員会の次年度活動計画は、①
地区イメージキャラクター“ロータくん”の効果的活用　
②ポリオデーでの積極的 PR　③卓話による各クラブへ
の意識付け強化　の３つを挙げさせていただきました。
①地区イメージキャラクター“ロータくん”の効果
的活用
　地区イメージキャラクター“ロータくん”を今絶
賛作製中ですので、これを全面に押し出して PR に
活用していこうという事で公式キャラクター“ロー
タくん”を作りました。
　経緯は2830地区の存在や活動内容をより多くの
人々に PR したい。PR するために今までいろいろ
皆さま努力はされてきたのだけれども、何かしらシ
ンボルが欲しい。ゆるきゃら、キャラクターを作ろ
うということで動いています。青森県民の皆様に愛
され、活動を盛り上げる存在となるキャラクターを
ということで、昨年県内のインターアクトクラブを
対象にキャラクターデザインの公募をさせていただ
きました。けっこうな応募件数がありましたが、そ
の中から投票により審査して決定したものです。八
戸学院光星学院高等学校インターアクトクラブの作
品が採用されました。

　着ぐるみも作らせていただきますので、いろいろな
ものに活用していただきたいと思います。ちなみにこ
れは築舘ガバナーエレクトの肝入りで、八戸クラブ
にキャラクター事務局を作り、黙々と進めてきました。
　活用方法はロータリーの外部にいろいろご案内を
出すときに、案内文書の脇に付けたり、クラブ内の
会報、ポリオに寄付をしていただいた方にピンバッ
チをガバナーエレクトは差し上げています。
　ガバナー事務局サイドにもキャラクターを登場さ
せて、まだ表面には出ていませんが、facebook の
ページも作っているところです。ロータくんを地区
大会、さまざまな主催イベントに是非登場させ、あ
のキャラクターは何だ？というような PR をさせて
いただく。当然いろんな活動、国際交流活動や奉仕
活動、ローターアクターやインターアクターの活
動などにも常に脇にロータくんがいて PR していけ
ば、メディアなどにも取り上げられるようになるの
ではと思います。
　今後、キャラクターデータを各クラブへ配布する
予定です。地区事務所で管理、各クラブに貸し出す
予定になっています。
　運用ガイドラインは、貸し出しやすいようにして、
皆さんに活用してもらおうと思います。
②ポリオデーでの積極的 PR
　10月24日のポリオデーは一番のインパクトにな
りますので、地区大会のときにポリオ委員会で計画
があるということです。当然ロータくん参加の形に
なると思います。
　参考になる効果的な情報集積、各クラブへの発信
共有。先ほどの弘前市内の4RC の活動や他 RC で
はこういうことをやっているということを情報を集
めて、随時皆さんに知っていただいて活用していた
だきたいと思います。メディア露出もしていきたい
と思います。
　会員増強がすべてです。公共イメージ向上は何の
ためにするのかというと、クラブの増強のために会
員を増やす、会員増強ということです。会員増強委
員会と連動、各クラブ卓話訪問、各地に我々の委員
会委員がおりますので、その委員を中心に連動して、
訪問したいと思います。こちらからも働きかけ、是
非来てくれとお声をかけていただければ非常にあり
がたいと思います。
　ロータくんの活用をお待ちしています。

“ロータくん”プロフィール
誕生日　　次期7月１日
出　身　　青森県
性　別　　男の子
特　徴　　タキシードと帽子を着用。フォーマルな

服装で元気で明るく、笑顔のステキな
	 男の子という設定です。
特　技　　笑顔を届けること
趣　味　　ロータリー活動
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委員長　

岩岡 隆雄
八戸東ＲＣ

社会奉仕・職業奉仕部門

社会奉仕・職業奉仕委員会

　まず一つは今年度三上委員長が進めておられた事
業として、クラブの奉仕活動の調査を行っているよう
です。これをもって本年度の方向性を示し、次年度
に向けてこの部分から具体的なことを考えていくと
いうことが一つあります。これは何かという事ではな
く、課題を拾って行きましょうというのが一つです。
　社会奉仕と職業奉仕と一緒になっていますので、
まずは10月に社会奉仕月間があります。そして1
月には職業奉仕月間があります。例会プログラムを
計画していただければということです。これは冒
頭、築舘ガバナーエレクトが皆さんに申し上げた、
実際には例会で地区委員をお招きする方法もありま
すし、またビデオなどを使って一緒に複数のクラブ
で学ぶという方法もあるかと思います。新年度のス
タートに向けてのプログラムを作成する中でこれを
ご検討いただくことが必要かと思います。
　まずは社会奉仕の部分では、社会奉仕の問題が
表面化しているものとそうではないものがあります。
根が深いものがあります。これは表面化して見えな
い部分の中では、例えば薬物の問題、家庭崩壊な
どの問題が出てくるかもしれません。表面化している
問題ではあれば、見えるものであっても一人で解決
できるものが困難な場合があります。これをクラブ
単位で身近な問題、近くのエリアで身近な問題として
とらえていただくということかと思います。今までの
奉仕活動の振り返りとクラブの新しい活動のヒントに
よって、インパクトをもたらすという意味での新しい
アクションが生まれてくれば奉仕活動としてもより一
層の変化になるのではというふうに考えています。
　また10月はポリオ月間です。国際奉仕、青少年
奉仕各委員会とも連携しながら、ポリオ撲滅、募金
活動もお声がけをさせていただきたいと思いますの
で、宜しくお願いします。
　職業奉仕は1月です。1月の職業奉仕月間はロー
タリーの存在目的になるかと思います。ロータリアン

の責務という哲学的な話になりますが、この中には
一番“高潔さ”という言葉が皆さんの心の中にある
と思います。これを重んじて今仕事に取り組んでい
きましょう。これが一番わかりやすい、「四つのテス
ト」が挙げられます。ここをしっかりやる。もしくは
クラブの中で工夫をすることで会員の退会防止にも
影響してくるのではと思っています。職業奉仕をしっ
かりと確認しながら、継続発展できる企業を目指し
ていただく。こういうことも職業奉仕の一つになるの
ではないかと思います。クラブ会員が減らないという
意味では大変大事な事だと思います。ここまでは各
クラブのプログラムの中でお考えいただく部分です。
　この後、地区事業として、2015-16年度から始め
ました「じょっぱり経済学」は7年目になります。
これは青森大学との教育連携協定によってロータリ
アンの講義があります。こちらは来月から今年度の
事業として始まります。そして私が委員長として関
わる部分は来年の4月からです。90分講座をロータ
リアンの方にもっていただいています。これは大学
としては教育の一環として取り組んでいますが、ロー
タリーでは社会奉仕活動、もう一つは話すテーマに
関しては職業奉仕ということになろうかと思います。
　講師の登録を少し増やしていきたいと考えていま
す。大学生の方の、これから社会に出て職業人とな
る最終学歴になるかと思いますが、その時に就職活
動の中で地元に残る方々がどういう観点で就職先を
選ぶか。知らない会社よりは知っている会社のほう
がいいわけです。聞いたことのない会社はやはり概
要がわかりませんので、是非そういう意味でも大学
と関わっていくことで、自分たちの会社を伝えてい
ただくことで、こんな会社がある、就職してみたい
という魅力ある会社をどんどん発信していただけな
いか。結果としてはリクルートにも繋ががっていく
と思います。若い世代を育てていく。ロータリアン
の会社がローターアクトを育てていくことにも繋が
ると思います。講師を募っていきたいと考えていま
す。青森だけではもったいないと思いましたので、
南グループの中にも大学もしくは教育機関がありま
すので、私が委員長になってから南グループの中で
も似たような事が出来ないかという模索の1年にし
ようと考えています。青森大学のほうは単位が取れ
ます。ただそこまではいかないかもしれませんが、
やはりロータリアンの職業倫理が経済学もしくはそ
の地域の中で及ぼす影響、会社の経営者が話をする
ことを大学生が聞くことはなかなか少ないわけです
ので、こういうことを実践してみようと考えています。
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　ロータリアンの方もこの講座に一緒に参加するこ
とが出来ます。
　社会奉仕・職業奉仕として My Rotary を見なが
ら深めていただく中で、特に今年度はこの辺をやっ
てみたいと考えていますので、どうぞご協力いただ
きたいということです。

委員長　

佐藤 健一
青森ＲＣ

ロータリー財団部門

ロータリー財団委員会

　ロータリー財団に関してお話し申し上げます。ロー
タリーに入ると基金だ、補助金だといって随分金に
うるさいという印象をお持ちかもしれませんが、こ
れはロータリー活動の要となる部分です。もちろん
社会のために、世界のためにいいことをしようとす
るとマンパワーと必ずお金が必要になります。その
お金の流れをご説明するのが私の役割です。
　ロータリー財団は何か、何をしているのかという
ことについてご説明申し上げます。
　国際ロータリーの基金・事業部門を担うのがロータ
リー財団です。これは税制上の問題、その他をクリ
アするために別組織を作っているわけです。人頭分担
金とは、国際ロータリーの運営費そのものに充てられ
ます。寄付金は財団に集められ、世界規模でまたは
各地域でよいことを行おうと集められているお金です。
　日本におけるロータリーの基金の目標は年次基金
で一人当たり年間150ドル、ポリオプラス30ドル
と概ね示されています。強制ではありません。一つ
の目標値です。
　寄付金はどこにどうなっているの？と疑問を持つ
方がおられると思いますので、ここで一度勉強した
いと思います。
　年次基金、恒久基金、ポリオ、その他と大きく分
かれると思いますが、2020-21年度の古い資料で
お話しします。
　年次基金が年間1億3,940万ドル集まっています。
恒久基金は3,260万ドル集まっています。恒久基金
はご存じの通り元金はそのままにしておいて、基金

の運用利息を活用してわれわれの活動費にしていま
す。累計で4億4,700万くらいのお金を投資して、
それから得られる収益、ここ10年くらいの年間収
益率平均は7.5％とかなりいい割合です。日本のい
ろいろな預貯金のレートからすればかなりいいで
す。ポリオプラスは1億3,320万ドルです。そのほ
かの基金もありますが、寄付金合計で３億5,000万
ドルです。これくらい全世界で年間集まっています。
　支出総額が３億8,400万ドル、ポリオで1億5,000
万円と40％くらいがポリオに使われます。グローバル
補助金として還元されるのが約34％あります。その
うち地区補助金として使われるのが8％、災害救援補
助金は0.7％。始めた年なので数字が小さいのですが、
その後数字が増えています。恐らくウクライナの戦争
が始まって、トルコ・シリアの救援が始まったので、
今年度の数字になると災害救援補助金は跳ね上がる
と思います。平和センターに4,000万ドルなどです。
　さて、当2830地区の寄付金がどれくらい集まって、
還流がいくら位地区に戻ってきているのか。われわ
れ上納しているだけで地元に戻ってきていないので
はないかと、疑問を持たれるといけないので、この
数字を出してみました。
　2018-19年度から2021-22年度までの4年分の数
字を出しています。年次基金が13万ドル～17万ドルく
らい集まっています。恒久基金は5,000ドル～ 6,000
ドルくらい。ポリオプラスで23,000ドル～26,000ドル
くらい集まっています。災害救援基金は600万円です。
　これらに対して３年後の還流の流れは以下の通り
です。３年前の年次基金寄付金額から今期1/2相当
が戻ってきています。56,000ドル～70,000ドルくら
いという感じです。恒久基金の収益の1/2はこの程
度に相当します。国際活動基金 WF は地区で使える
のは DDF といいますが、その他に DDF を使って
いいことをした場合には先ほどのロータリー財団で
集まったお金のうち半分は抑留されていますが、そ
の中から半分はさらにいいことをしたからこちらから
対応枠を出しますというのが、WF 国際活動資金か
ら出した金額に対応する、またはその8かけくらいで
金が出てきます。これは年次によって相当違ってきま
す。DDF をどれだけ活用したかによって、2020-21
年度は69,000ドルという大きな数字になっています。
　３年前の数字に対して、その年の年度を比べるのは
乱暴ですが、いってみれば上納している①年次基金
と②恒久基金で還流している①②③を割り算すれば
何割返ってきているかが、大雑把ですが出てきます。
　出したお金から６割くらい返ってきて、自分たち
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の地域のために、また自分たちが思うグローバルな
良いことのためにお金が使われているということで
す。また地区の意思は必ずしも反映しませんけれど
も、世界のために良いことをしようとすることにつ
いて、約６割くらいが使われています。世界のロー
タリアンが一緒になって、世界のために良いことを
しようということに約4割使われています。地域に
返ってきて地域の意思が繁栄されて使われるのが６
割。2830地区のリアルの数字を基に出すとこうい
うことになります。理論上はもうちょっと違います
が、こういうことが現実にあります。
グローバル補助金による最近の事業。
◦タイの小学校へ浄水器設置事業
　私は先週行ってきて、よくわかったのですが、タ
イはなんでそんなに水、水というのか、水がたくさ
んあるはずなのにと思ったのですが、非常に水田
のど真ん中に集落があるような状態で地下水が高
い。地下水が高いのでちょっと井戸を掘ると水があ
がる。だから簡単に水を得られるけれども、誰も深
い井戸を掘らない。だから水質の悪い水しか出てこ
ない。だから飲み水にするには不適。だから浄水器
設置費用は過去10年間繰り返し行われていますが、
まだまだという印象を受けてきました。
◦病院設備整備事業
　タイの3330地区のヴィチャイさんはキーマンの
方です。サンプラン病院にずっと継続的にいろんな
医療機器の整備をしています。脳溢血、白内障の医
療機器の設備を寄付しています。
◦新型コロナウイルス対策事業
　青森県内で行われました。これはタイから対応す
るお金が入って行われた事業です。
◦災害救援基金事業（ウクライナ）
　ウクライナの厳しい虐殺事件のあったブチャ

（キーウのすぐ近く）で、民間人が虐殺されたとい
うことをニュースでご覧になったと思いますが、ブ
チャのすぐ近くのモシュチュン村は完全に破壊され
ました。そういう方に住まいを提供しなければいけ
ないということでモジュールハウスを寄贈しました。
これは日本国内の14の地区が DDF を出し合って、
アメリカの地区と共同でモジュールハウスをたくさ
ん整備することをモスチュン村に限定してやってい
る例です。現地のロータリーが行って寄贈すると言
う形をとっています。大変喜んでいただいています。
◦大学院レベル奨学金事業
　外国に留学する方を支援しています。青森出身の
方でニューヨーク州のロチェスター大学の大学院で

３年前に勉強され、今、英語を喋れない難民に英語
を教える事業で貢献しています。去年留学した須藤
さんも青森の方です。ブータンに行ってジャイカの
ブータン事務所に勤務して、途上国の経済発展のた
めに頑張っています。
　地区補助金による事業は皆さんの身近の事業をた
くさんやっています。例えば、子ども食堂に対する
弁当の配布。山に登る歩道案内など。
　あとで地区補助金委員長からお話があると思いま
すが、実は今日、来年度向けの地区補助金事業の締
切日です。今日締切で来ないからダメという冷たい
ことは言いません。まだ40クラブのうち送って届
いたのが20クラブ。先ほど書類でいただいたのと
今郵送しているというクラブが7つあります。先ほ
ど個別にお願いしたところが３ヶ所あります。合わ
せて10クラブがまだ申請していません。
　皆さん7月から任期だと思っているかもしれませ
んが、何とか早く事業を決定して、補助金を差し上
げることを決定しないといけないので、年度が始ま
る前にすべてのことを終わっておきたいのです。会
長や幹事がはっきり決まっていないような段階でも、
是非まだ出していないクラブの方がおられましたら、
早めに地区事務所にご一報いただければと思います。
　先ほどの話で理論上どうなのかということを申し上
げました。財団事業はいくらお金が返ってくるのか。
３年前の寄付金の47.5％、同じくそれに対するお金が
WF 国際活動資金に抑留されます。DDF の半分を地
区補助金事業で使用可能です。残りの DDF でグロー
バル事業を行うと DDF の8割掛けで給付されます。
だから19％お金が戻っていきます。それを足すと理論
上最大66.5％まで事業ができます。地元の事業また
は地元の意向を反映した事業というのができます。
　ポリオプラスについては3,300万ドルというキャッ
シュが入ってきて、事業が行われています。ビル ･ ゲ
イツ財団も入っていますが、世界的規模で行われてい
ます。ワクチンの意識向上キャンペーン、接種、ワク
チンそのものの購入に膨大な金額が使われています。
　日本の目標は1人あたり30ドルをご寄付いただき
たい。もし DDF を使わなければポリオに寄付して
ください。ぜひ先に自分たちの使いたい事業に DDF
を使いたいと思いますので、よろしくお願いします。
　アトランタ国際大会でビル・ゲイツさんがロータ
リーで基調講演をしてくださいました。その時に世
界中からポリオに関して2人の人物をビル・ゲイツ
が紹介しました。そのうちの1人がなんと関場慶博
パストガバナーでした。「Dr. 関場は17年間の長き
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に渡って、ずっと毎年ポリオのキャンペーン、接種
に貢献してくれたすばらしい人だ。」
　私共はさまざまな事業をしておりますので、皆さ
ん方からもアイディアがあれば受け止めていきたい
と思います。先般、トルコ・シリアの地震災害があ
りました。各クラブから145万円の寄付金が地区に
集まりました。地区のお金を上乗せして250万円程
度送りたいと思います。
　青森ロータリークラブさんが145万円のほぼ半分
を出してくれています。みんなで募金活動をサン
ロード青森で行い、会員の個々の企業の従業員等か
ら募金していただいたということです。皆さんも
もっと頑張れるところはあったと思いますので、反
省材料にしていただければと思います。
　財団委員会としては、寄付０というクラブをゼロ
にしよう。地域で良いことをしましょう。それは身
近な奉仕活動です。どんな小さな事業でも、例えば
児童館に絵本を数冊寄付するだけでも、それは地区
にとって良いことをしていることになるわけです。
いろんな事業は大変だと思いますが、少なくともそ
れくらいのことはできると思います。皆さんぜひお
考えいただければと思います。
　そして世界で良いことをしよう。ということで年
次基金、ポリオで世界に愛を与えましょう。

委員長　

小田桐 隆夫
むつＲＣ

ロータリー財団部門

地区補助金委員会

　2023年の今日３月25日が地区補助金申請の締切
日になっていますが、まだ全部出ていません。25
クラブが届いていますが、あと残りはまだ届いてい
ないという状況です。12月にも絶対補助金は必要
です。その理由は会員増強にもつながるストーリー
にもなっている。公共イメージ向上にも繋がるとい
う部分を現在のガバナーも、エレクトもお話しして
いましたので、ただちに実行できるように、セミナー
が終わりましたら取り組んでいって、月内に送るよ
うにしていただきたいと思います。

　この中で注意していただいた部分を書きましたの
でお話します。
①申請書には様式1- 1、1- 2があります。1-1
については、例えば他の団体が青年会議所さんが主
導権を握って運営している部分に地区補助金を使っ
て参加する、運営の部分の肩代わりをある程度する
とか、というのがあるので、それは昨年それを見つ
けられ、それはダメですよと東京事務所から言われ
ました。今年度は注意したいと思っています。
② MOU 覚書のサインをすること。
③見積書
　見積書の内訳書が非常に各クラブでばらつきがあ
りまして、どれをどう見ていいのか、私自身も四苦
八苦しました。中にはやって終わってしまった前年
度の見積書を添付していたり、終わってしまった後
の請求書を添付したり。まだ認可されていないのに
なぜ領収証や請求書がついているのか、意味不明な
部分も発見しました。なので、その辺は会長さんは
しっかり目を通していただきたいと思っています。
できれば全額地区補助金、例えば10万円を使うの
ではなく、自分たちのクラブでも2万円でも1万円
でも出せるような拠出金をお願いしたいと思ってい
ます。地区補助金を利用したプロジェクトにロータ
リー自身の昼食費が盛り込まれているのがありまし
たので、これはまずいと東京の事務所から指摘され
ました。なので、ご飯を食べるのであれば、クラブ
の拠出金を使っていただきたいということです。
④地区補助金の申請チェックリスト
◦授与と受託の条件に合致しているか。以下の目的
には使用できない。

◦政治的、宗教的目的の活動には使ってはいけない。
◦土地建物の購入に地区補助金を使ってはいけない。
◦募金活動に使ってはいけない。
　ただ、募金活動は佐藤委員長から話があったよ
うに、自分たちの行動で募金を集めることには何
ら問題はありませんが、地区補助金をもらって、
それで募金活動のポスターや箱を作ったり、交通
費に使ったりするのはいけません。

◦地区大会、国際大会、研究会などのロータリー行
事に関する経費
　これはもちろん地区大会が行われるわけですが、そ
のための一部のお金に使うという発想は止めて下さい。
◦広報（実施不可能な場合を除く）
　広報活動は大変大事ですが、結果的にどういう内
容にして、どういうところにお金を使っているかを
見積書を見てチェックしますので、詳細がわかるよ
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委員長　

川﨑 益美
八戸北ＲＣ

ロータリー財団部門

グローバル補助金委員会
うな見積書の添付をお願いします。
◦他団体の運営費に賛同して、例えば地区補助金20
万円を出すなどで、ロータリアン自身がどちらかとい
うと汗をかいていないような活動記録はまずいと再度
申し上げます。協賛金としてはいいのですが、協賛金
10万、20万で何をロータリアンが何をするのか、そ
こが肝心要です。それが会員増強に繋がる、公共イメー
ジに繋がる、そこの部分を捉えて欲しいと思います。
◦現金の寄付　
　金券、商品券も入っていますが、これをいろんな
方たちに配ることはチェックされましたので、これ
もやめて欲しい。
◦すでに経費が発生した活用
　事前に承認を得てないのに実行してしまって、例
えばその経費に20万円盛り込んでいました。もっと
もやってはいけないところの部分です。あくまでも審
査を通ってから、地区補助金が全部各クラブに送付
されてからの実行になりますので、注意してください。
◦国境を越えて行うワクチンの輸送
　全国予防接種、認定のための旅費　ポリオワクチ
ンを含む予防接種。
　皆さんから３月中に提出されたら、4月に私たち
が精査しまして、それを新しい年度の7月に新しい
ガバナーの元で内容の確認してもらいます。その時
に前年度の地区補助金報告のお知らせもします。昨
年はこういうことがありました。2022-23年度は
地区補助金はこのように使いましたということで、
セミナーを7月に開催します。
　毎回ありますが、中身が不備な場合があればその
都度、申請を受けます。プロジェクトの中身はコロ
ナ禍でガラッと変わってしまったということが多々
ありました。なので、申請に結構時間がかかりまし
た。今年はそんなことはないと思います。
　8月に地区補助金については2830地区の補助金
を、40クラブ出てきたときは一括で申請します。
しかし、内容が不備なときは修正に時間がかかり、
当地区への振り込みがまったく来なくなってしまう
ので、皆さんのプロジェクトを邁進することがなか
なか難しくなります。質問書の内訳はしっかりと精
査して、見積書が本当にその金額に合っているか、
正しい内容なのかを会長さんはきちんと見直しして
いただければいいと思います。
　そのことが達成されると、田中ガバナーがおっ
しゃっていましたが、地区会員増強にもつながる話
にもなります。皆さんもう少しなので頑張っていた
だけませんでしょうか。

　お手元の資料として「シェアシステムによる財団
資金の活用」を配布しています。理論上 DDF とワー
ルドファンドを合わせて66.5％を利用できます。
　大事なところは、地区補助金は DDF の50％以内
しか請求できないということです。５％を引かれた後
の50％から、その50％です。残りの50％はグローバ
ル補助金として活用できるということで、それがワー
ルドファンドの方から活用されると理解して下さい。
　15日～ 20日にかけてタイに行って参りましたの
で報告致します。
　訪問メンバーはパストガバナー工藤武重さんご夫
妻とお嬢さん、佐藤健一さん、私の５名です。
　バンコクのスワンナプーム国際空港から国内線でス
ラートターニー空港まで、1時間15分程かかりました。
そこから車で南の方へ約1時間半くらい、お昼に現地
のロータリアンとウェルカムランチを過ごしました。
その後、更に車で30分～ 40分くらい南下して、ナ
コーンシータマラートという地区のテクニカル高等学
校に行きました。学生数が4,800名で創立110周年
とのことです。テクニカルカレッジとありますが、国
立八戸高専のような感じではないかと思います。
　水事業の視察をする前に、現地の状況のミーティ
ングを行いました。テクニカルカレッジはペットボト
ルを用意してくれました。食品衛生局・医薬局に検
査の申請をして、18日後に結果が出るということで
したが、許可が下りるまで販売はしていないそうです。
やはり違法ではないけれど不安があるのでしょう。
　同じ会場に付近の小学校の校長先生もおられまし
た。ここの学校は2,730名の小学校の生徒さんが在
校しており、記念品の授受を行いました。その後、
テクニカルカレッジの水の授業の視察に行きました。
　逆洗して水をろ過する装置からペットボトルに入
れます。このような水の事業に当地区から15,000
ドル拠出しています。水は販売しており、５バーツ
で20L の水が出てきます。販売しているので、き

会長エレクト研修セミナー ｜地区委員会事業説明1 日目
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ちんと飲料水として許可されています。普通は10
バーツくらいするそうなので、現地の人からは非常
に重宝され感謝されているそうです。またロータ
リーで納入したものは飲料水としては不適格で、洗
濯などに活用されているとのことです。
　翌日はナコーシタマラート地区の近くのバトンア
ンドトン小学校・幼稚園を訪問しました。地元の小
学生がウェルカムダンスで歓迎してくれました。そ
の後、学校・幼稚園の水の授業を視察しました。現
地のロータリアンの名前と2830地区の名前がつい
ていました。
　この幼稚園は小学校の付属幼稚園で、３～ 5歳児
までの園児が70名くらいということです。道路よ
り低い場所にあるため、かさ上げして新築のトイレ
を作る事業に補助金を活用しました。
　硬水を軟水に変えるという装置もあり、ただ浄水
するだけではなく、水の質をさらに上げるという装
置もありました。
　その後、国立サンプラン病院を訪問。病院長が挨
拶され、ロータリーが毎年最新の機器を提供してく
れて非常に感謝しているということでした。医療機
器にはすべて〇〇ロータリークラブ、〇〇地区提供
したというのが貼られています。
　夜にはガバナー主催の宴会を開催していただき、
楽しく過ごしました

委員長　

小林 俊一
青森ＲＣ

ロータリー財団部門

資金推進委員会

　資金推進委員会はロータリー財団の一部の委員会
です。人頭分担金等で国際ロータリーの運営費、寄付
金財団、世界規模で良いことを行う。その資金の裏付
けとなる活動になっているのが資金推進委員会です。
　築舘年度の皆さんへのお願いは田中年度と一緒で
す。年次基金で150ドル、ポリオで30ドルです。身
近な奉仕活動を着実にし、地域で良いことをしよう、
世界で良いことをしよう。年次基金、ポリオで世界
に愛を。築舘ガバナーエレクトからポリオについて

会長エレクト研修セミナー ｜地区委員会事業説明 1 日目

大変強い思いとご意思をご挨拶いただきました。
　田中ガバナーからはロータリーカードの推進。人
頭分担金等を活用してほしいというご挨拶を頂きま
した。ロータリー日本財団でも今年で３年目になり
ますが、ロータリーカードの推進に大変強く取り組
んでいます。ロータリーカードの利用が、ポリオ根
絶活動の資金になるということで、利用額から個人
カード・法人カード共に0.3％。カードの種類によっ
て違いますが0.3％分がポリオワクチン、ポリオの
根絶資金となります。
　当地区ではオリコマスターカード、ダイナース
コーポレートカードの2枚を推進していこうと考え
ています。ロータリーカードの利用を促進し、皆さ
んの買い物、企業の個人経費の支払い、各クラブの
経費の支払い、2830地区の経費の支払い等、カー
ドを利用してポリオ根絶に役立てるという取り組
み行います。利益は2019-20年度で20億4,600万。
翌年はコロナの関係もあり落ち込んだようですが、
2021-22年度20億となんとか復活しています。
　2枚のカードの話をしましたが、オリコマスター
カードは年会費無料です。ダイナースカードも個人
カードは無料でホルダーできます。使いやすいとい
うことで、この2枚を皆さんにお勧めします。
　オリコカードは、個人のホルダーは無料ですので
毎日の買い物に。法人カードは年会費がかかります
ので、地区では個人カードをお持ちいただきたい。
　ダイナースカードはホルダーとしてコーポレート
カードになります。これは通常の企業のカードとは
別で、個人利用できませんので、クラブの経費や地
区の支払いの専用カードと考えて下さい。
　当地区は、ダイナースの個人カードは22,000円の
年会費、法人カードも年会費がかかりますので、お
そらくオリコ個人カードがほぼすべてだと思います。
　2020-21年度保有枚数63枚、翌年59枚、利用額
1,300万とちょっと落ちています。茨城埼玉以北・
北海道東北地区の累計は21年度までが３億500万。
翌年３億4,000万ということで、全体としては拡販
になっていますが、当地区は残念ながら落ちていま
す。これにはオリコカード特有の特性があり、３年
間利用がないとカードそのものが失効になるという
仕組みがあります。当初お持ちになっていた方で、
しばらく使っていない方が抹消、という数字も入っ
ているのかもしれません。
　カードの申し込み方法ですが、オリコのロータ
リーカードの申込書の QR コードを読み取っていた
だくとサイトに入れます。また地区ホームページに
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委員長　

工藤 真人
青森ＲＣ

ロータリー財団部門

平和フェローシップ・奨学金・学友委員会

バナーを貼り付けていますので、オリコカードをク
リックしていただきますと申込み画面に入れます。
　オリコカードは web のみの申込みになっていま
すので、ここから入っていただくか、QR コードか
ら申込画面に入る形になります。通常無料のスタン
ダードをクリックしますと、地区コードとクラブ
コードを入力する画面に入ります。地区コードは
2830。クラブコードを入れると個人情報サイトに
飛びます。ここから入るとロータリーカードの入会
申し込みになります。
　ダイナースはホームページからサイトインする
と、ダイナースの入会ページに飛びます。皆さんの
個人情報、メルアドを求めてきて、そこに申込用紙
を送付し、それを印刷して申し込む流れになります。
お手元に A3用紙を付けていますが、この用紙をダ
ウンロードして、記入し送付するという流れになり
ます。2枚目の同意書と３枚目にクラブ申込書が必
要になります。コーポレートカード（法人カード）
ですので、このカードはクラブ経費の支払い、ある
いは地区事務所はもっていますので、地区事務所と
しての支払いはできています。残念ながら2830地
区ですと、こちらのカードでの支払い実績は上がっ
てきていません。田中ガバナーが前段でお話ししま
したが、人頭分担金をコーポレートカードを使って
払って欲しいという話がありました。
　ダイナース申込みで、クラブ ID と会員 ID を求
める欄があります。クラブ ID はペーパーでお渡し
しています。会員 ID は My Rotary から入ってい
ただきますと、プロフィールのページがありますの
でクリックしてください。名前の右側に ID コード
が出ていますので、これを記入する必要があります。
それを書いていただくとコーポレートカードが入手
可能になります。人頭分担金のお支払いをダイナー
スのロータリーカードをお使いになってお支払いを
していただく。オクトンなどの業者さんでもコーポ
レートカードを使えますので、小さい経費から取り
組まれることをお願いします。
　地区でも動いてきていますが、ホテルへの支払い、 
例会の支払いなど一部ご理解を頂戴しながら地区
の支払いをダイナースカードで支払いをし始めてい
ます。時間がかかると思いますので、宴会場やホテ
ルなどは手数料も発生しますので、なかなか直ぐに 

「はい」とはいかない状況があります。長い取り組み
になるかと思いますが、是非お願いしたいと思います。
　人頭分担金は半年に一度のお支払いになります。
人頭分担金のお支払いはMy Rotaryから「運営する」

をクリックしていただいて、「クラブの運営」をクリッ
クしますと請求額等に飛んでいきます。それをカー
ドでお支払いを登録していただければ結構です。
　ポリオの資金になりますので、是非皆さんには人
頭分担金をお支払いする取り組みをお願いしたいと
思います。お手元の申込用紙にまず書いていただく
のが奉仕活動の第一歩です。
　明日の子どもたちの未来・光のために、毎日の小
さな取り組みが奉仕活動の第一歩になります。皆さ
んロータリーカードをご利用いただいて、小さい子
どもたちの命を救ってあげて下さい。
　築舘ガバナーエレクトと、全クラブコーポレート
カードでポリオ活動の寄付が発生した地区になろう
という思いを共有させていただき、皆さんのご協力を
頂戴できれば、日本で最初に全クラブがポリオのた
めにロータリーカードを使ったという喜びにつながる
のではと思います。ご協力よろしくお願いします。

　この委員会は平和フェロー奨学金、地区補助金奨
学金、グローバル補助金奨学金と３種類の奨学金を
募集しています。平和フェローシップ奨学金に関し
ては、かなりハードルが高いので、地区として募集
はしておりますが、グローバル補助金の奨学生の募
集に重きをおいております。
　地区補助金奨学生とグローバル補助金奨学生の
違いは、地区補助金奨学生は対象が高校生以上、グ
ローバル補助金奨学生は大学院生以上。進学先は地
区補助金奨学生は国内・県内でも可能です。グロー
バル補助金奨学生は国外に限定しています。
　研究分野に関しましても、地区補助金奨学生は制限
がありません。グローバル補助金奨学生はロータリー
の7つの重点項目に合致しないと当てはまりません。
奨学金に関しては、地区補助金奨学生は年間30 ～
60万円をお支払いします。グローバル補助金奨学
生は最低で1年間30,000ドルをお支払いします。

会長エレクト研修セミナー ｜地区委員会事業説明1 日目
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期間に関してはどちらも1年です。
　田中年度は、むつ総合病院にお勤めのドクターの
千田浩平さんが昨年末に試験を受け、無事にグロー
バル補助金奨学生として認められました。むつ総合
病院にいらっしゃるということで、むつロータリー
クラブ様のお世話をいただきまして、今週財団から
千田浩平さんの奨学金の分として約400万円が財団
の口座に入りました。
　私は昨日銀行に行って千田さんの口座に振り込み
ました。そうしたら銀行の方から、これはどういう
奨学金なんですかと聞かれて、千田さんに関してはア
メリカのローズウェルがん研究所で、がんの研究を
して帰ってくる。そういう奨学金をロータリーとして
差し上げていますというお話をしましたところ、非常
に銀行の方が感動されていて、おそらくこういうこと
も公共イメージ向上につながるのかと考えています。
　田中年度は千田浩平さん、成田年度は現在ブータ
ンで活躍している方がいて、成田年度、田中年度と
毎年出ています。築舘年度も優秀な方がいらっしゃ
ればぜひ応募してほしいと思います。よろしくお願
いします。

委員長　

森内 忠良
青森ＲＣ

ロータリー財団部門

ポリオプラス委員会

　成田俊介委員がポリオに関して説明しましたの
で、私はシステムをご説明します。
　短い動画を３分程お見せします。

＜動画＞
　私たちは問題があれば解決策を探し行動します。
今日コロナウイルスが流行し、世界がワクチン開発
に取り組む中で、ポリオ根絶のインフラが大切な役
割を果たしています。目には見えなくても巨大な
ネットワークでウイルスの経路を探り、何千もの検
査を行い、「重要なリソースが各地の緊急運営セン
ターに集約されています。ワクチンを安全に運ぶた
めのロジスティクスを維持し、予防接種の大切さを
人々に伝える保健従事者を研修しています。

　今ロータリーのパートナーはこのポリオのインフラを
コロナウイルスへの対応にも活用しています。発症状
況の監視はポリオ根絶の土台です。エチオピアでは
感染の疑いがあれば、ボランティアがこれを報告し、
保健従事者が戸別訪問をして検査を行います。知識
と情報が集まる場所は、パキスタン、アフガニスタン、
ナイジェリアのポリオ根絶活動の中心となっています。
　今これらはコロナウイルス対応に活用されています。
ポリオ根絶のパートナーにより、計画やデータ分析、
情報共有が一カ所で行われています。ベナンではポ
リオ根絶チームが感染経路の特定、感染者マップや
データを全国規模で管理。パキスタンではロータリー
のポリオセンターが保健従事者にコロナウイルスの研
修を行い、センターが検査所として使われています。
　ポリオワクチンの配給のためのネットワークは、現
在個人用の防護具を僻地に届ける重要な存在です。
パキスタンではスタッフが何千ものコロナウイルスの
検体を収集。アフガニスタンではユニセフとロータリー
のチームが300万個の石鹸を家庭に届けています。正
しい衛生習慣でウイルスから身を守れるからです。
　このインフラは影響力のある人たちの声を頼りに
しています。正確な情報を集め、地域をポリオから
守るには信頼関係が大切です。アフガニスタンでは
ポリオ根絶プログラムで7万人が研修を受けました。
今では何十万の家庭が、ポリオとコロナウイルスの
予防に欠かせない情報を得ています。ロータリーと
パートナーが築いてきたインフラがコロナウイルスの
対応に役立っています。これを誇りとすべきです。
　いずれ飛行機や船や電車や車で人が行き来するよ
うになれば、ウイルスも移動します。このインフラ
は今後も公共保健に活かされ、ポリオ根絶を実現に
導くでしょう。ポリオ根絶へのたゆみないご支援が
未来の世代への資産となるのです。
　皆さんいかがでしたか。これがシステムです。こ
のシステムを動かすためにはやはりお金がかかりま
す。今、お金の話をしたいと思っています。皆さん
の年間30ドルというお金がどのように使われてい
るのかご説明したいと思います。
テキストのポリオプラスの寄付と増額
　日本では、今集まっているお金がおよそ50ミリ
オン、昨年度は43.1ミリオンドルです。日本円で
およそ675億～ 575億ほど集まっています。
　今必要なお金、使われているポリオの資金は、およ
そ150ミリオン（日本円で2,025億）ほどです。我々の
お金のおよそ３倍ほどです。これはどのように集めら
れているかというと、皆さんご存じのビル＆メリンダ・
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委員長　

白山 春男
十和田東ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

国際奉仕委員会

ゲイツ財団から、我々の資金の倍ほどいただきました。
　またWHO、ユニセフ、CDC などからの援助があ
り、我々ロータリアンがいろいろな政府からお金を集
めるきっかけとなっています。世界ポリオ根絶推進活
動という組織（GPＥI）を1988年に発足させています。
　今残っているのが、先ほどのアフガニスタンとパ
キスタンです。先月パキスタンに行ってきました。
今パキスタンのワクチン接種員が5,124人、この
方々の一月の給与が日本円で約13,000円です。生
活するためには5 ～ 6万円必要です。発展途上国は
お金が不足しています。このシステムを生かすため
には、我々の地道な募金活動が必須です。我々の最
優先事項であるポリオ根絶活動は頑張らなければい
けないと思っています。
　八戸では10月24日のポリオデーに関して、10月
22日に予定しておりますので、皆さんご協力のほ
どよろしくお願いします。

　各委員会で国際奉仕以上の活動をしていただいて
いましたので、改めて国際奉仕委員会としての活動
は各委員会のお手伝いをする程度と思っています。
　私のやりたいことは、今ロータリーでもたいへん
重要になりつつあるマイクロプラスチックの問題で
す。今現在アフリカのコートジボワールでは、非常
に有効な活動をしています。日本の JICA も行って
いますが、プラスチックのごみを溶かしたもので、
学校を建てる、机を作る活動をしています。それを
是非、資金面で応援したいと思っています。
　米山奨学生の出身国の地区で、ロータリーの支援
が欲しいという地区を調査してみたいと思います。
東京辺りでは、ほとんどの支援を米山奨学生の出身
地にあるロータリークラブと組み活動をしていま
す。是非そちらも探りを入れたいと思っています。
そういう活動ができた折には皆様のご協力をお願い
したいと思います。

委員長　

松山 隆志
野辺地ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

インターアクト委員会

　地区インターアクトクラブは現在21あります。
この21のクラブですが、この時節柄あまり活発に
活動できない状態にあると思います。お世話クラブ
の皆さん、ロータリアンの皆さんには、いろいろと
ご協力していただきたいと思いますので、よろしく
お願いします。
　さて、この21のインターアクトクラブに対し、
地区のインターアクト委員会では事業として①年次
大会の開催、②インターアクトの翼の実施、③ガバ
ナー賞の贈呈、この３つを柱として毎年活動を行っ
ています。
①年次大会の開催
　コロナ禍ではなかなか対面での開催ができない状
況でした。コロナもだんだんと落ち着いてきました
ので、積極的に活動を進めていき、早いうちに開催
場所、開催時期を決めて実行に移していきたいと
思っています。これに関しては今日お集まりの各ク
ラブの次期会長の方々にお願いに伺うこともあると
思いますので、よろしくお願いします。
②インターアクトの翼の実施
　冬休みの期間、インターアクター達を海外に派遣
して、短期のホームステイを含んだ体験学習をして
いただこうという企画です。３年ほど開催を見送っ
ていましたが、今年度やっと開催することができ、
今年の1月始めから7日間台湾へ行き学習をしてい
ただきました。次年度も台湾に1月初旬に行くこと
で準備を進めます。本当に参加の生徒たちには得難
い経験をしていただけますので、皆さまのご協力を
よろしくお願いします。
③顕彰
　ガバナー賞などの表彰をさせていただきます。卒
業年次のインターアクターにその在学中の活動に対
して、顕彰を行うことで実施します。これは各校の
推薦によってということですが続けたいと思います。
　この３つの柱を中心に事業を進めたいと思います。
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委員長　

柴田 文彦
むつ中央ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

ローターアクト委員会

　また、今年度は新たな仕事を与えられました。そ
れは先ほど築舘ガバナーエレクトから発言がありま
した「出前講座」の実施です。これはインターアク
トクラブのある高校へ、我々ロータリアンが出向き
出前授業を実施する。これを今年の地区委員会の仕
事だと仰せつかりましたので、喜んでやらせていた
だきたいと思います。
　やり方につきましては、まだ何も決まっておりま
せん。これからその素材や実施方法などいろいろと
相談をしながら実施に移していきたいと思っており
ます。これも各インターアクトのお世話クラブの皆
さんには多大なるご協力をいただかなければ完成し
ないものです。我々地区委員会としても、総力を上
げてこれを成功させようと思っておりますので、皆
さん本当によろしくお願いします。
　お願い事ばかりで恐縮ですが、次年度アフターコ
ロナということでより積極的な委員会活動を実施し
ていきたいと思いますので、よろしくお願いいたし
ます。

　ローターアクトクラブは18才以上の若者の集ま
りです。そして地域社会のリーダーと繋がることで
リーダーシップのスキルを育み、楽しく奉仕活動を
行うということです。ローターアクターはクラブの
組織運営、資金管理、奉仕プログラムの計画を自ら
決定し、実施することができます。会費、例会の回
数、場所等は自分たちだけで決めてやってもいいと
いうことです。スポンサーとの関係で、奉仕のパー
トナーとしての指導・支援を受けます。あえて進化
したということで上げさせてもらったのは、年齢の
撤廃は今までは18 ～ 30才でしたが18才以上、ス
ポンサークラブとの関係も今までは傘下でしたが、
パートナーになります。ロータリークラブ自体との
関係は今まではパートナーでしたが、一員、会員と
いうことです。

　いろいろ調べるとこういう文面になっています。
「ロータリークラブまたはローターアクトクラブでは」、
「ロータリアンまたはローターアクターは」と、全
く並列的になっています。
　当地区ではまだ青少年プログラムの中にローター
アクトクラブも入っていますが、RI の中では完全
に抜けています。よって青少年交換、インターアク
ト、RYLA というのが現在は青少年プログラムに
なっています。
　人頭分担金に関しては、スポンサークラブが登録
したり、お金を払ったりしていましたが、今では自
ら8ドル（学生は５ドル）を、自分たちで払うこと
になっています。今までは加盟金50ドルでしたがそ
れも廃止されました。かつては「ロータリーの未来」
と言われましたが、今では「ロータリーの現在」そ
れがローターアクターということです。
　当2830地区の現状、全くといっても良いくらい、
コロナの影響もあり元気のないローターアクトクラ
ブになっています。特に東第1、第2と列挙してお
ります。自分のグループでもう少し皆さんで考えて
いただきたいと思っています。東第2グループには
今ないので、北里大学でお願いしてできればと希望
しています。
　西第2グループでは弘前ローターアクトクラブが
ありますが、大学もありますので、そこで作ること
も可能ではないか。中グループは現在地区で一番元
気のいいのは青森ロータリークラブではないかと思
いますので、青森ロータリークラブで、保健大学で
の年次大会の計画を考えたいと希望しています。南
グループは現在休止状態ですが、頑張ってもらうの
もそうですが、八戸工業大学にローターアクトがで
きないかと模索しています。
　「ロ―ターアクトクラブはロータリーの未来」と、
かつては言われていました。若者のエネルギーは無
限で何でも出来るのではないか。実際そのように
やっていました。今は“こうあって欲しい”という
時代から“こうするべき”ということで、希望・望
みから現実路線へ、今はローターアクトクラブは
ロータリーの現在といわれています。それはロータ
リークラブを活性化するために、ローターアクトク
ラブと共に歩む必要性があります。ローターアクト
クラブは自分たちに関係ないと思わず一緒にやって
いくべきと思います。
　ローターアクトクラブが元気になるためには自分
たちのクラブが元気にならないといけません。元気
なクラブとそうでないクラブがあるのは現実的なこ
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委員長　

三浦　基
青森ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

RYLA委員会

とです。実際に元気のないというのは、自分のクラ
ブをイメージして今考えた結果です。自分の弱いク
ラブがどうやったら元気になるかを考え、ローター
アクトクラブに、特に一般の若者、ローターアクター
にロータリーの良さを伝えることはできますが、自
分のクラブの良さを伝えるというのは、元気なクラ
ブは良いのですが、元気のないクラブはなかなか伝
えられない。
　ではどうすればいいか。今日一番に築舘エレクト
がおっしゃっていた、社会奉仕活動を自分たちのク
ラブでやることで、自分たちのクラブも元気になる。
そこにローターアクターも一緒になって企画して、共
に活動して、共にローターアクトクラブも皆さんのク
ラブも元気になるべきではないかと考えています。
　全クラブの皆さんへ、自ら体を動かした奉仕活動
をして一緒に楽しむ。それがロータリーの現在かと
思います。皆さんのクラブが多くの人たち、多くの
ローターアクターに尊敬されるクラブ、誇れるクラ
ブになりますように、One Team でお願いします。

　RYLA については資料に書いてある通りです。
書いていないことでは５月20日～ 21日に札幌で
RYLA の全国大会がありまり、私と成田パストガ
バナーが出席予定です。
　築舘エレクトからは RYLA は非常にやりがいの
ある委員会なので、委員長をどんどん回して欲しい
ということで、私は築舘年度で委員長を誰かに譲り
たいと考えています。６グループ全部から委員の方
を輩出していただく予定ですので、その方々は来年
は自分が委員長であるという気概をもってやってい
ただければと思います。よろしくお願いします。

委員長　

野坂 幸子
野辺地ＲＣ

米山記念奨学部門

米山記念奨学委員会

　米山委員が皆さんのところにお邪魔すると、なぜ
外国人に金をあげるんだ、日本人だってお金が欲し
い学生はたくさんいるとよく言われます。
①なぜ外国留学生を支援するのか
　ロータリー米山奨学事業は、1952年東京ロータ
リークラブの古澤会長が米山基金を構想を発表し、
募金が開始されました。それは日本のロータリーク
ラブ創始者故米山梅吉の生前の功績を称え、後世ま
で残る事業を行いたいとの思いから、東京ロータ
リークラブが設立しました。外国から優秀な学生を
日本に招き、勉学を支援する事業です。この背景は
二度と戦争の悲劇を繰り返さないため、平和日本を
世界に伝え、国際親善と世界平和に寄与するという
戦後のロータリアンの強い願いがありました。どう
ぞ皆さん、米山奨学生を見守っていただきたいと思
います。
②ロータリー米山事業について
　将来、日本と世界を結ぶ懸け橋となり、国際社会
で活躍するロータリー運動の良き理解者となる人材
を育成することです。日本のロータリークラブ全地
区が国際奉仕事業をしているのです。私たちの活動
は国際奉仕事業なのです。やはり最後は寄付をお願
いしますということになります。
③基金の特色：
　世話クラブとカウンセラー制度。奨学生一人一
人に会員がカウンセラーとして相談役を務めます。
世話クラブの例会に参加して奨学金を受け取りま
す。クラブ会員との交流、カウンセラーのお世話で
ロータリーを理解していただく。そういう仕組みに
なっています。また民間最大の国際奨学事業です。
2022年度は898名の奨学生をお世話しました。事
業費は14億5,000万円です。今まで卒業した奨学
生は22,875人、出身国は129か国になっています。
ウクライナからも12名の学生が来ています。ロシ
アは今2名、あと60人のロシアの学生にこの基金
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が出されています。いかに国際平和に貢献している
事業かということを私は改めて感じています。
④奨学金はどのように使われているのか
　学部課程の生徒には月額10万円、修士博士課程
の生徒には14万円お渡しします。期間は一番長く
ても2年、半年の子もいます。応募方法は指定校を
選びます。指定された学校の教授が推薦状を出し、
それで面接を受けることができます。対象者は指定
校に在籍する正規留学生。最終年度4年生か３年生
か、または博士で研究している方は米山では45才
未満と制限しています。
　米山奨学会の活動です。私たちの地区はどうなっ
ているのでしょう。
　2023年は12名の学生をお世話します。久しぶり
に北里大学の学生、初めて八戸学院大学の学生を1
名ずつお世話することになりました。
　2021-22年度は私たちの寄付額は、特別寄付
8,512円。しかし寄付してくれている人の人数は
43.1％です。会場にお集まりの半分は寄付してい
ます。しかし寄付高が伸びない。一人一人の寄付額
を何とかしたいということで、築舘年度は、目標2
万円以上にしました。最低1万円を皆さんからいた
だきたいと思います。目指す金額は2万円。普通寄
付は会費の中から必ずクラブで納める寄付です。こ
れは3,000円以上でお願いします。すべての寄付は
控除の対象になっておりますので、ぜひお金に余裕
のある方は米山の寄付をお願いしたいと思います。
　県内に在住する学友（卒業した学生）は、今は立
派な社会人となってお仕事をしている方がこの地区
に13名います。そして8月５日～６日は日本で学
友世界大会が行われます。会場は「つくば」です。
全国大会なのに日本語で皆さんが会話するのはこの
米山の大会だけだと私は思います。皆さんの中でも
興味のある方はぜひ一緒に世界大会に参加していた
だきたいと思います。
　最後になりますが、次年度10月は米山月間、12
月は面接、３月は終了式、4月は新奨学生カウンセ
ラーオリエンテーション、５月は卓話講習会をしま
す。６月からは皆さんのクラブに卓話に行く準備が
できています。いつも10月に集中していますが、で
きればクラブ計画を立てるとき、10月も含めてで良
いので、是非皆さんのクラブで卓話に学生を呼んで
ください。皆さんのお金がどんなに大事に使われて
いるか分かると思います。その時は米山地区委員の
方もお邪魔して、米山のこと、私が今話したような
ことをクラブの皆さんにお話ししたいと思います。

　今年度まだ０クラブがあります。今年度から０ク
ラブを無くしていきたいと思います。普通寄付がま
だのクラブは、今一度お話していただければ良いと
思います。米山寄付をよろしくお願いします。

委員長　

岡山 信広
六ケ所ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

青少年交換委員会

①委員会の構成
　今年度の委員会の構成です。私は東第1グループ
六ケ所から来ています。委員は細川勝也前地区委員
長、青森からは伊藤幸生さん（次年度幹事）、東北
から蛯沢さん、三沢から佐々木さん（次年度クラブ
幹事）、おいらせから次年度ガバナー補佐の吉田さ
んです。
②活動項目
　当委員会の役割は派遣学生の募集と選定です。各
学校にポスターを配らせていただいて、一般から募
集しています。他地区であればロータリアンの血縁
の方としていますが、当地区では一般から募集して
います。募集し選定し、教育と派遣可否の判断をし、
派遣学生とスポンサークラブの引き合わせをします。
　今年度は平内の松風塾高校の子が申し込み、選定
を完了しました。平内町はクラブがないので、青森
市内のクラブにお願いしたところ、青森クラブがス
ポンサーをお引き受けいただいております。
③スポンサークラブが実施するホストファミリーの
選定と教育の助成
　クラブにやっていただくことですが、たまにしか
ないことなので、こちらは専門家ということで援助
させていただきます。
④学生のマッチングと交換準備から交換終了までの
相手先との調整
　県内在住の当地区から派遣した ROTＥX、もしく
は当地区に来ていた ROTＥX、こちらの関係をこれ
から維持しようと思っています。維持しなければい
けないです。

会長エレクト研修セミナー ｜地区委員会事業説明 1 日目
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⑤クラブ及び地区委員会委員の教育
　地区委員はなるべく固定していただきたいのです
が、変わりますので、そちらの教育をやるというこ
とです。RIJYＥM という機関があります。これは
日本国内だけの青少年交換、危機管理に特化した機
構ですので、こちらの指導をいただきながら地区の
委員会がスポンサークラブの皆さんと連携してやっ
ていくのが通例です。
基礎情報：
◦2830地区は長期1年だけの交換期間です。
◦地区委員は派遣学生を選考・教育・発出まで預か
りますが、地区委員会は受入れ学生を派遣元からス
ポンサークラブへ渡す交換期間中は、学生を預かる
ことは基本的にありません。
◦受け入れ学生の経費は今122万円かかっています。
◦受け入れ学生が通う学校は派遣学生が通っていた
高校
◦地区委員長の任命はガバナー、ガバナーエレクト、
ガバナーノミニーの三者からの承認が必要になりま
す。毎年更新もガバナー、ガバナーエレクト、ガバ
ナーノミニーの承認がないと次の1年間は続けられ
ないです。
　地区委員会は結構忙しいです。基本的に６人地区
委員がいないとまわらないものが、前任の委員長さ
んたちがたいへん頑張っていただいて、お一人で全
部やっていました。私は地区委員の皆さんにお助け
いただきながらやっていければと思っています。
　今回アウトバウンドさせる学生は柴田怜音君で
す。松風塾でマンドリンをやっています。派遣学生
は六ケ所から行っている橋本明依さんです。イエス
システムに全員登録していて、この子が同年度で
行っている楠木日向さんです。この子は食べ物の好
き嫌いがあるから心配しました。
　交換留学事業に関しては経験があるクラブの皆さ
んがやることが流れになっていますが、ぜひ新しい
意欲あるクラブの皆さんの参加していただければ地
区委員会としてサポートさせていただきます。やる
ことによって皆さんの生活は豊かになります。次年
度の地区委員の発出について、まだグループから出
ていないところもあります。各グループ1名の縛り
はありません。2名でも３名でも結構です。よろし
くお願いします。

地区予算（案）について

地区財務委員長　

小林 幹夫
八戸ＲＣ

　数字の話をさせていただきます。お手元の資料の
中に縦 A3版の2023-24年度地区予算（案）が2枚
入っております。1か月ほど前に各クラブにいって
いるかと思います。
　1枚目は一般会計、2枚目は特別会計の数字です。
事業活動上のほうが収入の部、下のほうが支出の部
です。2023-24築舘年度、2022-23年田中年度を
比較するような形で、お互い予算の数字を並べてい
ます。
　支出の部はご覧になってわかるように、田中年度
とほぼ同額の予算を組んでいます。これは地区の各
委員会から要望等を集めまして、2月に実施した諮
問委員会および DTTS において概ね了解を得たと
ころです。
　今回収入の部ですが、これが皆様の各クラブの負
担となり、それが地区に入り、そのお金で地区が運
営されていくという仕組みになっています。その負
担金は会員一人に対し半期12,500円、年間25,000
円のご負担をお願いするものです。
　築舘年度は1,130名で見積もりをしています。た
だ2023年1月末で会員は1,114人で、見積もりに満
たないので、各クラブの皆さんは会員増強をお願い
いたします。

（賛成多数で承認）

会長エレクト研修セミナー ｜地区委員会事業説明1 日目
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RLI方式のPETS進行の説明RLIの狙いと参加の心構え

RLI委員長　

米谷 恵司
青森モーニングＲＣ

地区研修リーダー　

源新 和彦
八戸北ＲＣ

　今日2日目は RLI 方式により研修を行います。
テーマは「地区ならびにクラブにおける DＥI につ
いて」と「元気なクラブ作りのために」です。一般
的な座学の研修は、講義を聞くだけの研修というの
はだいたい５％くらいしか記憶の残存率がないと
言われています。しかしながら RLI のように討議、
グループ討議をしながら学ぶことで、記憶の残存率
は50％くらいまで高まると言われています。今現
在は RI の研修、私たちはガバナーの協議会の研修
もすべて RLI スタイルで行っています。非常に効
果の高い学習方法だと言われていますので、是非と
も頑張っていただきたいと思います。
　研修に当たって、皆様にお願いしたいのは、正し
いとか間違っているとか、そんなことを恐れないで、
自分の頭に浮かんだこと、インスピレーションした
ことを素直に言葉にしていただきたい。積極的に発
言して頂きたいということです。発言の数が多けれ
ば多いほど、人の発言を聞けば聞くほど、新しい事
に気づき、新しいインスピレーションが湧いてきま
す。その中で自分の学びになることがたくさん出て
きますから、出来るだけ積極的に発言していただき
たい。
　また、同じ受講者の中で人の発言に対して否定的
なことは決して言わない。自由に皆さんが発言出来
るような雰囲気を作り上げていきたいと思います。
もちろんディスカッションリーダーも十分配慮して
進めていくとは思いますが、何分まだまだ不慣れな
方もいらっしゃいますので、皆さんもぜひともセッ
ションの場を一緒に盛り上げていくつもりで、今日
一日頑張っていただきたいと思います。どうぞよろ
しくお願いします。

　いよいよ次期会長幹事の皆さま方の研修が始まり
ます。午前中みっちり勉強していただきますが、ディ
スカッションリーダーも昨日2時間半かけて山崎パ
ストガバナー、源新パストガバナーのご指導のもと、
一生懸命勉強いたしました。その成果を発揮するの
が、皆さん方を含めてディスカッションリーダーも

“今日”なんです。今回のセッションのテーマに関
してはわれわれディスカッションリーダーも初めて
です。ですから共に勉強して、ロータリーを学ぼう
というふうに考えています。

会長エレクト研修セミナー ｜全体研修2 日目
PETS
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全体研修

RLI 日本支部地区支援チーム
サブリーダー

山 崎   淳 一
五所川原ＲＣ

ロータリーにおけるDEI

ジェニファー・ジョーンズRI会長の

メンバーシップメッセージ

動画

講演

　５分間のジェニファーのスピーチに無駄な言葉が
一つもない。枝葉を研ぎ落して、伝えたいことだけ
をしっかり言う。私共ロータリーでいろんな経験を
していますが、クラブの会長の仕事はなんだろうと
考えた場合、自分が今日みたいに学んで、そして今
日この後 RLI で自分の頭で考えて、伝えるという
ことがとても大事な要素になります。皆さまのスキ
ルの中で、リーダーのスキルの中で私は“伝える力”
は大事かと思っています。
　ジェニファーはすばらしい。2019年から2年間
一緒に時間を共有できましたが、まあほとんど無駄
なことはない。一緒に飲んだり笑ったりするのです
が、スピーチはもう完璧です。それは何かといった
ら、準備しているんです。しっかりと準備している。
そういう意味で PＥTS は皆様が7月からスタート
する準備です。もう準備で勝負が決まります。そう
いう意味でしっかりと皆さまと一緒に今日は半日勉

強してみたいと思っております。
　さて今日いただいた例題は「ロータリーにおける
DＥI」です。ロータリーは最近変わってきたという
ことをすごく聞きます。考えてみれば2000年のあ
たりから戦略計画が叫ばれたあたり、DLP、CLP
などいろんな言葉が出てきています。大事にされ
ているのは、DＥI について認識を深め、そのあと
RLI 形式での討議の中の準備をしていただければと
思います。
　さて、この DＥI ですが、多様性（Diversity）が
2007年です。コアバリューは３つあるけれども、
私は常にロータリーは親睦と奉仕の積み重ねという
言葉を使っています。この５つよりも本当のコア
バリューは親睦と奉仕だと思っています。それに
2007年の戦略計画の中で、コアバリューが５つと
いうことで、その中の一つとして Diversity（多様
性）が出てきました。そしてロータリーだけではな
く、今日ほど世界の中で“多様性”という言葉が大
事にされている時期はないのではないかと感じてい
ます。そして多様性だけではなく、Ｅquity（公平さ）、 
Inclusion の言葉が使われて、今ロータリーの中で
はこれが定着している状況です。
　社会を見ると、これは Google Diversity という
Google の会社の白書ですが、経営戦略の中心にこ
の DＥI、Diversity を盛り込んでいます。皆さんも
経営者だからそうでありましょうが、会社経営の中
で DＥI、特に Diversity は当たり前のこと。女性
とかあるいは障がい者、高齢者、外国人、LGBTQ
を違いなくみんなで認め合えるような社会にしよう
という取り組みが当然のように行われています。
　さてジェニファーは、“Imagine Rotary”とい
う会長テーマを掲げましたが、沼田さん、源新さん
と一緒に2年間サンディエゴで勉強しましたが、2
週間ずつ朝から晩まで研修が一緒でした。その中で
ジェニファーととても仲良しになりました。2020
年の時の３人の研修リーダーのうち、水野さんは来
年から RI の理事として日本を代表して活躍される
ことになります。鈴木一作さんは来年どこかの研修
で講師をお願いしようかと思います。たぶん今、日
本で一番ロータリーのことを勉強している方です。
その３人と一緒に過ごしましたが、みんなジェニ
ファーの大ファンになりました。そういう素晴らし
い方でした。
　彼女が2020年に RI 会長ノミニーに決定した時
の、初めてのスピーチが「多様性、公平さ、イン
クルージョンを最優先にし、女性会員や若い会員を

会長エレクト研修セミナー ｜全体研修2 日目
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増やす」ということを言っています。スピーチの中
で彼女は会員増強という言葉を使っていません。元
気なクラブにすれば、魅力あるクラブにすれば自然
と会員も満足するけれども、そういうクラブに新し
い人がどんどん入ってくる。元気なクラブにしよう。
居場所、居心地のいいクラブの在り方を実践しよう
ということを呼びかけています。
　My Rotary を開くと、DＥI のことが細かく載っ
ています。ラーニングセンターに入ると、日本語の
コースが90くらいありますから、その中で DＥI の
事にすごく触れられています。もちろんクラブの会
長になる準備の資料もいっぱいありますので、ぜひ
My Rotary を活用していただけたらと思います。
私なりにもう一回 DＥI についてお話しさせていた
だきます。
　Diversity（多様性） ：差別なく多様性を認めて違
いを尊重しましょうということですが、私はこう考
えています。自分の会社の在り方としての話ですが、
今まで人類の歴史や成長の過程を見てくると、今ま
で通り同じ繰り返しをするというところに成長はあ
まりなかったように思います。ロータリーを潰すに
は簡単だよ。今まで通り同じことを繰り返してやっ
ていなさい。そのうち潰れるから。これはロータリー
だけではく会社もそうだと思います。
　異文化、違いが新しいものを誕生させてきたと
思っています。多様性のない組織から新しいものは
生まれないともいえると思います。
　では逆にいうと新しいものが生まれない組織に未
来はない。そう考えたら、やはり本気で私共はいろ
んな新しいものに取り込まなければいけないだろう
と、私は経営者としてすごく感じます。迷ったら今
までのことをそのままやる方法はとらない。迷った
ら新しいものを取り入れる。いいか悪いかはまた考
えよう、結果をみようということです。
　Ｅquity（公平さ）：Ｅquality（平等）と Ｅquity

（公平さ）の違い。同じものをすべての人に同様に
与えるのは“平等”なのだけれど、本当にいいこと
なのかどうか。相手をちゃんとわかって理解してい
るのかどうかとなると NO なのでしょう。やはり
Ｅquity（公平さ）でないといけない。それぞれに
必要なものを提供するということ。こういう表現が
わかりやすいと思います。
　Inclusion：一番わかりにくい言葉。初めは
Inclusion でなく開放性と表現していましたが、そ
のうち包摂。余計わからなくなって使ったことがな
い。そして今 Inclusion と英語そのまま使っていま

す。Inclusion、一番わかりづらいですが、私はこ
の間の WBC を見ていて、すごく Inclusion を感
じました。チームとしてもすごい。チームをすごい
強調しているけれども、あのチームが強いのは一人
一人の能力がすばらしいからです。
　それを表現すると、組織の中に違いや個性を受け
入れて、それを生かすことでもっといい組織、強い
組織にしていこうということだと思います。だから
多様性あたりだけの言葉でとらえると、弱い人、少
数の人、そういう人を救おうとかそういうニュアン
スが強いのだけれど、Inclusion はそういう人たち
にもっといきいきと働いてもらおう。例えばチーム
の中、組織の中で女性の目、女性の声とかをいろい
ろ入れることによって、そのチーム、組織がよりよ
くなる。例えば障がい者の目から見たら、この商品
やサービスはどうなんだろうということを取り入れ
ることによって、会社のサービスの在り方が違って
くる。そういうことなんだろうと思います。
　私なりの言葉で言うと、ミックスジュース型でな
くフルーツポンチ型。1つの組織や器の中にいろん
な味が入っている。それぞれの個性が引き出し合っ
ておいしい。ミックスジュースは mix だから訳が
わからなくなる。おいしさの意味が違うんでしょう
けれども。やはりロータリーや組織で考えると個々
の違いや持ち味を尊重したあり方、そういうチーム
作りを考えるべきなんだろうという理解を私はして
います。後でDＥIをもう一回皆さんで意見を出し合っ
て欲しいですが、要するに誰もがいきいきと輝ける
社会。各人の違いを生かすことでより成長させる、
というのが DＥI の狙いなんだと私は思っています。
　ロータリーでは DＥI はこれ一つだけではなく4つ
の優先事項。行動計画に沿ってジェニファーはどう
したらもっとインパクトがあるような活動になるの
だろう、どうしたらもっと参加者の基盤を広げられ
るんだろう、どうしたらもっとみんなが積極的に関
わってくれるんだろう、どうしたらもっと適用力を
高めることができるんだろう。そういうことを考え
ながら DＥI に取り組んで欲しいということをジェニ
ファーは言っています。だからそこがロータリーの
特色だということをご理解いただければと思います。
　なぜかというと、2019年に発表された行動計画
は5年計画です。ロータリーの中期計画です。ジェ
ニファーは1年しかありませんから、５年の中のあ
と4年、来年の６月までありますので、そろそろ行
動計画を仕上げる、別の形で仕上げる中に DＥI を
取り組んで欲しいということを言っています。

会長エレクト研修セミナー ｜全体研修 2 日目
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　DＥI はうちは関係ない。実はそうはいかない。
2022年のシカゴでの規定審議会で RI の細則の中
で各クラブは DＥI に取り組まなければいけないと
決めています。当然、世界の37,000のクラブはも
うみんな RI 細則をルールとして守らなければいけ
ないのだけれど、好むと好まざるではもうないです。
うちは DＥI はだめ。そうでなくもう採択しちゃっ
たんです。ですから全クラブが取り組まなければい
けないということをご理解いただければと思います。
　ただ残念ながら、先ほど日本の状況を話しました
が、ロータリーでいうと日本は後進国です。世界
はもう25％女性会員なんだけれど残念ながら7％。
うちの地区もそのくらいかと思うけれど、後進国で
す。この間、タイに行ったけれど、タイは半分くら
い女性が多いです。ローターアクターになると2/3
くらい女性。ローターアクターも世界では14％は女
性だけれど、日本は残念ながらたった３％。こんな
状況の中にあるということをご理解いただきたい。
　さらにロータリーに関係なく、ジェンダーギャッ
プ指数、例えば議員やリーダーの数、あるいは年収、
いろんな項目でギャップ指数を出していますが、こ
れが116位。もう中国の下です。情けない話です。
これが現実です。我が地区は幸い2人も女性ガバ
ナーを出している珍しい地区でもあります。どんど
んこれからもそんな地区でありたい、あって欲しい
と私は願っています。
　さてジェニファーは「Imagine Rotary　良い
未来を描きましょう」と言いました。DＥI をこれ
にくっつけたという意味はすべてのロータリアンが
個人、クラブ、地区として DＥI に取り組んで、地
域社会や世界中で行動して、もっとよくしていこう
ということを言っているとご理解いただければと思
います。ゴードン・マッキナリーさんは築舘年度の
RI 会長ですが、彼もこの間の国際協議会で DＥI は
しっかり引き継いでいくと言っています。
　今日はこの後、分科会でいろんな発言を皆さんに
して欲しいのですが、DＥI というのは目標となっ
ていますが目標ではありません。DＥI を活用する
ことによって、実践することによってクラブやロー
タリー全体、あるいは地域社会をもっともっと良く
しよう。その有効な方法として DＥI がある。では
うちのクラブとしてはどんな取り組みを考えたらい
いのかということを、どうぞセッションの中で考え
ていただければと思います。
　ぜひこの後、活発な議論を期待しています。あり
がとうございました。

会長エレクト研修セミナー ｜全体研修2 日目

　皆さんお疲れ様でした。セッションはいかがだっ
たでしょうか。私も皆さんの発言している姿を拝見
にずっと回らせていただきました。皆さん真剣に、
そして活発に発言をしていただいた姿を見て、大変
頼もしく思います。
　DＥI は単に国際社会の趨勢だというだけではな
く、ロータリーがコミットしている内容です。我々
も DＥI について受け入れ、実現していく努力をこ
れからしていかなければいけないと思います。また
DＥI を利用して、ロータリーへの参加基盤を広げ
る、それを実現したいと思います。
　元気なクラブ作りのために、これからやることは
たくさんあると思います。そこでヒントになるのが、
今日やっていただいた“クラブの健康チェック”、“ク
ラブの分析”という方法があります。客観的に自分
のクラブを分析、チェックして、そして弱みをいか
に克服していくのか。そういったことを考え、永続
的にクラブが発展していくように、成長していくよ
うに、そう努めるのが我々の役目だと私は思います。
　今日学んだことを基に、この7月から皆さんがク
ラブをより活性化させ、永続的な成長ができるよう
に古い慣習や慣例にとらわれず、新しいことにチャ
レンジしていただくことを心から祈念しておりま
す。ぜひともこの7月から皆さんクラブを変えるた
めに、より活性化するために日々尽力していただき
たいと思います。
　本日は本当にお疲れ様でした。ありがとうござい
ます。

講評・挨拶

地区研修リーダー　

源新 和彦
八戸北ＲＣ
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ガバナー講評・挨拶

　皆さん2日間、本当にお疲れ様でした。この研修
セミナー PＥTS を受けた方々は源新パストガバナー
が言われたみたいに、7月から皆さん方がリーダー
シップを取っていただいてクラブを元気にする。公
式訪問のときも申し上げましたが、３年後５年後、
自分のクラブがどのようになっているのか、やはり
長期的な戦略を立ててくれたほうが本当にいいのか
な、そしてそのためにはやはり自分のクラブを知る。
自分のクラブを知りながらやはり３年後５年後どの
ようなクラブになっているかということを思い描い
て欲しいと思っています。
　そういう意味でも昨日今日と2日間にわたって皆
さん方はいろいろと学ばれたと思います。それを基
に、今度５月に「地区研修・協議会」があります。
そのときも含めて本当に7月から始まる今が計画を
立てる段階だと思っておりますので、どうかその辺
をよろしくお願いしたいと思っています。基本は一
つ一つのクラブです。一つ一つのクラブが元気にな
らなければ、地区も元気になりません。そういう意
味では何度も申し上げる通り、皆さん方のリーダー
シップを存分に発揮していただいて、クラブを元気
なクラブにしていただければと思っています。
　本当に2日間ありがとうございました。簡単です
が挨拶といたします。本当に今日はありがとうござ
いました。

会長エレクト研修セミナー ｜全体研修 2 日目

閉会の挨拶

　皆さまお陰様で2日間の全日程を終了することが
出来ました。これには皆さまのご協力はもとより、
ロータリー精神の行動力によるものだと深く感謝す
るものです。
　この研修で明確に打ち出された次なる地区リー
ダーの築舘ガバナーエレクトのテーマにより、研修
者の活発な発言が顕著に見られました。この成果は
必ず形となって現れ、ロータリーのあらゆる活動に
影響するものと思います。八戸ロータリークラブが
生んだ築舘ガバナーエレクトを皆さまによろしくお
願い申し上げ、皆さまのご検討とご健勝を心から祈
念し、この研修が最大限生かされ続けることを願い、
実行委員長としてのお礼の言葉とさせていただきま
す。本日は本当にありがとうございました。そして
ご苦労様でございました。

PETS 修了証書交付

PＥTS実行委員長　

鶴飼 寿栄
八戸ＲＣ

2022-23年度ガバナー　

田中 常浩
むつＲＣ
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会長エレクト研修セミナー ｜出席者名簿

役職等 参加者氏名 所属クラブ
ガバナー・2023-24年度国際奉仕・青少年奉仕部門副アドバイザー 田　中　常　浩 む つ
元R I理事・パストガバナー 黒　田　正　宏 八 戸 南
パストガバナー 笹　森　　　剛 弘 前
パストガバナー 鐘ヶ江　義　光 八 戸 東
2023-24年度ロータリー財団部門副アドバイザー 山　崎　淳　一 五 所 川 原
2023-24年度ロータリー財団部門アドバイザー 村　井　　　達 八 戸
2023-24年度会員増強部門アドバイザー 小山内　康　晴 弘 前
2023-24年度米山記念奨学部門アドバイザー 北　山　輝　夫 八 戸 北
2023-24年度社会奉仕・職業奉仕部門アドバイザー 工　藤　武　重 弘 前 西
2023-24年度米山記念奨学部門副アドバイザー 鈴　木　唯　司 青森モーニング
2023-24年度社会奉仕・職業奉仕部門副アドバイザー 長　嶺　康　廣 八 戸 南
2023-24年度会員増強部門副アドバイザー 佐々木　千佳子 十 和 田
2023-24年度公共イメージ向上部門アドバイザー 今　井　高　志 弘 前
2023-24年度国際奉仕・青少年奉仕部門アドバイザー 沼　田　　　廣 青 森
2023-24年度地区研修リーダー 源　新　和　彦 八 戸 北
2023-24年度公共イメージ向上部門副アドバイザー 成　田　秀　治 五所川原イヴニング
ガバナーエレクト 築　舘　智　大 八 戸
ガバナーノミニー 花　田　勝　彦 五 所 川 原
2023-24年度東第１グループガバナー補佐 峯　　　雅　夫 む つ
2023-24年度東第２グループガバナー補佐 吉　田　敏　宏 お い ら せ
2023-24年度西第２グループガバナー補佐 工　藤　孝　子 弘 前 東
2023-24年度中グループガバナー補佐 工　藤　真　人 青 森
2023-24年度南グループガバナー補佐 吉　田　賢　治 八 戸 南
2023-24年度クラブ拡大・会員増強委員長 今　　　春　淑 十 和 田 八 甲
2023-24年度公共イメージ向上委員長 橋 本  八右衛門 八 戸
2023-24年度社会奉仕・職業奉仕委員長 岩　岡　隆　雄 八 戸 東
2023-24年度ロータリー財団委員長 佐　藤　健　一 青 森
2023-24年度地区補助金委員長 小田桐　隆　夫 む つ
2023-24年度グローバル補助金委員長 川　﨑　益　美 八 戸 北
2023-24年度資金推進委員長 小　林　俊　一 青 森
2023-24年度ポリオプラス委員長 森　内　忠　良 青 森
2023-24年度国際奉仕委員長 白　山　春　男 十 和 田 東
2023-24年度青少年交換委員長 岡　山　信　広 六 ヶ 所
2023-24年度インターアクト委員長 松　山　隆　志 野 辺 地
2023-24年度ローターアクト委員長 柴　田　文　彦 む つ 中 央
2023-24年度RY LA委員長 三　浦　　　基 青 森
2023-24年度米山記念奨学委員長 野　坂　幸　子 野 辺 地
2023-24年度R L I委員長・ガバナーノミニーデジグネート 米　谷　恵　司 青森モーニング
ディスカッションリーダー 正部家　光　彦 八 戸
ディスカッションリーダー（R L I地区委員） 道　尻　誠　助 八 戸
ディスカッションリーダー（R L I地区委員） 欠　畑　茂　治 十 和 田 東
ディスカッションリーダー（R L I地区委員） 石　川　佳共子 青 森
ディスカッションリーダー 源　新　育　子 八 戸 北
ディスカッションリーダー（R L I地区委員） 最　上　伸　子 青森モーニング
ディスカッションリーダー 細　川　勝　也 弘 前
ディスカッションリーダー 伊　東　　　睦 三 沢 東
ディスカッションリーダー 橘　　　正　弘 青森モーニング
ディスカッションリーダー 須　藤　一　幸 青森モーニング
ディスカッションリーダー 三　浦　順　子 弘前アップル
ディスカッションリーダー（R L I地区委員） 三　浦　真　介 弘 前
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会長エレクト研修セミナー ｜出席者名簿

クラブ名 役職 氏名 役職 氏名

東
第
１
グ
ル
ー
プ

む つ 会長エレクト 藤　野　芳　孝 次期幹事 工　藤　直　克
野 辺 地 会長エレクト 亀　田　俊　彦 次期幹事 熊　谷　一　成
七 戸 会長エレクト 千　葉　和　夫
東 北 会長エレクト 岡　山　武　彦 次期幹事 蛯　沢　達　彦
む つ 中 央 会長エレクト 東海林　　　優 次期幹事 久保田　則　夫
六 ヶ 所 会長エレクト 佐　藤　進　哉 次期幹事 米内山　義　明

東
第
２
グ
ル
ー
プ

三 沢 会長エレクト 元　木　　　太
十 和 田 会長エレクト 佐々木　和　典 次期幹事 中　渡　俊　明
十 和 田 東 会長エレクト 白　濵　道　義 次期幹事 照　井　伸　良
お い ら せ 会長エレクト 川　村　重　光 次期幹事 杉　山　茂　夫
三 沢 東 会長エレクト 蛯　名　佐知子
十 和 田 八 甲 会長エレクト 平　野　治　彦 次期幹事 太　田　格　道

西
第
１
グ
ル
ー
プ

五 所 川 原 会長エレクト 敦　賀　鉄　正 次期幹事 角　田　浩　志
金 木 会長エレクト 野　呂　賢　一
鰺 ヶ 沢 会長エレクト 加　藤　俊　三 次期幹事 神　　　郁　子
鶴 田 会長エレクト 小　関　　　優 次期幹事 伊　藤　　　昇
五 所 川 原 中 央 会長エレクト 菊　池　　　宏
つ が る 会長エレクト 佐　藤　眞　治
五所川原イヴニング 会長エレクト 佐々木　一　仁 次期幹事 赤　城　麻依子

西
第
２
グ
ル
ー
プ

弘 前 会長エレクト 渋　谷　和　生 次期幹事 鈴　木　直　子
弘 前 東 会長エレクト 朝　倉　和　広 次期幹事 旅　澤　雅　士
板 柳 会長エレクト 工　藤　昭　義
黒 石 会長エレクト 工　藤　孝　洋 次期幹事 髙　木　雄　平
大 鰐 会長エレクト 佐　藤　和　治 次期幹事 棟　方　昇　幸
弘 前 西 会長エレクト代理 成　田　俊　介 会長エレクト代理 中　畑　　　肇
平 賀 ・ 尾 上 会長エレクト代理 今　　　俊　一
弘 前 ア ッ プ ル 会長エレクト 澁　谷　明　広 会長エレクト代理 竹　浪　大　輔

中
グ
ル
ー
プ

青 森 会長エレクト 田　中　正　子 次期幹事 伊　藤　幸　生
青 森 北 東 会長エレクト 蝦　名　正　治
青 森 中 央
青 森 モ ー ニ ン グ 会長エレクト 藤　井　健　二 次期幹事 木　村　　　裕

南
グ
ル
ー
プ

八 戸 会長エレクト 紺　野　　　広 次期幹事 松　本　剛　典
八 戸 東 会長エレクト 林　　　克　己 次期幹事 赤　坂　貴　博
三 戸 会長エレクト 大　野　　　誠 次期幹事 坂　本　勝　克
五 戸 会長エレクト 江　渡　惠　一
南 部 会長エレクト 工　藤　正　孝 次期幹事 松　本　保　築
八 戸 北 会長エレクト 小　林　弘　文 次期幹事 平　野　　　薫
八 戸 南 会長エレクト 大　橋　央　雅 次期幹事 伊　藤　　　斉
八 戸 中 央 会長エレクト 工　藤　亮　夫 次期幹事 簗　田　直　子
八 戸 西 会長エレクト 畠　山　徳　陽 次期幹事 村　岡　徹　弥

〈スタッフ〉
2023-24年度地区幹事長 石　橋　信　雄 2023-24年度地区幹事 広　瀬　知　明
2023-24年度地区財務委員長 小　林　幹　夫 2023-24年度地区幹事 渡　辺　　　孝
2023-24年度地区副幹事長 鶴　飼　寿　栄 PETS実行委員会 奈　良　全　洋
2023-23年度地区副幹事長 妻　神　和　憲 PETS実行委員会 小田山　紀　暢
2023-24年度地区副幹事長 小井田　和　哉 八戸RC事務局 山　田　敬　子
2023-24年度地区幹事 佐々木　泰　宏 地区事務所事務局 浅　利　育　子
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と　き 2023年 5月 13日㈯

ところ 八戸市公会堂

D TA
地区研修・協議会報告

第2830地区



▪ ▪56

地区研修・協議会｜プログラム

会場❖八戸市公会堂
9:30 登録受付

10:00 本会議Ⅰ
点　鐘
国歌斉唱
ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱

司会進行
ガバナーエレクト　　

深 澤　　 隆
築 舘　智 大

10:05 開会の挨拶
来賓紹介
ガバナー挨拶

実行委員長
次期地区幹事長

ガバナー

小井田 和 哉
石 橋　信 雄
田 中　常 浩

10:20 国際協議会出席報告・地区方針 ガバナーエレクト　　築 舘　智 大
11:00 全体研修「ロータリーの新しい流れとＤＥＩ」 RLI日本支部地区支援チームサブリーダー 山 崎　淳 一
12:00 「ロータリーの友」デジタルアーカイブについて ロータリーの友地区代表委員 石 川 佳共子
12:05 「ロータくん」の運用について 次期公共イメージ向上委員長 橋本八右衛門
12:10 部門別会議説明

12:15 昼　食 ～　部門別会議室へ移動し昼食　～

13:00 部門別会議

部門名 リーダー・サブリーダー アドバイザー 会場

次期会長・幹事・会計部門
ガバナーエレクト
次期地区幹事長
次期財務委員長

築 舘　智 大
石 橋　信 雄
小 林　幹 夫

次期東第1Gガバナー補佐
次期東第2Gガバナー補佐
次期西第1Gガバナー補佐
次期西第2Gガバナー補佐
次期南Gガバナー補佐

峯 　　雅 夫
吉 田　敏 宏
髙 瀬　英 人
工 藤　孝 子
吉 田　賢 治

大会議室
(リハーサル室)

ロータリー・リーダーシップ研究会
（クラブ奉仕部門） 次期地区委員長 米 谷　恵 司 次期RLI地区代表委員 源 新　和 彦 会議室１

会員増強部門 次期地区委員長（代理） 三 浦　敏 明
パストガバナー
パストガバナー

小山内 康 晴
佐々木千佳子 会議室４

公共イメージ向上部門 次期地区委員長 橋本八右衛門
パストガバナー
パストガバナー

今 井　高 志
成 田　秀 治 会議室２

社会奉仕・職業奉仕部門 次期地区委員長 岩 岡　隆 雄
パストガバナー
パストガバナー

工 藤　武 重
長 嶺　康 廣 会議室３

ロータリー財団部門

次期地区委員長
地区補助金
グローバル補助金
資金推進
平和フェローシップ・奨学金・学友
ポリオプラス

佐 藤　健 一
小田桐 隆 夫
川 㟢　益 美
小 林　俊 一
工 藤　真 人
森 内　忠 良

パストガバナー
パストガバナー

村 井　　 達
山 崎　淳 一 展 示 室

国際奉仕・青少年奉仕部門

次期地区委員長
インターアクト
ローターアクト
RYLA

白 山　春 男
松 山　隆 志 パストガバナー

ガバナー
沼 田　　 廣
田 中　常 浩 講 義 室

青少年交換 岡 山　信 広 食　　堂

米山記念奨学部門 次期地区委員長 野 坂　幸 子
パストガバナー
パストガバナー

北 山　輝 夫
鈴 木　唯 司 小会議室

新会員部門 ガバナーノミﾆー 花 田　勝 彦 パストガバナー 鐘ヶ江 義 光 和室1・2

14:10 ～　部門別会議室から大ホールへ移動　～

地区研修・協議会
2023年5月13日㈯
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14:10 ～　部門別会議室から大ホールへ移動　～

地区研修・協議会｜プログラム

部門別会議報告　18部門（委員会）　各５分程度
部門名 発表者

14:20 次期会長・幹事・会計部門 次期南Gガバナー補佐 吉 田　賢 治
ロータリー・リーダーシップ研究会 次期地区委員長 米 谷　恵 司
会員増強部門 次期地区委員長（代理） 三 浦　敏 明
公共イメージ向上部門 次期地区委員長 橋本八右衛門
社会奉仕・職業奉仕部門 次期地区委員長 岩 岡　隆 雄

ロータリー財団部門

ロータリー財団 次期地区委員長 佐 藤　健 一
地区補助金 次期地区委員長 小田桐 隆 夫
グローバル補助金 次期地区委員長 川 㟢　益 美
資金推進 次期地区委員長 小 林　俊 一
平和フェローシップ・奨学金・学友 次期地区委員長 工 藤　真 人
ポリオプラス 次期地区委員長 森 内　忠 良

国際奉仕・青少年奉仕部門

国際奉仕 次期地区委員長 白 山　春 男
青少年交換 次期地区委員長 岡 山　信 広
インターアクト 次期地区委員長 松 山　隆 志
ローターアクト 次期地区委員 正部家 光 彦
ＲＹＬＡ 次期地区委員 百 田　　 忠

米山記念奨学部門 次期地区委員長 野 坂　幸 子
新会員部門 ガバナーノミﾆー 花 田　勝 彦

15:50 休　憩

16:00 特別講演
「元気なクラブにするために」

2019-22年度 第１地域ロータリーコーディﾈーター
2021-22年 国際協議会研修リーダー

国際ロータリー第2520地区パストガバナー
（仙台泉RＣ）

菅 原　裕 典 様

17:00 本会議Ⅱ
講　評
ガバナー引継ぎ・バッチ伝達

ガバナー
ガバナー　 田 中　常 浩 ・ ガバナーエレクト

田 中　常 浩
築 舘　智 大

お礼の言葉
地区大会のご案内

ガバナーエレクト
地区大会実行委員長

築 舘　智 大 
妻 神　和 憲

17:20 点　鐘 ガバナーエレクト　　築 舘　智 大

17:25 諸事お知らせ

～　公会堂からアーバンホールへ移動　～
会場❖八戸プラザホテル アーバンホール

18:00

懇親会
開　会
ガバナー挨拶
乾　杯

司会進行
ホストクラブ会長

ガバナー
ガバナーノミﾆー

中 村　稔 彦
小 林　幹 夫
田 中　常 浩
花 田　勝 彦  

アトラクション「虎舞」 長者山麓八戸虎舞保存会

19:30 中締め
ロータリーソング「手に手つないで」
閉　会

直前ガバナー 成 田　秀 治

懇 親 会
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　本日はお忙しい中、地区研修協議会にご出席いた
だき誠にありがとうございます。私は地区研修協議
会の実行委員長を仰せつかりました、八戸ロータ
リークラブの小井田和哉と申します。2月に地区
チーム研修セミナー、３月に会長エレクト研修セミ
ナーを開催して参りました。そして、本日の地区研
修協議会は築舘ガバナーエレクトが行う最後の研修
となります。RI 会長テーマ「世界に希望を生み出
そう」。それを受けての地区スローガン「和気満堂」。
本日研修を受けられる皆さんが今後はそれぞれのク
ラブに戻り、和やかに楽しんで活動していただくこ
とを祈念いたします。また、本日は何かと到らない
点があるかと存じますが、和気満堂の和やかな気持
ちでご容赦いただけましたら幸いです。
　それでは只今より国際ロータリー第2830地区
2023-24年度地区研修協議会を開催いたします。
長時間の研修となりますが、よろしくお願いいたし
ます。

　今日の地区研修協議会に多数お集まりいただきあ
りがとうございます。会長、幹事の皆さんには最後
の研修になります。7月1日から始まる自分の年度
のために十分に今日は勉強して欲しいと思います。
公式訪問のときに申し上げた、クラブを元気にする
ためのクラブ戦略、そして RI 会長のジェニファー・
ジョーンズさんが言われていた DＥI、その2つに
ついて、今日は菅原研修リーダー、山崎元研修リー
ダーのもと、すばらしい講演が聞けることを大変嬉
しく思います。
　築舘エレクトによれば、６月中にキャラクターも
できるとのことですので、キャラクターを活用しな
がら公共イメージ、会員増強に役立てることをう
たっています。今までのガバナーにできなかった発
想のもと、築舘年度は素晴らしい年度になると思い
ます。皆さんには今日、十分に研修していただいて、
7月1日からの新年度に役立ててください。そして、
地区委員長の方々には、1年間大変だとは思います
が、ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

開会の挨拶 ガバナー挨拶

地区研修・協議会
実行委員長　

小井田 和哉
八戸ＲＣ

2022-23年度ガバナー　

田中 常浩
むつＲＣ
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　今日の地区研修・協議会は、私のセミナーとして３
回目になり最後です。これが終わりますと皆さんはク
ラブに帰り、これから1年間成果を残すという段階に
入ります。今日はぜひ一生懸命勉強していただいて、
充実した1年になりますよう、よろしくお願いします。
　今日はまず4つのことをお話しします。国際協議会
の報告、国際ロータリーの次年度のテーマ、私の地区
のスローガンと重点項目、そしてお知らせの4つです。
　2023年1月8日から13日までアメリカ フロリダ
州オーランドで開催された国際協議会に出席して参
りました。次年度RI 会長のゴードンR・マッキナリー
さんはちょっとカルロス・ゴーンさんに似ているか
なと思います。スコットランド出身で、民族衣装を
着て壇上で講演されました。歯医者さんですが、実
は26歳でロータリーに入会したということで、私も
少しびっくりしました。

　それでは2023-24年 RI 会長ゴードン・マッキナ
リーさんの次年度のテーマの講演を編集したものを
見ていただきます。

……　D V D 上 映　……
　「他の人を助けることで本質的に自分自身が助けら
てれる。」というお話と思います。2023-24年度国際
ロータリーのテーマは「CRＥATＥ HOPＥ in the 
WORLD 世界に希望を生み出そう」です。ジェ
ニファー・ジョーンズ RI 会長がテーマを決めて発
表したときには、まだロシアはウクライナに侵攻
していませんでした。今度の RI 会長のゴードン・
マッキナリーさんは戦争が始まって初めての国際 
ロータリーの会長になられます。ですから国際ロー
タリーのテーマを“平和”というものを念頭に、 

「世界に希望を生み出そう」になったのだと思いま
す。「希望」というものは戦争のみならず、今まで 
ロータリアンが行ってきたさまざまな活動にも通じ
るものがあります。希望は平和の土壌に育みます。　
　全体で20分の講演の中で、ゴードン・マッキナ
リーさんは６つのことに言及されました。
①メンタルヘルスケア
②ローターアクトクラブと協力し支え合う、
　新しい方法の模索
　ローターアクターは今はロータリアンと同等です。
③女性と女児のエンパワーメント
　これは直前会長のインドのシュカール・メーター
元 RI 会長のテーマを引き継いでいます。
④DＥI（Diversity Ｅquity Inclusion）の推進
⑤ポリオの根絶
⑥行動計画の実践　
◦メンタルヘルスケア
　内面的平和ということです。世界各国で発生して
いる戦争のみならず、コロナウイルス、社会の分断、
産業構造の変化、クラブの中でさえも会員同士の立
場の違い等いろいろな場面が考えられます。助けを
求められる環境を作り、私たちは手を差し伸べる勇
気を持ちましょう、と呼びかけています。
◦ローターアクトクラブと協力し支え合う、新しい
方法の模索
　もうローターアクトクラブは私たちのサポート
パートナーではなく、ロータリーの一員として共に
活動を補い合いながら、活発化させていく必要があ
ります。
◦女性と女児のエンパワーメント
　シュカール・メーター元 RI 会長による女性・女
児のエンパワーメントの重要性を認識し、このイニ

国際協議会出席報告・地区方針

ガバナーエレクト

築 舘   智 大
八戸ＲＣ
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シアチブを継続します。
◦ＤＥＩ（Diversity Ｅquity Inclusion）の促進
　皆さんよく耳にすると思いますが、2022年手続
要覧「ロータリーの基本理念」に新たに納められま
した。地区に DＥI の考え方をこういったセミナー
を通じて、ことあるごとに周知し、会員の皆さんに
わかりやすく解説し、浸透させ、DＥI の考え方を
汎用させていきたいと思います。
◦ポリオ根絶活動
　ロータリーの中では最重要課題になっています。
私たちもポリオの現状の広報と根絶に向けた活動に
注力していきます。
◦行動計画の実践
　ロータリーの行動計画はより大きなインパクトを
もたらす、参加者の基盤を広げる、参加者の積極的
な関りを促す、そして適応力を高める。行動計画は
この4つです。
　ロータリーの行動計画、そしてこのインパクト
とは国際ロータリー事務総長兼 CＥO のジョン・
ヒューコさんは、「インパクトとは何を意味するか」
ということで昨年2月7日に講演されています。
　「ロータリーの奉仕活動は本当に地元のニーズに
合っていますか。プロジェクトの成果を図っていま
すか。ただただ毎年同じことを繰り返していません
か。成果を図り、うまくいかなかったときにはやり
方、方法を見直しましょう。成果が出ているときに
はその方法を他の幅広い人たちにシェアしましょう。
　例えば、図書館に図書を寄贈します。よくある奉
仕活動だと思いますが、それはどのような目的でさ
れるものなのでしょうか。図書館の来場者を増やす
ための活動でしょうか。それとも子どもたちの学力
を向上さえるための活動でしょうか。ひょっとした
ら寄贈しただけでその本が汚れているかもしれませ
ん。本当の意にあったのは、いろいろな活動によっ
てその目的が測定できたときに初めて達成されるも
ので、それこそが“インパクト”です。今の世界で
は実際に何を、どれくらい達成できているのか測定
可能なインパクトが重要視されています。そうでな
ければ一緒に活動しているボランティアや寄付をし
てくれた方々、そして一般の方々にも関心をもって
もらうことができない。」とおっしゃっていました。
　そして、私たちは2023年国際協議会ガバナーエ
レクトワークで8つのことを勉強しました。
①「わたしたちの旅路」　
　ロータリーの行動計画です。

②会員としての経験
　退会者の理由
　参加者を促す手段
　新しいクラブ
③奉仕のインパクト
　ロータリーにとってインパクトは重要である。
④パートナーシップの力
　プロジェクトの規模を拡大する。そのためには
パートナーが必要です。例えばポリオ根絶活動は
ロータリーだけではありません。皆さんご存じのよ
うに、ユニセフと WHO とアメリカの CDC、ビ
ルゲイツ＆メリンダ財団、そういった方々と一緒に
なってロータリーは活動しています。よりインパク
トを大きくするためにパートナーが必要です。皆さ
んもいろんな活動をされると思いますが、ぜひ自分
たちだけではなく、いろいろな方々とパートナーを
組んで、いろいろな活動を考えてみたらいかがで
しょうか。
⑤ ＣDS からの地区支援
　これはクラブ・地区サポートの略です。私たちも
CDS のサポートを受けながら皆さんをサポートし
ていきます。
⑥地区における多様性、公平さ、インクルージョン

（DＥI）
⑦私たちはロータリーを広く知ってもらう
　ロータリーを広く知ってもらうことを学んできま
した。
⑧変化を導く
　クラブが変化を受容できるように、クラブが良い
方向に向かっていけるように、育っていけるように
私たちはサポートしていきます。
　なぜ変化していかなければならないのかをここで
少しお話します。第二次世界大戦が終わってから
78年ですが、今、戦争が起きています。それも世
界各国で。それから異常気象。よく雨が降ると土砂
崩れがあったり、水害があったり、火山があったり、
地震が起きたり。物価もものすごく上がっています。
コロナウイルスも大変でした。
　今、八戸ではサバが全然獲れなくなりました。で
もホタテは育てていますから、青森県のリンゴに次
いで輸出額はかなりの額を稼いでいるはずです。や
はり育てていくという漁業に転換していったところ
が頑張っています。
　私が小学生の頃青森県は、特に三八上北地方はヤ
マセという冷たい風がちょうど田植えの時期に吹き
稲に影響を与えます。ですから寒さに強い稲を作ろ
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うと県の試験場で一生懸命品種改良をしていたとい
うのを学校で習いました。ところが今はそんな話は
全然聞きません。今は特A米の「青天の霹靂」など
食味のいいもの、味のいいものをどんどん品種改良
しています。私が小学生の頃と全く違います。
　LGBTQ も国会で審議されていますが、こういっ
たことも私たちは考えていかなければなりません。
AI がどんどん仕事をするようになるかもしれません。
　桜は今年、例年になく早かったですね。弘前公園
の桜はたぶん史上一番早く、最短だったと記憶して
います。隣からはミサイルが飛んで来ます。アバター
で会議もできます。チャット GPT。私は今日、菅
原さんが来ているので、お礼の文章をどう書いたら
いいのかと思い、実はチャット GPT にお願いした
ら、とても立派なお礼の文書が出てきました。それ
に付け加えてすぐに出したいと思います。
　こんなに世の中が変わってきています。というこ
とを考えると、やはり私たちも今まで通りのことを
やっていては絶対いけないですよね。隣からミサイ
ルが飛んでくる。チャット GPT でいろんな文章を
作ってくれる。それなのに私たちはずっと同じこと
をしている。My Rotary でぜひ新しい知識をどん
どん取り入れて、ラーニングセンターでいろんな勉
強をしていくと、本当に自分自身が変われると思い
ます。
　2023-24年度のテーマは「CRＥATＥ HOPＥ in 
the WORLD 世界に希望を生み出そう」。それを
受けまして、地区スローガンを「和気満堂」にしまし
た。希望はまさに平和な土壌に育みます。「和気満堂」
も私たちの心の中に、クラブの中に、地区の中に、
世界中に和やかな空気が満ちますようにという思い
です。これは DＥI にも、皆さんがよく使っている

“ロータリーの寛容の精神”にも通じるものです。
　そして、地区として重点的に取り組むことを発表
します。
①会員増強…これはずっと言い続けています。1,200
人まで私の年度で達成できないかもしれませんが、
とにかくこの目標に向かって進んでいきます。
②ポリオ根絶…これもずっと私も言い続けます。
③ DＥI の推進・寛容
④ My Rotary の推進…皆さんこれを使ってどんど
ん勉強していきましょう。
　この4つです。
①会員増強
　1,100 ～ 1,200人。最新の my Rotary を見まし
たが、去年2月は1,122人、今年は1,110人。また

減りました。日本全体でもかなり減っていますが、
当地区では1,200まで持っていきましょう。
　そして、会員を増強するためにはクラブが面白くな
ければ、強くなければ、元気でなければなりません。
クラブを育てていきましょう。“クラブ育”。教育、
体育、食育、保育。思考育、肥育、黙育というのが
あるそうです。ぜひ皆さんがクラブに帰りましたら

“クラブ育”、ちゃんと育てていただきたいと思います。
　会員増強のためには公共イメージの向上も大切で
す。私たち地区のスタッフは皆さんをお手伝いしま
す。皆さんのクラブ育をお手伝いします。元気なク
ラブを作るためには、育てるためにはやはり会員増
強です。クラブに減退閉塞感があれば新会員を入れ
ましょう。いろいろな方の参加が必要です。そして、
そのために公共イメージの向上が必要です。地区の
会員増強委員会、公共イメージ向上委員会では全て
のクラブを訪問して、その必要性を卓話します。
　皆さんが入会したときに、新会員を勧誘するとき
にロータリーはハードルが高い、敷居が高いという
話を良く聞きます。ロータリークラブの敷居を下げ
ましょう。入っていただける方々がいるなら、躊躇
しているそのネガティブな要因を取り除きましょ
う。その高い垣根を下げてくれる方がこの地区には
います。その方を紹介します。ゆるきゃらの“ロー
タくん”です。着ぐるみもフィギュアも作っていま
す。６月中旬には出来上ります。ぜひ奉仕活動など
でどんどん使っていただいて、一般の方々にもロー
タリークラブをもっと知ってもらいましょう。
　今日は素晴らしい方をお迎えしています。午後
からの特別講演でお話をいただく菅原裕典さんです。
私のガバナーノミニーのときの研修リーダーで、少
し緊張しています。会員増強ではこのセミナーに
ぴったりの、「元気なクラブにするために」の演題
でお話いただきます。
②ポリオ根絶
　ポリオ委員会とインターアクト地区委員会では、

「ポリオって何？」「ロータリーって何？」それを説
明するパワーポイントを作成しています。ポリオと
ロータリークラブの説明とポリオ募金の必要性、重
要性をインターアクトクラブを提唱しているクラブ
と高校に行って出前授業をしていきたい。社会奉仕
委員会、ポリオ委員会、インターアクト委員会、公
共イメージ向上委員会が総動員してバックアップし
ます。ぜひ、高校に行って出前授業をしましょう。
　今現在、地区のホームページでバナーを貼ってい
ますので、それに使うビデオを見ることができます。
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まだ10分程度のものですが、それに順次付け加えて
いきますので、40分くらいの授業になります。うち
の地区ではインターアクトクラブが21クラブあります。
10月までに各高校、そして私たちと一緒に県内いた
るところでロータリーの募金活動をしましょう。
③ DＥI の推進・寛容
　RI は2007年の中核的価値観の５つの価値観に付
け加えられる形で、ロータリーのコミットメントと
して、DＥI の考え方が出てきました。DＥI の考え
方は2022年手続要覧の中のロータリーの基本理念
にも新しく登場しました。
Diversity：すべての背景、年齢、民族、人種、肌の 
色、障がい、学習スタイル、宗教、信条、社会経済
的な立場、文化、婚姻状況、使用言語、性別、性的 
嗜好、ジェンダーの認識だけではなく、異なるアイ
デンティティ、考え方、価値観、信念をもったすべ
ての人々のことです。Diversity。すべての人々を
大切にします。歓迎します。
Ｅquity：皆さんご存じと思いますが、Ｅquity は
Ｅqual ではない。Ｅqual は同じ自転車です。Ｅquity
はそれぞれ、その人にあった自転車です。この木の
果実を取るにしても、それぞれの人に必要な、それ
ぞれの踏み台が必要です。
Inclusion：日本語で包摂性と訳していますが、私
は開放性でもいいのではないかと思います。例えば
パーティーを自分が開きたい。いろいろな方にお誘
いをします。一緒に楽しみましょう。これが DＥI
だと思っています。自分の仲間だけではない、いろ
んな人を呼んで一緒に楽しみましょう。やはり意識
的に Inclusive な文化を築かなければ、DＥI の考
え方を汎用していかない。意図せずに排除の文化を
助長することになります、と私は考えます。
　こちらも今日、当地区の山崎パストガバナーに
DＥI の話をいただきますので、よろしくお願いし
ます。
④ My Rotary の活用
　こちらはこの後の分科会で会長・幹事の皆さんと
一緒に行っていきたい。もうアカウントはお持ちだ
と思います。会長幹事として、ガバナー補佐と一緒
に、クラブセントラルよりクラブの目標、会員の情
報等の入力をお願いします。そして一つ一つの目標
をクリアできるように活動してください。それが
ロータリー賞につながります。ぜひロータリー賞を
目指して、年度末には達成感を味わってください。
1年間活動して何もなかったではなく、やはり達成
感を感じて欲しいですし、その活動が元気なクラブ

につながります。
　いろいろな知識が必要になると思います。クラブ
も変わっていかなければなりません。今までと同じ
ことをしていては前に進めません。新会員の方々も
ぜひ My Rotary に登録しましょう。ロータリーの
たくさんのことが学べます。
　ロータリークラブは一業種一会員制度という限定
会員の制度から、現在は『善良さ、高潔さ、リーダー
シップを身をもって示し、職業上および地区社会で
良い評判を受けており、地域社会または世界におい
て奉仕する意欲がある成人によって構成される。』
とあります。いろいろな方とたくさんの方とみんな
で意識を高く持ち、元気に活発に楽しくロータリー
活動をしていきましょう。
　私たちは One Team です。自分のクラブを楽し
いクラブに育て上げましょう。“クラブ育”です。
地区スタッフは皆さんの“クラブ育”を応援します。
クラブそして地区を面白くするために、これからも
活動を続けていきましょう。
　地区のスローガン「和気満堂」。来年の６月末ま
で共に活気のあるクラブ、地区を作っていくために
One Team となって、頑張っていきましょう。
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　PＥTS では DＥI、そしてクラブを元気にしようと
いうことで、2日目にファシリテーションスタイルで
勉強しました。今日の全体研修は、さらにそれをも
う少し深めて話していきたいということで、DＥI
のことだけでなくその背景、新しいロータリーの流
れの中でどう位置付けたらいいか、どう考えたらい
いか、お話しをします。実は今日の午後の菅原さん
の特別講演「元気なクラブにするために」が本番で
す。DＥI はそのための1つの方法として提案され
ています。目標は元気なクラブ作りです。その1つ
として、DＥI をしっかり学んで、みんなで実践す
ることだと理解しています。そういうことで前座を
務めさせていただき、午後しっかり学んでいただけ
たらと思います。
　ロータリーの新しい流れと DＥI。スライドを見
ながら1時間ほどお付き合いください。ご存じの
ように1905年にロータリークラブは誕生しました。
そして組織化されたのが1910年ですから、その時
はクラブ数も16で、1,000人くらいの会員数でした。
これが今や37,000ほどのクラブ、ローターアクター
の数も入れているので140万人という言い方もして
いますが、大変な変化です。
　この変化の中で、ロータリーは one year ルール
です。RI 会長もそうだし、ガバナーもそうだし、
クラブの会長も1年でバトンタッチします。そして

「Imagine」から「世界に希望を生み出そう」へバ
トンタッチされていくのですが、実は DＥI はその
まま継承され、これからも大事にしていくようです。
　今日は最近の人たちのことを振り返ってみようと
思います。マローニ RI 会長（沼田ガバナー時）が
講演した時に「Grow Rotary」という言葉を初め
て発表しました。その次の年のドイツのクナーク
RI 会長 ( 源新ガバナー ) のときにまさに「Grown」。
そしてメータ RI 会長は同じように強く表現されて

います。さらにジェニファー・ジョーンズ RI 会長
は「grow、always together」という言葉を添え
て、やはり同じように Grow Rotary を叫ばれてい
ます。ということは、DＥI というよりもロータリー
の成長ということが皆さんが一番言いたいことで
あって、そのためのいろいろな方法を皆さんが提案
していると理解しています。
　私は2019年に研修リーダーをやってから、ロー
タリーのトップの方たちとお付き合いいただく中
で、感じていることが３つあります。
　①変革性、変化　②柔軟性　③多様性です。
①変革性
　この変革性ということを一番強く感じたのは
ヒューコ事務総長。彼が「革新性と柔軟性」という
講演をされました。その中で「破壊的イノベーション。
厳しい言葉でロータリーは今岐路に立っている。適用
と革新の機会を失うな。」と強く叫ばれておりました。
考えてみれば、2000年に入って戦略計画が叫ばれ
た辺りから、ロータリーが本当に目まぐるしいほど
変化しているように思います。それは会員の減少、
その中でもアメリカや日本など先進地域での減少が
著しいからです。
　そして皆さん、最近毎年出てくるこういう言葉が
あります。今日はその中で DＥI 宣言を取り上げま
す。確かにポール・ハリスは当初から「ロータリー
の物語は幾度も幾度も書き換えなければならないで
あろう」ということを予言しております。まさにそ
の通りなんだろうと感じております。一番感じたの
はクナークさんのこの言葉でした。「ロータリーは
変わらなければいけない。」確かに古いロータリア
ンは私もよく聞きますが「ロータリーは変わった。
でも古き良きロータリーでなくなったという仲間が
いたとしても、変わらなければならない」と強く呼
びかけています。

全体研修

ロータリーの
新しい流れとDEI

RLI 日本支部地区支援チーム
サブリーダー

山 崎   淳 一
五所川原ＲＣ
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　その理由はさっき言ったように、築舘さんもおっ
しゃっていましたが、やはり私たちの住む環境が変
わった中で、同じ対応をしている組織はどうなのか。
それは先が見えてくることなんだろうと思います。
②柔軟性
　柔軟性の言葉を初めて言ったのは規定審議会でし
た。例えば1989年には女性の入会が認められました。
そんなにすごい変化はなかったのですが、2016年
あたりから今度は規定審議会で相当変化がみられて
きました。
　2016年の規定審議会ではこういうトピックがあ
りました。「例会と出席、会員身分に柔軟性を認め
る件」が承認採択されたわけです。「ロータリー
でなくなったな」と言われた規定審議会でした。
2019年は私もシカゴに行って参加しましたが、大
変な変化がありました。特にこのときはローターア
クトクラブの RI 加盟が承認されました。しかも承
認のされ方が非常に気分の悪い、日本人は特に、そ
ういう歴史があります。今はクラブの柔軟性という
ことを強く掲げています。この従来型ローターアク
トはうちの地区でもありますが、他に法人クラブ、
パスポートクラブ、法人会員という言葉も出てきて
います。クラブだけでなくその会員まで非常に活か
してきている。日本ではこの３つくらいですが、世
界の中では誕生しつつあります。そういう現実があ
るということです。
　マローニ RI 会長が2019年に八戸にいらっしゃ
いました。これは黒田パストガバナーとのつながり
の中で日本にすぐ来てくれた。その中でも八戸にい
らしたのは嬉しいことでした。その際、私は黒田先
生と相談して「会員身分やクラブの例会出席に関す
る柔軟性」に対してどう捉えたらよいかという質問
をしました。マローニ会長の答えはこうでした。「も
しあなたのクラブがいい状態だったら何も変えるこ
とはない。でも、将来に向けて何か問題があるのな
ら変えるべきだ。その変えたいときに柔軟性が重要
となるでしょう。」こういう的確な言葉をいただき
ました。そういうふうに捉えていただければと思い
ます。
③多様性
　ここから DＥI が関係してきます。多様性が初め
てロータリーの世界に登場したのは2007年だと記
憶しています。2007年の RI の理事会で RI の戦略
計画の結果、当時は長期計画と日本では訳していま
したが、採択されました。５つの価値規範の1つと
して、ここに登場したわけです。「多様性、公平さ、

インクルージョン」の声明が2019年。そして2021
年度に採択されました。
　これはロータリーだけの話ではありません。ここ
に出ているのは「GoogleDivercity2019」、言っ
てみればこれは2019年度の Google 白書です。こ
の中ですでに女性とか障がい者、高齢者、外国人、
LGBTQ、こういう方を対象にした DＥI の取り組
みが、強く企業として叫ばれ、今は日本でもこれに
習ってという傾向があります。もちろんその背景に
は SDGs という世界全体で取り組まなければなら
ない17の項目があり、そのうち4つか5つがまさに
DＥI そのものです。
　そして、次はジェニファー・ジョーンズ RI 会長。
彼女がロータリーの世界で取り上げました。ジェ
ニファーは本当に素晴らしい方で、私は2019年に
2週間一緒にいて、2020年にはコーディネーター、
世界にいる RI 理事40人のまとめ役がジェニファー
さんでした。素晴らしいリーダーでした。来年から
は東京の水野功さんが RI 理事になられます。大変
優秀な方で私も期待しています。
　そしてこの間、ジェニファーさんは神戸にもいら
していましたが、とてもパワーアップされた気がし
ます。ご主人の背の高いニックさんは再来年のガバ
ナーで、花田ガバナー年度の同期のガバナーです。
ジェニファーさんがパートナーとして参加するとい
う、面白い場面が想像されます。
　ジェニファーさんは2020年に RI 会長ノミニー
に指名されたときの、スピーチの第一声が DＥI で
した。ここから話し始めていますので、たぶん彼
女のテーマはそうだろうなと思ったら、そうでは
なく「Imagine Rotary」でした。でも「Imagine 
Rotary」の中にも DＥI の考え方が入っています。
◦ Diversity（多様性）はどういうことなのか
　一般的には『差別なく多様性を認めて違いを尊重
しましょう』という呼びかけです。でも、私は企業
経営者として、こういう捉え方をしています。新し
いものの誕生の背景には常に異文化との交流、ある
意味では“摩擦”があって、その摩擦の中から新し
いものが飛び出してきた、誕生してきた。これは新
しい商品、新しいサービス、すべてそうだと思いま
す。ということは「多様性なし」からは新しいもの
は生まれない。摩擦も何もない。みんなが仲良く今
まで通り同じことを続けてきた組織から新しいもの
はなかなか生まれない。これは実はロータリーでも
一緒という解釈もそうなんだろうと思います。
　強い言葉で言うと、新しいものが生まれない組織
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に未来はない、ということです。ですから DＥI を
採用することによって、企業の未来、さらにロータ
リーの未来、これを一歩ずつ進めようじゃないか。
そういうことが背景にあるのではないかと私は捉え
ています。
◦ Ｅquity（公平さ）
　これは先ほどの築舘さんの説明と同じです。ラー
ニングセンターに入ると、りんごを取る箱を相手に
よって合わせるというような図が出てきます。いろ
んな品種はラーニングなんです。その方向で RI は
動いています。たぶん名称もラーニングという名称
に変わってくると思います。Ｅquality（平等）と
Ｅquity（公平さ）の違い。すべての人に同じもの
を与えるのではなく、それぞれの人が必要としてい
るものをしっかり提供する。その違いです。
◦ Inclusion
　DＥI の中でむしろ Inclusion のほうが一番大事
にされているのではないかということを感じていま
す。「組織の中に違いや個性を受け入れ、活かすこ
とで相乗効果を引き出して、より良いそして強い組
織にしましょう。」ということです。
　私が表現するのですが、果物をミックスしてジュー
スにする、これもそれなりに美味しいですが、本当
の意味のおいしさというのは、ミキサーでかき混ぜ
て訳がわからなくするのではなく、リンゴだったら
リンゴ、キウイだったらキウイ、果物そのものの味
を生かしながら、全体としておいしいものにする、
そういうフルーツポンチ型。それが Inclusion を表
す場合に適格かなという感じを私は持っています。
とにかく個々の違いや持ち味を尊重して、組織を強
くしていこう。そういうものの考え方です。
　Inclusion は日本語ではなかなか難しいですの
で、そのままで“インクルージョン”という呼び方
をしています。さっきから言っているように、私は
DＥI の中ではすごく大事なものではないかと感じ
ています。
　まとめになります。DＥI の目指すものは、「誰も
が生き生きと輝ける社会であり、各人の違いを生か
すことで組織とかを成長させていこう」、そういう
ことです。
　実は行動計画は RI の強調事項の中に入っていま
すが、行動計画で忘れていけないのは2019年7月
からの５年計画です。来年度の６月末までの５年計
画で進められていきますので、これが変わることは
ありません。ですから築舘年度は行動計画をしっか
りと仕上げる年ということが言えるかもしれませ

ん。花田年度になったら、また行動計画なのか戦略
計画なのかが発表されると思います。
　５年計画の中で取り組んでいる行動計画の中の
DＥI です。実はジェニファー RI 会長はこういうこ
とを言っています。4つの優先事項に沿って DＥI
に取り組んで欲しい。どうしたらもっと大きなイン
パクトを与えられるのか。どうしたらもっと参加者
の基盤を広げられるのか。どうしたらもっと積極的
な関わりを持つことができるのか。どうしたらもっ
と適用力を高めることができるのか。そういう行動
計画に沿って DＥI に取り組んで欲しい、とも言っ
ています。そのような考え方を理解していただきた
いと思います。
　実は好むと好まざるにかかわらず、すべての
3,000人に近いガバナーとクラブは DＥI を尊重し、
DＥI に沿った運用をしなければならないというこ
とが決まりました。規定審議会で決まったんです。
だから、いまだに女性会員がいないクラブがあるわ
けですが、私はそれを批判するつもりはありません。
そういうことを大事する、それはそれでみんなの意
向であればいいと思います。でも、例えば青森クラ
ブのような素晴らしいクラブがあります。沼田ガバ
ナーを輩出したあたりから本当に素晴らしいクラブ
になった。その原因の一つには女性会員の活躍が間
違いなくあると思います。このようなクラブがうち
の地区にあるということを言いたいと思います。
　さて、420対56の大差で、工藤ガバナーが参加
していただいた2022年規定審議会で採択されまし
た。少なくとも検討しなければいけない。いろんな
意味で私たちは DＥI に取り組むという約束をした
ということです。ところが残念ながら RI、日本の
現状をみますと、女性会員は世界はもう25％なん
だけれども日本は7％というのが現実です。しかも
ローターアクターの若い人の数も世界では14％だ
けれど、日本は残念ながら３％。こういう現実があ
る。これはロータリークラブだけではありません。
日本全体の問題かもしれない。
　東京オリンピック・パラリンピックのときに非常
に残念な発言をされた方がいらっしゃいました。悪
い人じゃないけれど、そういう意識がない。だから
一言でも大きな問題になった。やはり今は世界レベ
ルで DＥI、ジェンダー逆指数などが問題視されて
いる中で、やはりリーダーがきちんとそういう意識
を持つ、そのことはたいへん大事なことだと思いま
す。中国より格下になりたくないですが、残念なが
らそれが現実です。
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　ジェニファーさんは「Imagine Rotary」と言い
ました。彼女の任期はあと1か月、2か月で終わっ
てしまいますが、私は彼女が残したものは素晴らし
いものだったと思いますので、敢えてお話しさせて
いただきます。「想像してみよう、国なんかない、
宗教もない、そして世界は一つ」。正しく Diversi-
ty です。彼女は実は「Imagine Rotary」の中にそ
のことを訴えていると私は思います。私もジョン ･
レノンが大好きです。ジョン ･ レノンが死んだダコ
タハウスの前に Imagine の碑がありますが、何回
か行きました。
　ジョン・レノンとオノ・ヨーコの言葉が、私の大
好きな言葉ですが、「あなたが一人で見る夢は夢に
過ぎないが、みんなが一緒に見る夢は現実なのだ」
という言葉があります。オノ・ヨーコのレコードの
中の詩の一節です。Imagine Rotary というすばら
しいテーマをもらってできたということを知ってお
きたいと思います。ニューヨーク・タイムスにオノ・
ヨーコがジョン・レノンの名前で一行の広告を出し
ま し た。『Imagine all the people Living life in 
peace. 』『想像してみよう。すべての人が平和に人
生を生きる姿を。』これこそが今、ウクライナ侵攻
などが始まった中で、本当に大事にしなければいけ
ないことなのかなと私は感じています。
　ですから、ジェニファー会長の「Imagine Rotary」
は単により「よい未来を思い描きましょう」だけで
なく、その実現のためにすべてのロータリアンが個
人、クラブ、地区として DＥI に取り組み、さらに
世界で行動しましょうということを呼びかけていま
す。しっかりと DＥI の考え方が呼びかけられ、そ
れはマッキナリーさんもしっかりと受け継いでいく
ということなのだと理解しています。
　Grown Rotary　実は DＥI だけではありません。
ローターアクターの若い力をもっともっとロータ
リーの中に取り入れよう。女性と女児のエンパワー
メント、女性の力をということです。
　すべての情報は My Rotary に。昔は「手続要覧
で勉強しなさい」と先輩は言ってくれました。30年
も前の話です。今はすべての情報は、My Rotary
を中心に行われ、My Rotary 以外からは情報が取
れなくなっています。ということもご理解いただけ
ればと思います。
　この前まで注目されましたが、2019年 RI 理事が
発表した当時から日本で反対の声も多かったのです
が、2022年規定審議会でトーンダウンして、パイ
ロット地区のオーストラリアで実験してみて、その

結果を見て、2025年の規定審議会までにいい結果
が出なければたぶん、いずれにしろ、これは地区ガ
バナーの問題ですから特に近道ではないのかな。私
は今の地区ガバナー制度はうまくできていると思い
ます。ただ検討する必要があると思います。こうい
う声が上がった、ロータリーの未来を考える、検討
する期待の一つとしては良いと考えます。
　さて、これは私の本音です。本当にロータリーは
変わったと言います。でも、時代や環境の多様な変
化に柔軟かつ的確に対応したものであり、ロータリー
の本質や哲学は何一つ変わっていない、というのが
私の考え方です。ですから心配しないで私たちは自
分の信じる道を歩いていけばいい、そう思います。
　せっかくの機会ですので、DＥI のことだけでな
く、少しだけロータリーの本質、哲学のお話をつけ
加えさせていただきます。私はお目にかかる方に
ロータリーってなんだと聞かれたら、私の言葉では

『ロータリーは親睦と奉仕の積み重ね』と言ってい
ます。その意味を教えてくれたのはビチャイ . ラタ
クル RI 会長でした。2002-03年ですから、大柳年
度の RI 会長です。この方と2008年に国際協議会
でお会いしました。あまりに素晴らしくて本当に感
動しました。次の日にビチャイさんがいらっしゃい
ました。肩を叩いて頑張れって言ってくれました。
2008年です。
　2008年に我が地区ではちょうどタイから講師を
呼んで、八戸クラブの富岡義勝さんが中心になって
識字率向上ということで、日本で唯一、識字率を
取り上げて取り組んでいました。そのこともあっ
て、タイのビチャイさんに手紙を差し上げて、ぜひ
私のガバナーの時の地区大会に RI 会長代理にお越
しいただけませんかと案内しましたが、すでにスケ
ジュールが一杯でビデオレターをいただきました。
たいへんすばらしい内容でした。その時から本当に
尊敬しています。
　ちょうど私の所属する五所川原ロータリークラブ
で2005年、国際ロータリー 100周年のときに何か
新しい事業をやろうということで、増田さんと澤田
さんという先輩がいて、三菱銀行タイ支店長をされ
た方と三菱商事タイ支店で知っていて、初めて放置
自転車を寄贈するプロジェクトをクラブとして取り
組みました。そこから毎年クラブとして支援して
います、今年度、途中から図書などいろいろなも
のをやりました。2830地区は3330地区と浄水器を
やっていますが、うちのクラブは3360地区のクラ
ブを経由して、今でも続いています。そういうことも



▪ ▪67

地区研修・協議会｜全体研修

あって、2005年から毎年タイに行くたびにビチャ
イさんとお食事をご一緒しました。そのご縁もあり、
2016年に私たちのクラブの若い会員を励まして欲
しいと五所川原にお呼びししました。この時お呼び
して良かった。
　先ほど言いましたが、ロータリーの本質ってなん
だろう。ロータリーの基本に帰ろうというお話を
いただきました。彼曰く、ロータリーが誕生した
1905年から半世紀くらい、半分は職業奉仕、ロー
タリー哲学、自己研鑽など自分の内部を磨く。そう
した活動に力を入れてきた歴史がある。ただその後
半、特に近年は奉仕プロジェクトや寄付の促進、会
員増強、公共イメージ向上、まさに団体での活動だっ
たりする。その比重が会員増強や寄付の方向にばか
りいきすぎていないか。
　ビチャイさんはそういうものも大事だけれど、時
には立ち止まって自らの内側を見る目を忘れちゃい
けない。職業奉仕の大切さ、あるいは自分は何を大
事にしてロータリー活動をやっていくのか。そして、
自分を磨くということを忘れてはいけない、と言っ
ていました。この2つのバランスが大事だと、まさ
にそう思います。私たちはいろいろな意味で、この
2つを大事にしてこれからやっていかなければいけ
ないとビチャイさんから改めて教わった、そう思い
ます。
　実はこのとき弘前城にお花見に行きました。うち
のクラブの若い会員はちょうど4月25日に、いつ
もより満開の花が咲いていて、朝早くから行ったの
で、弘前城の真ん前、一番いいところでお花見をし
ました。ビチャイさんはそのとき90歳だったので
すが、90年間の人生の中で一番楽しかったと言っ
てくれました。私は津軽の正しい花見は飲んで、食っ
て、寝っ転がって、この弘前城を見て、その周りの
花を見て、さらにその向こうに見える岩木山を見て、
ああ幸せだな、これが花見なんですよ、と教えまし
た。ビチャイさんに教えられたことはたくさんあり
ますが、人生でビチャイさんに教えたのはただ一つ。
だけど正しいことです。
　私がビチャイさんと会って一番感心したのは、立
ち振る舞いの見事さ、美しさです。いつ会っても素
晴らしい。こういう人になりたいと今でも思います。
　改めてこれからの「ロータリーの礎石」という言
葉でビチャイさんは言いますが、ロータリーには2
つの礎石、土台がある。1つは親睦、1つは職業奉
仕。大事な言葉だと思います。
　さて、親睦。皆さんどうでしょう。ちょっと考え

てください。親睦って何でしょう。あるいはロータ
リーが目指すところの親睦ってどういうことなんで
しょう。どなたか言える方はいらっしゃいますか。
　そのまま読むと、親しみがあって仲睦まじく仲良
くするのが親睦。でも、それだけで表現するとやは
り深みはない。ロータリーが目指す親睦って何で
しょう。皆さん遠慮して言わないと思いますが、フ
レンドシップです。これは何を意味するでしょうか。
お友達とか家族とか知り合いだから、社員の方とか
ではない。誰に対してでも親しみをもって仲良くす
る。これはなかなかできないです。私は特に好き嫌
いが激しいからなかなかできない。努力してもいま
だに到達できない。
　すべての人への立ち振る舞いも、見事な、美しい
立ち振る舞いを目指すべきだと、私はロータリーの
親睦と思います。そこからその人の信頼関係が認め
られて、人間関係、信頼関係が構築されていくと思
います。ロータリーだけに限らず、難しいことでは
ない。生きてきてそう思っています。
　ビチャイさんはロータリーの礎石を親睦と職業奉
仕と言いましたが、奉仕って何でしょう？　たぶん
皆さんなりの言葉があると思います。ポール・ハ
リスは Service より Useful。まさに役に立つこと。
たぶんロータリーの奉仕を的確に表している言葉だ
ろうと、ハリス自身も言っています。人の役に立つ
こと。でも、世界で働いている人は、その仕事にお
いて社会に貢献していることは間違いない。
　私たちが目指すところの奉仕は何だろうと考える
と、斉藤堅治さんが言っている言葉で「奉仕、すな
わち生き方なんだ。特別何かをすることではなく、
立派な生き方をすることこそ、それが奉仕だ」。だ
から今日はロータリーみんなで奉仕を学ぶ奉仕、明
日は自分で。そうでなくて仕事をしているときも、
こうやってみんなで社会活動をしているときも、勉
強しているときも生き方そのものを高める。それが
奉仕なんだよ、ということを斉藤堅治さんが言って
います。
　私はこの言葉を借りて「世のため、人のために尽
くして生きること、それが奉仕」。ロータリアンだ
けが奉仕するわけではない。でも、仕事と奉仕とい
うものを大事にして生きていくことを、私はロータ
リーに入って学びました。ビチャイさんから教わっ
た一番のものです。これからも親睦と奉仕を積み重
ねて生きていきたいと、そう願っています。
　まとめになります。あらゆるロータリーの活動は
親睦と奉仕が絶妙に調和して、それを積み重ねるこ
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とが一度しかない私たちの人生を最高のものへと導
いてくれる。ですから親睦と奉仕の積み重ねは世の
ため、人のためであるけれど、自分の人生を豊かに
するためのものでもある。と思い、私はロータリー
活動をして生きています。
　ロータリーは親睦と奉仕の積み重ねです。これは
答えではなく、私はこういう言葉で表現しています。
皆さんは皆さんだけのロータリー哲学、これをきち
んと確認して欲しいと思います。これは自分の言葉
で、自分が一番納得する言葉で確立して欲しいと思
います。
　最後に「和気満堂」です。初めて聞いた時は訳が
わからなかったです。築舘さんはすごく思いが強い。
2018年にクラブの会長だったときから、テーマと
してこの「和気満堂」を掲げていた。これは有名な
禅寺に掛かっている和気満堂の額です。「和気、堂
に満つる」。大事なのは“堂”なんです。“堂”とい
うことは、例えばロータリー、今日のように協議会
であったり、地区大会であったり、あるいはプロジェ
クトをしているときであったり。その時に和気が、
和やかな心が、その会に、その場所に満ちている。
これはロータリーだけでなく、たぶん世界に満ちて
欲しいという意味で、築舘さんとしてはよく探した
なと褒めるくらい素晴らしい言葉だと思います。
　“和気”は先ほどもいいましたが、親睦と奉仕だと
思います。奉仕の心です。だから、例会でもそうだし、
こういう協議会でもそうだし、プロジェクトクトでも
そうだし、奉仕の心に満ちる。その状態だったら絶
対素晴らしいことがいい組織としてこれから活動し
ていけるし、それがロータリーだけでなく、世界中
に奉仕の心が満ちて、そう信じたいと思います。そ
ういうテーマを築舘さんが掲げてくれたので、次は
みんなで一歩ずつ近づける私たちの活動にしたいと
思います。
　これからも「ロータリーに思いをつなぐ」という
田中さんのテーマが十分に皆さんにも伝わり、次に

「和気満堂」を実現する1年間にみんなでしていき
たいと、そう願っています。終わります。ありがと
うございました。

　今年度はロータリーの友の表紙は障がい者のアー
ト作品で、表紙が飾られています。絵であったり、
工作のものあったり。障がい者雇用、DＥI に通じ
るものがあると思います。
　ロータリーの友のデジタルアーカイブの提供開
始についてです。ロータリーの友ですが、創刊は
1953年7月になります。ロータリーの友も紙ベー
スでは70周年を抱えることになりますが、2014年
から電子版が見られるようになりました。さらに利
便性をあげるために昨年2022年7月より、アーカ
イブスがスタートしました。こちらは整理、検索、
閲覧、共有という4つの基本機能を高レベルで実現
することが可能になっています。とても役に立つアー
カイブになっています。
　ロータリーの友のホームページを開きますと、上
の方に電子版とありますので、そこから入ってい
きます。ID とパスワードを求めてきます。こちら
の ID とパスワードは1クラブにパスワードが配布
されています。皆さんでないと自分のクラブのパス
ワードを取得することができませんので、確認をし
てください。
　パスワードはセキュリティの観点から半年ごとに
変更されます。半年ごとにきちんと確認をしていた
だきたい。請求書の右下に電子版 ID、パスワード
が表記されています。皆さんのクラブの請求書のみ
確認できます。
　ログインしますと、アーカイブ初期画面の本棚に
毎月のロータリーの友がずらっと並んでいます。上
には検索の項目があります。例えば、奉仕活動の「モ
ノモーションフード」を読み返していろんな情報が
欲しいな、ということで検索してみたいと思います。
　検索してクリックします。そうすると該当する書
籍が検索されました。全部で22点がヒットしまし
た。ページ数にして2ページあることを確認します。
その次は縦スクロールバーで移動して、どれを読み

ロータリーの友
地区代表委員　

石川 佳共子
青森ＲＣ

「ロータリーの友」
デジタルアーカイブスについて
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たいか探して、読む場合は文章をクリックしてその
記事に飛んでください。すると該当の記事の中で

「子ども食堂」というキーワードにヒットした欄に
赤いマーカーが得られます。それでこの記事が確認
できます。下の拡大をクリックすると記事も大きく
読み取れます。その検索画面を閉じる場合は、上部
のタグをクリックしてください。現在は2017年６
月号を開いていますが、隣のアーカイブをクリック
すると、また検索、22件ヒットした画面に戻るこ
ともでき、先ほどの検索結果が残っているので、い
ろいろ読み比べたり、見比べたりということができ
ます。
　このキーワードはさきほど「子ども食堂」で検索
しましたが、さらに年代で検索できます。例えば、
子ども食堂に2830地区を盛り込むことも可能です。
そのページが必要であれば、プリンターのアイコン
からプリントすることもできます。もちろんページ数
の指定もここで可能になります。年代を絞って検索
する場合、これも1年毎に絞り込むことができます。
　紙で読むからいいということもあると思いますが、
他のクラブや過去にさかのぼって自分のクラブを確
認したり、奉仕活動で他はどういうことをやってい
るかというヒントが得られますので、ぜひ各クラブ
で「ロータリーの友アーカイブ」を活用していただ
きたいというのが皆さんへのお願いです。こういう
アーカイブの活用の仕方のほかに、どうやったら

「ロータリーの友」をみんなが楽しく読めるのかと
考えると、やはり一番は自分のクラブの記事が載る
ということだと思います。自分のクラブが今月号に
載ったとなると、例会で皆さんに見ていただけます
し、「ロータリーの友」への距離も縮まると思います。
　各クラブいろいろな奉仕活動、いろいろな活動を
されてクラブを運営されていますが、ぜひ取材をし
て欲しい、投稿のお手伝いをして欲しい、ロータリー
の友に関してもっと詳しいことを教えて欲しいとか
ありましたら、私にご連絡ください。
　築舘年度も引き続きガバナーと一緒に、公式訪問
で全クラブを一緒に回ろうと思いますので、その時
にご相談くださってもいいですし、いつでも皆さん
の助けになるのが私の立場ですので、どうぞよろし
くお願いします。

　本日は地区キャラクター「ロータくん」のご紹介
をさせていただきます。
　「ロータくん」は国際ロータリー第2830地区の存在
や活動内容をより多くの人々に PR するという、築
舘ガバナーエレクトの熱い要望でできあがりまし
た。昨年、県内のインターアクトクラブを対象にキャ
ラクターデザインを募集し、八戸学院光星高等学校
インターアクトクラブの作品が採用されました。
　用意されているのがデータと着ぐるみです。デー
タの扱い方としてデジタルサイネージのデータにな
りましたので、ご紹介します。これは音声がまった
く入っていませんが見ていただきたいと思います。
ポリオ根絶活動をしたデジタルサイネージのデータ。
　活用方法として、キャラクターデータとしては各
会員の案内文書、広報の片隅に付ける、ピンバッチ、
ガバナー事務所のサイトにも掲載されています。公
式の facebook もありますので、後ほどご覧ください。
　着ぐるみは今、来期に間に合うように製作途中で
す。さまざまなイベント、奉仕活動、いろんなとこ
ろで使っていただければと思います。キャラクター
データは本日各クラブに配布させていただく予定で
す。向上委員会と八戸クラブが事務局として目下製
作中ですので、合わせて管理して各クラブに貸し出
す予定としています。「ロータくん」の着ぐるみ動画、
こちらも作成予定となっています。出来上がり次第、
各クラブにご案内させていただきます。
　そして、次年度のガバナー公式訪問時にクラブの
どなたかに「ロータくん」を着ていただきたいと思
います。ガバナーエレクトが着ぐるみを積んでいく
と宣言していますので、どうぞよろしくお願いしま
す。これは初めてのことですので、できるだけ持続
性を持たせるためにいろいろなご意見をいただきな
がら、みんなで一緒になって楽しみながら進めてい
く。そういうことですので、どうぞよろしくお願い
いたします。

公共イメージ向上
委員長　

橋本八右衛門
八戸ＲＣ

「ロータくん」の運用について
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　築舘エレクトからもお話がありましたように、全
員 My Rotary にきちんと登録してください。最初
に先ほど集まっていただいた皆様には、アカウント
をお持ちですかというお話しからスタートさせてい
ただきました。９割以上の方々はお持ちで、会員の
ページに進まれたり、ラーニングに進まれたりとい
う皆さんも多くいらっしゃいましたが、まだ何名か
はアカウントもとれていないという方もいらっしゃ
いましたので、ガバナー補佐や PC に詳しい皆さ
んに協力いただきながら、先ほど全員登録させて、
アカウントを取ることをやっていただきました。お
陰様で何とかうまくいったかと思います。
　実際に次年度の目標というところまで進んでいただ
いた会長さんもいらっしゃったように聞いています。1
時間弱という厳しい時間の中でやっていただきました
が、これから皆さんクラブに帰って、目標を設定して
いただければと思いますので、よろしくお願いします。

　当委員会の報告とクラブ奉仕について、RLI 方
式でのディスカッションをさせていただきました。
①委員会の報告です。
◦次年度がスタートしてすぐの7月９日㈰13時か
ら15時、はまなす会館にて委員会を開催します。

部門別会議報告

委員長代理　

欠畑 茂治
十和田東ＲＣ

ロータリー・リーダー・シップ研究会

R L I委員会

南グループ
ガバナー補佐　

吉田 賢治
八戸南ＲＣ

次期会長・幹事・会計部門

◦ BF 研修会を次年度は二度行います。2023年10
月15日ファラジール、2024年３月10日を予定して
います。
◦次年度 RLI に関しましては予定をしてあります。
2023年11月11日㈰12:00 ～はまなす会館。本日
お集まりのエレクト、幹事の皆さんは最後次年度に
申し送っていただくことをお願いします。
②クラブ奉仕についてのディスカッション
　「クラブ奉仕とは何」ということから始まり、
RLI 委員の最上さんが DL を務め、私は書記もし
ながら発表もせよということで、RLI 方式でした。
RLI の経験の少ない方は半数以上でしたが。最上
ディスカッションリーダーの上手いリードでいろい
ろな意見を引き出すことができました。いずれにし
てもクラブに参加をし、参画をして、さらに魅力あ
るクラブを作り上げていきましょう。併せて八戸東
ロータリークラブで100％例会出席を継続されてい
るクラブから３名の方々に出席をいただきました。
また RLI 委員で、去年の青森ロータリークラブ会
長から同好会のお話も伺いました。
　いずれにしても、この RI また地区の主役はそれぞ
れのクラブで、クラブの主役はメンバーであるという
ことです。そのクラブが活性化するためにこの活動方針
をしっかりと伝える必要があるだろうとのことでした。
　最後にわれわれの分科会に元 RI 理事の黒田正宏
パストガバナーも参加いただき、講評をいただきま
した。DL の進め方についてもおっしゃいましたが、
もっと参加したメンバー同士のディスカッションが
進むように DL は引っ張ったらどうなんだという
お話がありました。我々にとっても原点を確認する
体験だったことをご報告します。

　会員増強委員会、今委員長が欠席のため、私が代
わりに発表させていただきます。
　当委員会は会員増強、ポリオ根絶、DＥI の精神、

委員長代理　

三浦 敏明
十和田八甲ＲＣ

会員増強部門

クラブ拡大・会員増強委員会



▪ ▪71

地区研修・協議会｜部門別会議報告

　我々の委員会はアドバイザーとして今井パストガ
バナー、成田直前ガバナー、地区委員 3 名の 15 名
でいろいろとお話をさせていただきました。
　地区目標としては午前中も説明いたしました①地
区公式キャラクター「ロータくん」の活用。②会員
増強委員と連動した各クラブの訪問卓話。③世界ポ
リオデー。こちらのハイブリッド参加。各委員と協
力しての PR 活動。この３つの目標を掲げています。

委員長　

橋本八右衛門
八戸ＲＣ

公共イメージ向上部門

公共イメージ向上委員会

My Rotary を使う。これが活動計画です。会員増
強に関して、いろいろ検討したわけですが、まず会
員を勧誘するためには熱意を持つ。特に女性会員を
増やそう。私は若い方に多く入ってもらうのがいい
のではないかと思います。ローターアクトクラブも
今は制限がなくなりましたので、社員の方やいろい
ろな方の制限がありませんので、年齢的にもロータ
リアン共々、会員増強してはと考えております。内
容の充実した会にするということです。
　退会をする方が一番多いのは12月末だそうです。
それは何故か。会費を払う時期がだんだん近づいて
くるということで、いつ辞めようかと考える方が一
番多いそうです。家族会員、家族ぐるみで食事や花
火大会に誘うことによって、まず会員増強になるの
ではないかと思っています。
　例会の内容ですが、例えばあるところでは、月々
にワインを飲む会を作って、会費を 1 ～ 2,000 円
で集めていたのですが、だんだんワインが高いとい
うことで人が集まらなくなったそうです。そこで、
もっと会員のほうにお金を使って充実した内容にす
ることが上げられました。
　以上ですが、2830 地区では 1,100 名ですので、
これを何としても 1,200 名に増強するべく、我々
増強委員会は一生懸命頑張ります。1クラブ1名以
上増強すれば 40 名になります。何としても委員会
全員で会員を増強することに頑張りたいと思います。

　さらに午前中に説明させていただいた「ロータく
ん」運用に関して、もう少し詳細を皆様に説明し、
いろいろな意見をいただいた次第です。こちらの想
定としては、地区委員の方たちは PＥTS でも話し
ていてどうかと思いましたが、地区のクラブの方々
からはどちらかと言えば、非難ごうごう的な意見を
いただくと思ったら、意外と前向きなお話をたくさ
んいただくことができました。そしていろいろと、
これはどうなの、あれはどうなのという疑問や指摘
もいただいています。これを改良して、皆さんのク
ラブにガイドラインとして伝え、本当に活用しやす
いように「ロータくん」を引っ張っていきたいと思
います。
　最後に両アドバイザーからもコメントをいただ
き、やはり会員増強、イメージ向上というのは会員
増強につなげるためにやるのが前提で、それをやり
ながらいい循環を作っていきましょうと。正直なと
ころ、「ロータくん」を作ったことで、委員会の予
算がないということを少し強調しすぎて申し訳な
かったのですが、それでは今年の公共イメージ委員
会は知恵と体力で頑張っていきましょう。そういう
コメントをいただきました。本当だと思います。ク
ラブのいろんな方たちから前向きなお話をいただ
き、それに勇気づけられましたので、精一杯頑張っ
ていきたいと感じた次第です。
　ロータリーのインパクトになっているポリオも大
切です。世界ポリオデーは 10 月 24 日、地区大会
が 10 月 21 日で、そちらも何らかのアクションが
ありますので、一生懸命 PR したいと思います。ぜ
ひ、委員の方は今日参加された各クラブの方も当然
ですが、ここにいらっしゃる皆さんに温かい目で

「ロータくん」を見ていただき、応援していただく
よう声がけをしていただければ幸いです。
　頑張っていきますので、引き続き応援をよろしく
お願いします。
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　私たちは地区補助金委員会、グローバル補助金委
員会、資金推進委員会、平和フェローシップ・奨学
金・学友委員会、ポリオプラス委員会の６つの小委
員会を持っている財団部門です。先ほど山崎、村井
両パストガバナーをアドバイザーに迎えて委員会を
開きました。６つの小委員会担当部門は、また後程
ご説明いたしますが、包括的なことを申し上げます。
　基本的に財団部門は財団ハンドブックを作製して
おり、これに資金の流れ、大きな仕組みについてお
伝えしましたので、これを基に各クラブに持ち帰っ
て、伝えていただきたい。
　特に地区補助金、青森県2830地区は40ロータ
リークラブがありますが、現年度は10クラブが地
区補助金事業をやっていない。そこで田中ガバナー
の公式訪問について行き、ぜひ次年度は地区補助金
事業をやっていただきたい、ということで特にこの
10クラブに働きかけたました。そのうち６クラブ
が新たに行うということで、まだ4クラブ残ってい
ます。やはり実際に各クラブに足を運んで、ガバナー
のお出でになったときに委員長が付く、ガバナーエ

　先ほど委員会でご説明しましたことをかいつまん
で報告させていただきます。
　まず2015年から始まり、今年度で8年目になり
ます「じょっぱり経済学」は地区事業としてロータ
リアンの方々に青森大学で毎週水曜日、2時40分
から90分の講座を設けていただいています。7月
の最後まで全部で10回ほどあり、個々にロータリ
アンから職業奉仕、自社の経営を学生に伝えていた
だくという活動をしています。これは大学に単位を
付けていただきますが、今は講義をしていただくだ
けです。感想文を学生が出して、それを大学側で整
理するということで、現在始まっているのは昨年度、
三上委員長が段取りをした構成です。私の年度では
来年の５月から始まることになります。
　ここには今まで30名ほど登録していただいた講
師の方々がおられます。実際に聴講されたロータリ
アンの方からお話を聞きますと、自社の会社の棚卸
にもなります。学生さんにはいろいろな事業がこの
地域の中で存在するということを理解していただ
く。結果として将来の自分たちの会社の仲間に迎え
入れる、そういうチャンスでもあるのではないかと
私自身も感じています。
　8年目になりましたので今後、南グループの中に
も大学がありますので、同じようなことをやって
みたいと、 今年度は模索していきたいと思います。
ロータリアンの内から講師としてご協力いただける
方々を、各クラブにお願いしていきたい考えです。
実際に一部自社の内容を、説明だけでなく、将来の
自分たちの仲間はどんな人材を、どんな仕事ができ
るのかを具体的に説明できる90分だと認識してい
ます。
　他には職業奉仕月間、社会奉仕月間があります。
職業奉仕は1月、社会奉仕月間は10月ですので、
これも例会の中でフォーラムをやっていただくこと
もお願いしています。併せて10月はポリオデーで

委員長　

佐藤 健一
青森ＲＣ

ロータリー財団部門

ロータリー財団委員会

委員長　

岩岡 隆雄
八戸東ＲＣ

社会奉仕・職業奉仕部門

社会奉仕・職業奉仕委員会
もありますので、ポリオ撲滅の募金活動もお願いし
ています。
　職業奉仕と社会奉仕が一緒になっていますが、ど
ちらかというと職業奉仕を生かすことによって、そ
の実践が社会奉仕にもつながっていくという部分が
あります。各クラブの中で前回のプログラムを見直
ししながら、新しいクラブの社会奉仕活動を検討し
たいということであれば、ぜひ My Rotary をご覧
になっていただく。またインターネット等でも地区
は違うかもしれませんが、いろいろな奉仕活動の情
報が載っていますので、それを参考にしながら、こ
の地域の中で新しい奉仕活動の模索と実践を行動に
移していただける、そういう運動にしていきたいと
思っています。
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レクトまで付いて、そこで語りかけた成果だったと
思います。
　ということで、36 クラブに応募していただいた
わけですが、問題はやろうと思ってもなかなかでき
ない、会員が一桁になってしまった、例会を開くだ
けでも大変だというところがいくつか残っていま
す。これは後ほどガバナーからもアドバイスをいた
だきましたが、財団部門だけではどうにもならない
ことです。やはりクラブ全体を元気にできないと、
クラブの活動自体が決まらずなかなかできない。こ
の点についてはすべての当地区のロータリアンの皆
さんのお力を借りて、各クラブの了解を取ることに
合わせて、私も伺いたいと考えています。
　グローバル補助金の世界では、特にタイの 3330
地区の浄水器設置費用および医療病院の医療施設整
備事業等で大変順調にきています。ただずっとタイ
の水事業をやっており、これでいいのか。もっと広
く地区内の意見を集約する必要があるのではとなり
ました。グローバル補助金による奨学生は、このと
ころ1人くらいずつ送り込むことができています。
その成果をみながら、今後また継続して参りたいと
思います。
　資金推進については、推進委員長が大変苦労して
いるわけですが、本日もまたオリコカードが来て、
ロビーで PR していますので、ぜひ資金推進委員長
のアピールを聞いて、カードでの支払い、またクラ
ブでの飲み会の支払いもオリコカードをたくさん
使っていただくと、誰も痛まず、かつポリオへの寄
付金が送られるということになるわけです。まして
や田中年度の最後にまだ4つの０クラブがあると聞
いて、これは月報に出てしまいますので、何とか０
クラブがなくなるようにと思います。
　ポリオプラスについては大変苦労しています。後
ほど森内委員長からお聞きいただきたいと思いま
す。私費で現地に行って参加することは難しいとい
う方には、新しく T シャツを買って参加いただく
という手法を考えているようです。ぜひ皆さん方の
ご協力をいただいて、ポリオプラスの参加を幅広く
行えればいいかと思います。

　地区補助金事業に参加することで波及効果がある
ことはご存じだと思います。公共イメージの向上に
つながることです。昨今テレビや新聞等に公共イ
メージの実績等で出ていることが多々ありますの
で、これからも地域でテレビ、新聞等をイメージし
て大きな力になるように賛同プランをよろしくお願
いします。
　今回の地区補助金のスケジュールの確認ですが、
３月25日までに33クラブから申請書が上がってき
ました。先週精査いたしましたところ、若干不明な
部分がありまして、各クラブに問い合わせをしてい
ます。会長と会長エレクトのサイン欄があるのです
が、会長エレクトが決まっていないクラブが３クラ
ブほどあります。これは早急にクラブに知らせ、エレ
クトが決まり次第、原本を委員長に送ってください。
　一括して東京事務所に33クラブを申請します。
そこで厳しくチェックされると、また内容が不備、
そういう活動に何万円使った、何千円使ったなどの
細かいチェックが入ってきます。その都度皆さんに
フィードバックしてお尋ねしますので、明快な回答
をお願いします。
　7月になると財団のセミナーが開催されます。こ
れは前年度の活動が終わった６月までの報告書を基
に、内容を皆さんと私たちの会議の席上で発表しま
す。さらに最終の申請金額の新年度分が出てきたら、
それについてもまた報告をします。そういう会議が
7月にあります。早ければ7月中に皆さんに決まっ
た申請金額のプロジェクト金額をお支払い、お振込
みできるように頑張っていきたいと思っています。
　再度皆さんにご連絡しますが、地区補助金で使っ
てはいけない項目が何件かあります。私が最近気付
いた部分で、これは補助金にはそぐわないというの
がありましたのでお話します。それは見積書の中
に、「昼食代」が上がってきます。その中にロータ
リアンの昼食代が入っているのであれば、それは昨

委員長　

小田桐 隆夫
むつＲＣ

ロータリー財団部門

地区補助金委員会
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　資金推進委員会では３つのお願いがあります。①
基金について　②寄付金０クラブが０になりますよ
うに　③ロータリーカードの取扱いとお願いです。
①基金の一人当たりの目標は年次基金が一人150ド
ルで、ポリオプラス30ドルで田中年度と一緒です。
②０クラブを０にする　先ほどパストガバナーと部
門別会議で話をさせていただいたときに分かったの
ですが、５年ほど前に０クラブ０というのをリー
ジョン全体で達成して、称賛を浴びたということが
あり、それ以来０クラブ０というのをプロジェクト
で取り組んでいるようです。
　先ほど委員長からもお話がありましたが、もう少

委員長　

小林 俊一
青森ＲＣ

ロータリー財団部門

資金推進委員会

　グローバル補助金は、タイ3330地区と2012-13
年度から始まりまして、ちょうど今年度で10年に
なります。主に水事業をこれまでやって参りました
が、コロナ禍になりまして医療支援なども先方の要
請で取り組んできました。先ほど佐藤委員長から順
調にいっているというお話がありましたが、私から
は具体的な数字を上げて、イメージしていただくよ
うに金額を出させていただきます。
　まず、昨年度は医療支援と水事業を行いました。
水事業に関してはタイの南部のエリアですが、タ
ゴンシータマランド小学校および幼稚園に水の浄
水器の設置で、当地区から15,000ドル、先方の地区
の DDF で6,100ドル、ワールドファンドの上乗せが
80％あり16,900ドル、合計で38,000ドルの事業で、
浄水器の設置ならびに保育園のトイレの改修工事、
排水設備工事を行いました。この３月15日～ 20日に
かけて佐藤委員長ならびに工藤パストガバナーご夫
妻が現地に行って確認しましたが、非常に重宝され、
現地の方々が喜んでいることを拝見して来ました。
　また医療支援ですが、本年度はサンプラン病院に
おける高齢者のための眼科治療プロジェクトという
ことで、バンコク郊外にある国立サンプラン病院に
白内障のスクリーニング検査装置の寄贈。眼科手術
におけるバイタルモニタリングツールの支援として
測定器、交換機の測定器、血中酸素飽和濃度測定器、
外部血圧計など支援しています。金額的には当地区

委員長　

川﨑 益美
八戸北ＲＣ

ロータリー財団部門

グローバル補助金委員会

今の奉仕ボランティア活動では認められることがな
くなりました。ロータリークラブでもチェックして
います。今後ロータリアンの昼食代はなし、という
考えでやっていただきたい。また、補助金を数万円
もらって、それを商品券に切り替えてそれをイベン
ト支払いにするのもダメです。こういうこともしな
いようにお願いします。最近気が付いた、いけない
ことについてお話ししました。

の DDF15,000ド ル、3330地区 DDF で21,000ド
ル、ワールドファンドの上乗せ分28,800ドル、合
わせて64,800ドル（約900万円）程度の事業にな
りました。
　次年度の予定ですが、先方から要請があるのは水
事業は非常に上手くいっていて、向こうの小学校は
当地区をお願いしたいというのは順番待ちのよう
な状況になっているのを肌で感じてきたところで
す。次年度は水事業が概ね15,000ドル、医療支援
は5,000ドル程度支援する計画ですが、詳細は財団
関係者ならびにガバナーと詰めて支援していくこと
になると思います。
　以上、10年続いてきて、当地区からの支援も現
地では非常に感謝されていることを理解しました。
機会がありましたら、記録写真を撮ってありますの
で、クラブを訪問して状況を皆さん広報させていた
だきたいと思います。
　先ほどの部門別会議で、ずっとそういうことを
やっていていいのか、というご指摘もありましたの
で、今後関係者の皆さまとご相談しながら、別な取
り組みも視野に入れながら頑張っていきたいと思い
ます。



▪ ▪75

地区研修・協議会｜部門別会議報告

しのところまで来ています。4クラブほど０の状態
が続いています。あと1か月ほどありますので、ま
たお願いとして、各クラブでは奉仕活動など頑張っ
ていらっしゃいますが、期限切れもありますので、
ぜひ早めの取り組みとお気持ちの形を出していただ
きたいと思います。
③オリコカードとダイナースカードのコーポレート
カードでロータリーカードを使っていただいて、お
支払い金額の0.3 ～ 0.5％がポリオプラスの活動資
金に寄付されます。皆さんにオリコカードかダイ
ナースカードのコーポレートカードのご利用とホル
ダーのお願いです。
　オリコカードは個人カード、法人カードはコーポ
レートカードです。個人カードは手元の資料にあり
ます、こちらの冊子の QR カードもしくは2830地
区の HP にショートカットを貼り付けていますの
で、そこからお申し込みができるようになります。
コーポレートカードは今のところそれしかないので
すが、本日オリコさんにわざわざお出でいただきま
して、ブースを設置しました。本日に限り、書類で
の申し込みを受け付けてくれますので、サイトイン
で申し込みができない方はこれをご利用いただき、
オリコカードの申し込みをお願いします。年会費無
料です。ご利用お願いします。
　ダイナースカードのご利用はコーポレートカード
です。クラブの法人カードのホルダーになり、決済
をダイナースカードでしていただきたい。オクトン
さんの購入のお支払いであるとか、人頭分担金のお
支払いをダイナースカードでしていただきますと、
大きな奉仕のお手伝いになります。本日は会場の皆
さんの資料にはダイナースカードの申し込み書を入
れてあります。こちらは書類からでないとお申し込
みできませんのでご利用ください。
　新会員向けにロータリー会員ではないオリコカー
ドをホルダーするカードをお持ちいただくと、ロー
タリーのマークの入ったカードが入ってきますの
で、ぜひ会員証の代わりに勧誘していただければと
思います。

　この委員会は平和フェローシップ奨学金、地区補
助金奨学金、グローバル補助金奨学金、学友の担当
になっています。
　平和フェローシップ奨学金はなかなか狭き門で、
日本でも国際基督教大学と海外の大学が提携大学に
なっていて、その大学に入って国際平和等々を勉強
するということです。
　うちの地区で実績のあるものはグローバル補助金
と地区補助金奨学生です。地区補助金奨学生に関し
ましては、対象は高校生以上、進学先は国内県内で
も可能です。研究分野に関しましてもまったく制限
はありません。奨学金は年間30 ～ 60万円。期間は
1年間です。
　グローバル補助金奨学生に関しては、対象は大学
院生以上、進学先は国外に限定されています。研究
分野はグローバル補助金の7つの重点項目、平和構
築と紛争予防、疾病予防と治療、水と衛生、母子の
健康、基本的教育と識字率向上、地域社会の経済
発展ということに合致しないと奨学金をもらえな
いことになっています。奨学金の金額は年間最低
30,000ドル程度、期間は原則として1年というこ
とです。当地区の実績としては成田年度に須藤さん
という学生がロンドン大学に留学しました。ロンド
ン大学に留学しましたが、コロナの影響でリモート
で事業を受けて卒業して、今は JICA に入ってブー
タンで活躍しています。
　田中年度に関してはむつ総合病院の27歳の千田
ドクターがアメリカのロズウェルパークがんセン
ターに行って勉強しています。彼はむつ総合病院で
いくつもがんの手術をしており、アメリカのロズ
ウェルパークがんセンターは非常に有名なところだ
そうで、恐らく日本に帰ってきても、がんの研究で
活躍してくれるものと思います。
　学友に関しては、そういうところに留学して青森
に残る方が少ないのですが、例えば先ほど紹介した

委員長　

工藤 真人
青森ＲＣ

ロータリー財団部門

平和フェローシップ・奨学金・学友委員会
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③皆さんご存じだと思いますが、現在ポリオの常在
国はパキスタンとアフガニスタンです。2月と３月
に行って投与しました。2023年度は12月と2024
年1月と2月は投与に行きたいと思います。皆さん
実費ですので申し訳ありませんが、ぜひとも現地の
状況を把握して、ポリオを身近に感じていただきた
いと思います。現地にはパキスタンポリオプラス委
員長のアジスさんがいらっしゃいますので、心配な
く参加できると思います。
　ぜひとも、T シャツの購入とパキスタンに一緒に
参加していただきたいと思います。

　本日の会議は田中ガバナー、沼田パストガバナー
をアドバイザーにして開催しました。国際奉仕は
ロータリアンの国際理解、国際親善、平和推進をす
るすべての活動を指します。よって、国際奉仕委員
会だけの負担でなく、皆さんがそういう活動をする
ことを目的としています。米山奨学生を預かること、
交換留学生を預かること、交換留学生を訪問させる
こと、このすべてが国際奉仕となります。と理解し、
各クラブでこうした活動をしていただければと思い
ます。
　ポリオワクチンの一斉投与が終わり、やれやれと
思っていましたが、今までインドのポリオ投与の責
任者をしていた方が実は教育的事業をやりたいとい
うことで、何とか協力してもらえないかということ
で、来年地区予算を300,000円いただきましたが、
200,000円程度ですが、持って行ってその事業に役
立てるようお渡ししたいと思います。９月、10月
11月あたりに行き、様子を見ながらお金を渡した
いと思います。皆さまのクラブにも同行していただ
きたいので、一緒に行ける方は再度インドを訪問し
て、教育的水準を高めるための事業にぜひ参加して
いただければと思います。

委員長　

白山 春男
十和田東ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

国際奉仕委員会

千田ドクターなどのポートレート等もベストルック
で届いていますので、その辺をガバナー月信などに
載せてご紹介したいと思います。
　いずれにしても、各奨学金の奨学生は随時募集し
ていますので、もしご推薦いただけるような人材が
いましたら、ご連絡いただきますようよろしくお願
いします。

　３つほど皆さんにお話しします。①ポリオ活動
出前授業　②ポリオ活動 T シャツを作製しよう　
③パキスタンのポリオ投与活動についてです。
①新世代にポリオの意義を周知するために動画を作
製しています。それを使用しながら各グループの委
員がインターアクトクラブの在籍する高校に出前授
業に行きたいそうです。成田ポリオ委員が第2670
地区の前田さんが製作された動画をもとにただいま
製作しています。インターアクトのみでなく、本当
は若い人へのポリオプラスの活動への呼び込みと興
味も得て、そこにつなげていきたいと考えています。
②ポリオ活動用のユニフォームとして T シャツを
作製しています。身に付けることによって連帯意識、
また楽しく活動しながら他のイベントでも着用でき
るように、特別に国際標準のポリオプラスカラーの
黄色をベースに製作しています。現在は青森モーニ
ングのデザイナーの須藤さんとガバナー補佐エレク
トの高瀬さんが製作中です。これを着用すると元気
が出ます。皆さんに購入していただきたい。いくら
かはお安くできるかと思っています。ぜひとも応援
してください。これを着ていない人が恥ずかしくな
るような感じまでもっていきたいと思います。よろ
しくお願いします。
　世界ポリオデーは10月24日です。地区大会が10
月22日にありますので、その時も大きなイベント
してウオークラリー、募金活動をしたいと思います。
ぜひとも皆さんの参加をお待ちしています。

委員長　

森内 忠良
青森ＲＣ

ロータリー財団部門

ポリオプラス委員会
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　当事業に関しては他所の多感な外国の子を預かる
という大変複雑で、ともすればハラスメントに至り
やすい事業ですが、学生を預っていただいている弘
前ロータリークラブの皆さんに感謝申し上げます。
さらに次年度、派遣学生のスポンサーの予定になっ
ております青森ロータリークラブの皆さん、特にク
ラブの青少年交換委員長の白鳥さんにおかれまして
は、次年度地区委員ですが、クラブの委員長という
立場でありながらも当事業に絶大なるご協力をいた
だいたことに感謝申し上げます。ありがとうござい
ます。
　今日の会議でお話ししたことについては、まず今
回、当青少年交換委員会は、国際奉仕、青少年奉仕
部門から離れて開催させていただきました。やるこ
とが複雑で、委員長一人では回せない部分、専門的
なところもありますので、本日お越しいただいた地
区委員の皆さんに対して、事業の説明をさせていた
だくことに重きを置きました。
　本日は青森クラブから白鳥さん、八戸クラブから
夏川戸さん、八戸東クラブ石橋さんに参加いただき
ました。
　今日の会議で提案があり、採択させていただいた
のは次年度派遣予定の学生、昨年は10月に選考会
議をして決めたのですが、それでは地区大会にご紹
介することができませんので、選考を９月に決めま
した。当初は10月の予定だったので、スケジュー
ル的に厳しいものがありますが、こちらは実施した
いと思います。今年の8月に派遣予定の青森ロータ
リークラブにスポンサーしていただく柴田怜音君は
平内町の松風塾高校の生徒ですが、派遣先も内定し、
₈月の派遣に向けて準備を進めています。インバウ
ンドの学生も内定しています。こちらも入国の準備
をしています。
　当事業に関して、派遣学生候補は一般の高校に対
して募集をかけています。ポスターをお配りしてい

委員長　

岡山 信広
六ケ所ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

青少年交換委員会
ます。各クラブの皆さんにご協力をお願いしなけれ
ばいけないのは、募集の方法です。クラブに学生さ
んが申し込む。クラブから地区委員会に申し込むと
いう段取りになっています。それがかなわない場合
には、学生が地区委員会に申し込みして、その上で
地区委員会とガバナー補佐が協力してスポンサーク
ラブを探す、ということになります。
　さらに、スポンサークラブにご用意いただかなけ
ればいけないのは、ホストファミリーを３ホスト
ファミリー、学生が通う学校をご用意いただく。そ
の2つを準備いただいてスポンサークラブになるこ
とになります。大変な思いもするでしょうが、学生
さんを受け入れることで、それを上回るような良い
こともあるはずです。ぜひともご協力をお願いしま
す。
　ロ―テックスは派遣学生経験者の皆さんの名簿を
集めて、その会を立ち上げたいと思いますので、そ
ちらの情報収集を委員会からさせていただきます。
よろしくお願いします。

　田中年度の当初よりいろいろ動いて参りました、
新インターアクトクラブ設立の件です。このほど、
学校そして予定しているロータリークラブとの話し
合いが順調に進んだという報告がありました。八戸
地区に新しいインターアクトクラブが誕生しそうで
す。これにつきましては、認証を受けるための書類
手続をできれば６月中に済ませていただいて、今年
度中に設立の運びになれば嬉しいと思います。その
節はまたご報告させていただきます。
　さて、次年度インターアクト委員会の活動ですが、
例年通り３つの柱があります。1つは年次大会の開
催。2つ目は「インターアクトの翼」の実施。３つ
目が顕彰の実施。この３つを柱にして、次年度も活
動を続けたいと思います。
　このうちインターアクト年次大会の実施は、コロ

委員長　

松山 隆志
野辺地ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

インターアクト委員会
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ナ禍ということで、ここ何年か ZOOM を使ったり
したこともありましたが、一堂に会することができ
ずにいました。このコロナもようやく落ち着きを見
せてきたということで、今現在、次回の開催につい
て模索をしているところです。例年であれば夏休み
期間中にこれを行い、発表などを行っていただくの
が通例ですが、取りかかりが遅くならざると得なかっ
たため、秋口でも冬場でもぜひ実施する方向で検討、
そして相談を進めていきたいと思っております。
　アクトの翼はこれもコロナの影響で３年ほど実施
できずにおりました。ようやく田中年度の今年の1
月に台湾羅東へ向けて子どもたちを派遣することが
できました。言うまでもなく、子どもたちの健全育
成のためもありますが、私たちロータリアン同士の
交流ということも含め、たいへん意義のある活動
だったと思います。2日間のホームステイを含めて、
子どもたちにとってはとても得難い経験をして、こ
れから先の成長にものすごく期待の持てるような結
果になったと思います。
　先ほど申しました通り、今年は実施できましたが、
羅東ロータリークラブの方々にとても喜んで感激し
ていただき、できれば、あちらからも日本に子ども
たちを連れてきたいというご提案がありました。こ
れにつきましては、やはり相互交流という観点から
も積極的に議論を進めて、準備ができれば実現する
という方向で考えています。ただし、ロータリアン
の方々の金銭的なことも含めまして、いろんなご相
談をさせていただくこともありますので、その際に
はよろしくお願いしたいと思います。
　顕彰制度につきましては、これまでコロナの影響
で活動自体できなかったインターアクトクラブのク
ラブ員たち、一生懸命やった子たちに顕彰して、糧
にしてもらおうということです。これからも続けて
いきたいと思います。
　次年度はこの３つの柱にプラスして、先ほどポリ
オプラス委員会から話がありました通り、築舘ガバ
ナーエレクトの強い思いにより、各インターアクト
クラブのある高校へ出向き、出前講座をインターア
クトクラブ委員会も積極的に推し進める、という重
要な指示を受けています。これにつきましては、関
連する委員会と協調を取りながら、私たちの持てる
力を十分に発揮させ、お世話クラブの方々への橋渡
しも含めて実行していきたいと思います。
　先ほどの委員会ではいろいろな意見を出していた
だきました。コロナの影響下で、各インターアクト
クラブは活発な活動ができずにいます。ともすれば

　柴田文彦委員長に代わりまして、活動報告を発表
させていただきます。
　ローターアクトクラブは、クラブの組織、運営、
資金管理等を自ら決定実施することができるように
なりました。また 30 才までの年齢制限がなくなる
などで自立を促し、ロータリークラブと同じような
活気ある変化が期待されています。しかしながら、
当地区の現状ではコロナ禍の影響で活動の後退化が
進んでいます。このことから、スポンサークラブか
らは継続的に力強い支援をお願いします。また、ス

委員長代理　

正部家 光彦
八戸ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

ローターアクト委員会

活動自体皆無の状態であるという報告もありまし
た。その中でこれから先、リ ･ スタートを図るにあ
たり、1つの目的を委員会として策定して、それを
各インターアクトクラブにお話することによって、
動議付けすれば良いのではというお話もありまし
た。大変貴重なご意見でしたので、これも検討して
いきたいと思います。
　ただ、話の中で今までできていなかった活動につ
いて、ロータリーの方々が話をしていくことで、少
しずつ活動を始めることができて、それに対する面
白さも手伝って、興味を持ったインターアクトクラ
ブが数的にも、そして内容的にもだんだんと充実し
てきている今日この頃であるという報告も1件あり
ました。
　このことから、やはり今までできなかったことも
含めて、我々ロータリアンとしてはお世話クラブの
方々を中心に、より強い関与をインターアクトクラ
ブにして、ともすればうるさいくらいに口出しをし
ながら、各クラブの方向性、そして活動について関
与していかなければと思います。そのことにつきま
しては、お世話クラブだけではなく、地区全体とし
て、子どもたちの健全育成の観点からも進めていき
たい。その都度お願いをさせていただきますので、
よろしくお願いします。
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　三浦基委員長が欠席ですので、メッセージを代読
いたします。
　ロータリー青少年指導者育成プログラム(RYLA)
は青少年18才から30才くらいまでに学びの機会を
提供し、その学びについて話し合い、話し合った結
果を発表し、それを公表し、表彰することでリーダー
の素養を育成するプログラムです。
　新型コロナウイルス感染拡大により、沼田パスト
ガバナー年度は中止、源新パストガバナー年度は
web 開催、成田パストガバナー年度は中止、田中
ガバナー年度で復活します。2023年６月３日～4
日、青森市国際交流センターで40人程度で1泊2
日での開催となります。講師予定は1日目は日本銀
行青森支店支店長・武藤一郎氏（青森 RC）、2日
目は有限会社秀寿司代表取締役・倉田秀美氏（青森
RC）となっています。
　築舘年度では前年度に実施してみての教訓を生か
し、ブラッシュアップさせ、1泊2日での開催に変
更はありませんが、開催場所、テーマ、講師につい
て委員会で話し合い、実行します。
　7月の年度初めの段階では地域内６グループすべ
てから委員を輩出いただく予定ですので、委員会

委員長代理　

百田　忠
野辺地ＲＣ

国際奉仕・青少年奉仕部門

RYLA委員会

ポンサークラブでないクラブでも奉仕活動実施の際
にはローターアクトクラブに声をかけていただき、
参加協力を要請して、共に活動していただくことを
お願いします。参考までに登録料は8ドル、学生は
５ドルです。
　活動計画として次の4つのことを考えています。
①弘前、八戸、十和田、むつ地区にある大学による
クラブの創設の模索。
②スポンサークラブを通して各クラブの実態調査を
する。
③地区ローターアクト委員会の設立。
④地区ローターアクト年次大会の実施。

の打ち合わせについて ZOOM を使用しながら、無
駄な移動のないように心がけます。花田年度では
RYLA 委員長は別の方になる予定ですので、委員
の皆さん、地区内青少年奉仕委員の皆さんは、次年
度は自分が委員長かもしれないという気持ちを持ち
続けていただくようお願い申し上げます。
　現在決定しているのは開催日程のみです。2024
年６月8日㈯～９日㈰を予定していますので、皆さ
まにおかれましてはスケジュールを開けていただく
ようお願い申し上げます。今後ともご支援ご協力を
重ねてお願い申し上げます。

　米山奨学部門ではアドバイザーに北山パストガバ
ナー、鈴木パストガバナー、地区委員５名、会員３
名の計10名で話し合いました。はじめに米山奨学
記念事業について、私から説明をしました。その後、
米山は寄付なので、各クラブで寄付の集め方はどう
しているのかな。どんな感じだろうということで各
クラブから話していただきまました。
　新会員の中には米山って何だべ？　ただ金をとら
れていると思っている会員もいるという話もありま
した。寄付の集め方も紙に名前を書いて入れる、金
額を書いて受付で出す、などさまざまありました。
　今回参考になった素晴らしいお話があります。会
員に米山を理解してもらうために、平内の米山梅吉
記念碑を訪問して、米山梅吉を少し勉強してみよう。
そのことで寄付をすることの意味を深めたいという
クラブがありました。これは大変素晴らしいことだ
と思います。
　次年度は普通寄付3,000円以上。特別寄付は驚か
ないでください、2倍の20,000円にしました。ぜひ
米山事業を理解して缶でも瓶でも袋でも、なんでも
いいので集め方を工夫して目標達成をお願いしたい
と思います。
　今年度も奨学生の卓話を実施しています。これか

委員長　

野坂 幸子
野辺地ＲＣ

米山記念奨学部門

米山記念奨学委員会
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　今回は新会員の方々の参加がなかなか伸びなく
て、8名の方に参加いただきました。ご紹介します
と八戸北 RC 田村隆直さん、吉田美登紀さん、八戸
中央 RC から長谷部美智子さんと畑内一輝さん、八
戸 RC から種市良雄さん、五戸 RC から若宮麻生さ
ん、八戸東 RC から角英明さん、青森 RC から藤川
聡さんの 8 名です。
　この地区研修協議会は新会員部門の分科会があり
ますので、次年度以降、皆さんのクラブの新入会員
の方に参加していただき、いろいろ学びの機会があ
ればと思いますので、よろしくお願いします。
　きょうの分科会では鐘ヶ江パストガバナーにアド
バイスをいただき、私が進めさせていただきました。
資料として準備したのは「ロータリーの基本情報」。
これは My Rotary でダウンロードできるものです
が、せっかくなので冊子にして皆さんにお配りした
いとご用意しました。40 ページほどの冊子なので、
これに基づいてロータリーの基本ということでお話
しながら、皆さんの自己紹介から始まり、どうやっ
てなぜロータリーに入ったのかという質問をさせて
いただきました。その中で自分はこういうことで
入ったということを一通りお話しいただきました。
　特に皆さんは新会員1年、2年くらいの方が多
かったのですが、皆さんのクラブで例会をどうやっ
ているかをお話しいただき、まだそんなにやってい
ない。それでも移動例会、合同例会などふだんと違っ

ガバナーノミﾆー　

花田 勝彦
五所川原ＲＣ

新会員部門

ら卓話訪問の申し込みを受け付けをしたいと思いま
す。目標としては全クラブに行きたい。もし奨学生
が行けなければ地区委員がお邪魔して、米山事業を
ご理解いただくよう努力したいと思います。各クラ
ブ、年間計画の中に米山卓話訪問を入れていただく
ようお願いします。皆さんの寄付のお陰で今年度は
13名の奨学生をお世話しています。私たちはこれ
からも素晴らしい奨学生をお世話し続けたいと思い
ますので、皆さんのご寄付をよろしくお願いします。

た例会は楽しかったというような印象を持っていま
した。どうぞクラブで参考にしていただいて、せっ
かく入っていただいたので楽しみを持って進めてい
ただけたらと思った次第です。
　今後いろいろな形でクラブのリーダーになってい
くにあたって、勉強するにも特に言葉がわからない、
というようなこともお話が出ましたので、PＥTS と
は何か、IMとは何か、略語がたくさん出てくるので、
そういったものも言葉の意味を冊子にまとめたもの
がありましたので、使ってくださいといろいろやっ
た次第です。
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特別講演

　皆さん、こんにちは。
　いよいよ築舘ガバナー年度が7月1日から始まり
ます。今日、エレクトがしっかり自分のメッセージ
をお伝えしました。私は34地区のガバナーの方々
が、築舘ガバナーとメッセージが共有されているの
は分かります。その中で、ある方が作ったものを私
も使わせていただきます、といったことも時代背景
の中では出てきました。でも今日感心したのは、築
舘さんが自分で作った知識を得て、自分で考え、話
をしていたのが、とてもこの2830地区の皆さんに
とってはすばらしいことだと。
　リアルに聞いたわけですから、地区事務局からも
らったのが配信された資料を利用できると思いま
す。今日お越しの方々は会長、幹事あるいは委員長
さん、7月1日からは役員です。これを６月30日
までの間に最低でも３回、そして自分の年度がス
タートしたときにこのメッセージをガバナーに代
わって、会長がクラブでお伝えいただきたい。もち
ろん、その後にガバナー公式訪問もあるし、クラブ
会員の皆さんにお伝えする機会があると思います。
ただ、今日ガバナーがお話ししたメッセージがまた、
もう少し強い口調でお伝えすることもあるかもしれ
ませんので、先ずは田中年度内に、来年度の築舘ガ
バナーのメッセージをくどいようですが、３回ご覧
いただきたいと思います。
　紹介いただきましたが、私は仙台泉ロータリーク
ラブで2520地区です。2015-16年度ガバナーです
ので、こちらの地区では鈴木唯司様とご一緒のクラ
スメートということで、大変ご指導いただいており、
今でも私の家内も鈴木様の奥様にいろいろとお付き
合いいただいております。
　ロータリーコーディネーター補佐を３年間、その
後ロータリーコーディネーターを３年間務めさせて

いただきました。ロータリーはここにいる皆さんも
私も、2830地区の皆さんも同じ会費を払っていま
す。もちろんクラブによって会費は違いますけれど
も、私はクラブメンバーと同じ会費を払って、クラ
ブ幹事やガバナー補佐、その後RIのロータリーコー
ディネーターを務めさせていただいたり、本当に自
分が一歩でも二歩でも前に進む気持ちがあれば、回
る機会はたくさんあります。そして、先ほどご紹介
いただきましたように研修リーダーを2年させてい
ただきました。田中さんのときの研修リーダー、成
田さんのときの研修リーダー、そして築舘さんは
12月までの、そして国際協議会に行く前までサポー
トさせていただきました。
　山崎さんは2回、2年間研修リーダーをさせてい
ただいて、普通は2年で終わるのですが、もう1年
プラスして３年の任期でした。それはなぜかといい
ますと、私の年度はコロナ禍によってオーランドで
開催することができませんでした。３年からオーラ
ンドに移る年度で、成田さんがガバナーエレクトと
して出国されたのは、国際協議会が初めてサンディ
エゴからオーランドに移っていく年でありました
が、コロナ禍で開催ができませんでした。元々コロ
ナ禍は予期していたことではありませんでした。
　国際ロータリーの凄さはそこで実感いたしまし
た。短期間の中であの国際協議会をすべて ZOOM
で行った。そして、私たち研修リーダーのトレーニ
ング期間、国際協議会の研修期間中、テクニカルな
問題は一切ありませんでした。ただし、研修リーダー
の水野功さん、四宮孝郎さん、そして私の３人に、
もし万が一テクニカルな問題で画面に出なくなった
場合にそのサポート役として、第1地域は山崎淳一
さんにお入りいただきました。もちろん彼も初めて
の ZOOM での国際協議会ですから、われわれ研修

元気なクラブに
するために
2019-22年度 第１地域ロータリーコーディﾈーター
2021-22年 国際協議会研修リーダー
国際ロータリー第2520地区パストガバナー

菅 原   裕 典  様
仙台泉ＲＣ
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リーダーの研修期間も彼にお入りいただき、実際の
国際協議会にもお付き合いいただいた。
　ですから、３回研修リーダーをされましたから、
2年目の田中さんのときには行けるという話もしま
したが、最終的にはオミクロンも含めて2年間続け
ての国際協議会は ZOOM だった。築舘さんはオー
ランドに行きました。
　お陰様で山崎さんは６月までジェニファー・
ジョーンズさんとお付き合いになりますが、私は
ずっと。そして今年のロータリー研究会、去年11
月のロータリー研究会に来たときに熱海で時間を
作っていただいて、その報告と研修リーダーに交流
を持つ時間を作りました。
　どちらかというと DＥI ＝会員増強＝クラブの意
思、あるいはクラブの発展性がとても重要というこ
とです。ところで皆さんにお伺いします。自分のク
ラブが元気だと思う方、手を挙げていただけますか。
ほとんどの方が手を挙げています。40クラブある
中で、今日は4クラブが来られていません。いろん
な事情があるかもしれませんが、もしかすると元気
がない。36クラブの皆さんは元気があるクラブだ
から来ています。でも、その元気だけではもしかす
るとこれからのロータリーは難しいかもしれない。
だけど皆さんも決して衰退するロータリークラブを
望んでいるわけではない。
　皆さんの会社に置き換えると、たぶん売り上げが
コロナ禍で下がっている、あるいはコロナ禍でお客
様との面談が上手くいかず、そうした状況も３年３
か月。そんなところが現状だと思います。でも、そ
こで何かしよう、どうにかしよう。コロナ禍前で
あっても売り上げが下がれば売り上げを上げること
を、お客さんが減ってくればお客さんを獲得しよう
とか、何か元気がある会社作りをしているのだと思
います。ぜひ、クラブもそんな元気作りをしていた
だきたい。
　ローターアクトクラブが入って140万人という話
をされておりますが、ローターアクトクラブのこと
に関しても先ほどの各委員会の説明の中でありまし
たので、後でちょっと触れていきたいと思います。
　2830地区は40クラブということです。築舘ガバ
ナーはガバナーエレクトに各クラブに一周くらいし
ていただきたいと思っています。40クラブだけな
ので、もしかすると３周するかもしれませんが、決
して多く行けばいいということではないです。何事
もそうです。データを基に行動する。40クラブの
中でこのクラブは叱咤激励しなくても、あるいはい

ろいろな手法をサポートしなくても、もっともっと
元気良くなるはず。ただもう少しここを頑張らない
と。25名のうち20名、会長を2－３回するような
クラブは、やはり積極的に行っていただきたいし、
サポートもお願いしたい。
　そのために自分の同期のガバナーが33名いるわ
けです。その中のいろんな会話で、会員増強に結果
を出しているガバナーもいらっしゃるはずです。情
報交換をしながら、それが自分の地区に流用できる
かどうか、ぜひやっていただきたいと思います。
　やはり、今日のように来ていない4クラブがある
が、そのクラブに対しては直接行って面談しながら、
今までもやっているかもしれませんが、早く取り組
まないといつまでも変わらないということです。
　ローターアクトと力を合わせて、世界各地で変化
を生み出しています。実は私は3640地区の地区大
会に行き、昨日帰ってきました。今日まで地区大会
だったのですが、こちらに来ないといけないので、
RI 会長晩餐会だけで失礼してきました。3640地区
は1500名くらい。ソウル市内には2つあります。
3640地区と3650地区。日本でいうと東京に2750
地区と2580地区があるような状況で、ソウルにも
3640地区と3650地区があります。
　3640地区の会員増強はすさまじい。1500名だっ
たのが3000名。今回の世界大会でジェニファー・
ジョーンズが表彰すると言っていました。時間がな
かったので、その1500名に区切った理由や倍増し
た理由を今年度のガバナーに聞きました。そうした
ら RI 会長代理晩餐会の中で、たった３名が学生会
員。この方々もロータリアンだったんです。同じよ
うな職種、30名で作ったクラブだそうです。です
から、先ほど山崎淳一さんのお話の中にありました
ように、いろいろなクラブの作り方をこれからも研
究していかなければいけないと思います。いろいろ
なクラブの作り方を考える。これがDＥIの趣旨です。
　そうは言っても、今までそうしたクラブはなかな
か長続きしなかった。でも、やってみないとわか
らない。長続きするかしないかは、もちろん one 
year、今年のガバナー田中さん、築舘さんだけで
はできないけれども、次もその次もという形で引き
継ぎながら、それでもなかなか苦労するかもしれま
せんが、チャレンジはしなければいけないのだろう
と思います。
　元気なクラブにするために、ということで考えて
みました。安定感があるクラブは元気があります。
年齢層の幅も広い。先ほど運営スタッフをされている



▪ ▪83

地区研修・協議会｜特別講演

方においくつですかと聞きました。パソコンの資料が
間違っていたので「直してくれませんか」と言った
ら、「分かりました」とすぐ直してくれました。そ
の方の年齢は38歳。じゃ 10人くらい友達を連れて
くればいいじゃないか。メンバーの年齢は40歳で
すから。お友達を紹介という形で。でも、38歳の
方が今日の地区協議会の中で運営スタッフとして頑
張っていて、困っている雰囲気をみてすぐ対応して
くれる。こういう素晴らしいメンバーを一人でも多
く、皆さんの地域にもかなりいるはずです。東北は
高齢化が進み、人口減少がどんどん進んでいますが、
若い人がいないわけではない。そういう方々をぜひ
巻き込んでいただきたいと思います。
＊例会の充実：やはり、週1回集まる例会が充実し
ていなければ、楽しくない。その後の飲み食いだ
けでは。私のクラブは50年です。その間はずっと
夜例会です。6時半から7時半までの例会時間です。
仙台に11クラブある中で、私のクラブと他５クラ
ブが夜例会です。それ以外はお昼の12時30分から
です。それでも若い人たちも入っています。飲み会
のために仙台のクラブに入っているわけではなく、
その例会が終わってから国分町に出て行って質問
し、例会が終われば帰る。第３木曜日はミーティン
グでお酒を出す日。一番は卓話、活動、例会の組み
立て方。いろいろな楽しい例会も含めて、例会が充
実していないところは何が難しいのですか。今まで
の例会が悪いわけではありません。でも、マンネリ
化している。
　先ほどもありましたが、地域活動、奉仕活動は何
年前にスタートしたことですか。今の時代背景に
合っていますか。この間、あるクラブの方が言うに
は、野球大会をやるにも、サッカーをやってもチー
ムが集まらない。剣道も、もう剣道をやっている子
どもたちが少ない。じゃ、今やっているダンス競技
やあるいはスケボー、e スポーツ、もしかしたらそ
ういう提案をしたら子どもたちが集まってくるかも
しれない。30年、50年続いていることですが、そ
れも５年あるいは10年後には見直さなければいけ
ないかもしれない。
　あとは、それぞれのクラブにすれば「住めば都」。
やはり自分のクラブが一番心地よい。そして自分が
入会したときに聞いたクラブの DNA が、自分に
はずっと染みついている。東日本大震災で私たちの
地区の５クラブがクローズしました。でも、それは
例会場の問題なのか、あるいは継続が難しい人たち
がいて、それで例会ができなくなったのか。まだま

だロータリーをやりたい人たちもたくさんいました
が、その人たちをどこかのロータリーに入ってくだ
さいと誘っても、結果は入らない。とてももったい
ないことだったと思います。やはり、同じロータリ
アンでも自分のロータリークラブが一番、そして自
分のロータリーをこよなく愛している。
＊開かれたクラブ環境：2520地区の中でクラブも
例会も休止したところ、ZOOM でオープンに開催
していますよ。そしてできるだけ会社の方、子ども
さん、あるいはお孫さんでも操作を手伝っていただ
いて、例会にちょっとでも顔を出して、若いメンバー
はそういう方々にサポートしてあげる。先ほど会議
で My Rotary の登録を一生懸命、築舘ガバナーエ
レクトがテーブルに行って教えている写真を撮りま
したが、33名のガバナーにメッセージを発信しよ
うかと思っています。
　My Rotary はもう避けては通れない。こんなに
便利なものはありません。山崎さんが手続要覧のお
話をされましたが、私も2520地区に菅野多利雄さ
んという元 RI 理事がいて、私がガバナーになって
挨拶に行った時に、手続要覧はすべて頭の中に入っ
てるかと言われましたが、それはなかなか難しいこ
とです。それも言われれば、どこに何があるか開け
るだけはトレーニングしましたが、今は My Rotary
ですべて受けることができます。でももちろん立場、
立場で見る場所もあるかもしれませんが、あんな便
利なものはない。
　クラブ会長があるいは幹事が新入会員の皆さんに
My Rotary をまず登録し、My Rotary のここを見
ると皆さん方が Part 1から学ぶことがここにある。
そういう教え方をしたら若い人たちはロータリーっ
て先駆けている、こういうこともしっかりちゃんと
なっている、中を見たらより充実していて、ものす
ごく世界が身近だねということです。
＊地域リーダー：ロータリーに入るとロータリーの
イロハを教えなければいけない。学ぶ機会を作らな
ければいけない。先ほどいう2年目で地区協議会の
運営スタッフになり、講師の私に気楽に声をかけて
いただいて、「何かお困りごとがありますでしょうか」。
これは一般のビジネスでやっている当たり前のこと
です。それをできる人たちがロータリーに入ってく
るんです。その人たちにやはり何かしっかりと役割
を与えることです、地域のリーダーの人たちが。
　でも、これからのクラブを新しくするために、そ
ういう地域のリーダーでない人たちを囲い込めるよ
うなクラブを作らなければいけないのですが、その
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方が商売をやっている、あるいは商売に準ずる、経
営者に通じる方だけではロータリーではない。いろ
んな学識経験者もいるだろうし、サラリーマンの方
でもその会社ではいろんな役職を持って仕事をして
いたりするわけです。そういう方たちをしっかり入
れていくこと。
＊親睦：山崎さんの先ほどの親睦の話もなるほど、
と思いました。我々も仲間は兄弟でも親戚でもない
けれど、兄弟以上の付き合いをしている、自分の
クラブでいうと50名のメンバー。そして、50人い
ると50通りの考え方がある。私と類似した考え方
をもつ、同じような性格の人もいます。でも、180
度違う性格の人もいます。このような人たちと90
度違うような人たち、ここに価値がある。自分と違
う考え方でもロータリーもしっかり活動をしている。
諸々の組み立てもしている、ビジネスもしている。
こういう方とフレンドリーに、あるいはオープンに
お話しできる。これはものすごくクラブに価値があ
ると思います。あとはクラブブランド。
＊ローターアクトクラブ：行動力、明るさ、心地
よさ。動く人には動くなりのものが身に付きます
し、また情報が入ってきます。そして下を見ている
人よりは前を向いている人。笑顔で誰とも接してい
る人には人が寄って来ると思います。そういうとこ
ろに心地よさがある。家の中が暗かったら心地良く
はないんです。
　やはり、会社で働いている社員の方がいつもトッ
プが厳しい顔や、どなりちらしていたら、そこで仕
事をしようなんて思う時代ではない。我慢して我慢
して会社で働こうなんていう気持ちはない。やはり
会社にきて一生懸命仕事をしようか、一緒に働く人
たち皆んなが明るいし、元気だし、楽しいし、ここ
にいると心地よいよね、というところはいろいろな
アイディアが豊富です。
　豊富なアイディアを受け入れる環境にしていない
と。何もアイディアがないという前にアイディアを
出せる環境じゃないと。アイディア出しも最初から
そんなのはダメだ、というのは難しい。最初からヒッ
トするわけではなく、化ける可能性があります。そ
れはちょっとしたきっかけ。そのアイディアを受け
入れるか、入れないかという部分だと思います。幅
広い職種、そしてチームワーク、思いやり。思いや
りもチームワークもこの幅広い職種の中で皆さん方
がこういうものを提供し続けると、素晴らしいもの
になるでしょう。
＊満足感：満足感はとても重要だと思います。これ

だけのことが自分に得られるとしたら会費なんか安
いものでしょう。皆さんにとって一番高いのは、こ
こにいる時間です。時間をお金に換算したら会費な
んて安いです。また皆さん方が今日この日程を空け
てここに来るということを予定の中に入れていた。
それによって今日はロータリーの日と決まってるわ
けです。これは皆さんにとっては投資。投資した時
間とそして皆さん方の大切な今日一日を寝て過ごす
のか、あるいは何かしら持って帰ろうと思うのか。
今日の10時からの開会で、終了するまでの5時間、
その後の懇親会のすべてが皆さんにとって吸収され
ていくわけではありません。何か一つ。
　私の1時間の話の中で一コマかもしれない。でも
それを一コマと思うことのために今日は一日皆さん
方が時間を作ってくれている。そこに投資をしてい
る。これは一年を通したら相当なことだと思います。
会費以上です。でも会費を払うことによって権利は
与えられる。会費を払うことによって権利を与えら
れている。それはとても大きいことだと思います。
　その大きいことを自分の周りにいる人たちにどう
伝えていくか、ということです。自分は自らのクラ
ブのスピーカーにもならなければいけないし、すば
らしいセールスマンにならなければいけない。会が
求めていること、これは My Rotary を開けば出て
きます。それを皆さん方はこの資料はありますけれ
ども、これを自分の会長あるいは委員長のメッセー
ジとして伝えていただければいいんです。
＊地元での社会奉仕：皆さん方の住んでいる町が輝
いていかなければ、皆さんのビジネスにとってもプ
ラスにならない。また自分たちの地域が輝いていな
いと子どもたちが学校に行ったり、あるいは子ども
たちがその地域で生活いくのにプラスにはならな
い。だから地元での社会奉仕。地元がよくなるよう
にみんな頑張ろう。
　先ほど会員増強で築舘ガバナーが1,100人を
1,200人に100名だけ増やす？と言いました。これ
は目標としてちょっと少ないんじゃないの、と言っ
たら、大風呂敷は広げられない。私は築舘さんと初
対面で会った時にはけっこうイケイケの人だと思っ
たら、やはり大風呂敷は広げられないので。そうい
うメッセージが来たので、けっこう固めの方だな。
一応は100名の目標ですが、その2倍３倍の目標を
ぜひ掲げていただきたいと思っています。
　その前例を作ると、花田さんはそれを下回るわけ
にはいかない。増やさなくてはいけないでしょう。
例えば０クラブが4つあったら、それを1つでも減
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らせば次の方はもう1つ減らさなければならない。
これはガバナーをやった方たち、ここにいるロータ
リアンの皆さん方はそれなりの意思をもっているは
ずです。私も残念ながら2520地区、０クラブを０
にすることができませんでした。でも1つだけです。
1つだけ。翌年は濱守さんがその一つを1年かけて
どうにか０クラブを０にした。これが引継ぎ、次の
方に引き継ぐということです。
　こういうことを皆さん方はしっかり考えてくだ
さい。人と人とのつながり、職業人としての成長や
リーダーシップ育成の機会。ローターアクトの学生
と女性ですが、６割男性、4割女性だったりします。
女性の方々になぜローターアクトクラブに入ったの
と聞いてみると、地域で社会奉仕をしたいから。男
性に聞くと親睦、交流そういうことです。もちろん
男性が地域での奉仕活動がしたくないということで
はないけれど、男性に比べると女性のほうがより地
域で社会奉仕をしたい。これはローターアクトだけ
でなく、たぶん女性の方は。私は佐々木千佳子さん
にロータリーコーディネーターをさせていただい
て、佐々木さんにいろいろアドバイスをいただきま
した。
　そういう意味で女性の方が、女性の方は積極的に
社会とかかわる、男性は人と人とのつながり。そし
て職業人としての成長やリーダーシップ。例会が充
実していたり、こういう地区協議会、RLI などそ
ういうところで学ぶ機会をしっかり持つことがとて
も求められていることだと思っています。
できるだけ他のクラブにもメーキャップに行く。私
たちは仙台に11クラブあるので、私はクラブのメ
ンバーや入ってきた人たちには他のクラブに積極的
に連れて行くようにしています。だいたい11クラ
ブに行くと仙台市内の地域の経済界の人たちはどこ
かのクラブに入っているので、そういうクラブの例
会に出たとき意外とまじめなんです。経済同友会の
ところは欠席だったり、いろんな法人会は欠席だっ
たりするんですが、ロータリーの週1回の例会には
出てきている経営者の方々がけっこういらっしゃ
る。
　どういう会社のどういう人と名刺を交換したか、
この方はこのクラブにいるから、もしかしたら例会
は何かのあれで欠席かもしれないけれども、2週続
けてそのクラブに出ると、そしたらその人と名刺交
換できる可能性がある。そういう機会とチャンスが
たくさんあります。たくさんの機会とチャンスをど
う生かしてあげられるか。またそれを学んだ方は賢

くメーキャップに自分で行くようになります。その
くらい自由に若い人たちはいろんなものに、どんど
ん平気でチャレンジする。なかなか行きにくいよね、
仙台クラブは行きにくい。そういう時代はなく、誰
でも行って誰でもフレンドリーに会話できる。この
ロータリーのバッチをつけているお陰で、ロータ
リーの会費を払っているお陰で。
　他のクラブ会員との関係。他のクラブ会員とは自
分のクラブの中でなかなか交流ができていない人た
ちに積極的に交流をする機会を会長そして幹事はぜ
ひ作ってください。幹事は会長の見えていないとこ
ろを見てあげるのが幹事の仕事です。それをするこ
とが自分にとっての成長になります。幹事はそうい
う意味で、幹事の役職をもらった人はとても勉強す
る機会があります。それはすべてを把握していない
と会長にメッセージを届けることができないからで
す。
　ガバナー補佐の方々はいかに自分の分区の状況を
把握するか、その把握したものをいかにガバナーに
伝えるか。地域社会で好ましいクラブになったこと
をクラブになったことを

　よくアンケートとか自分が会長年度になる前に仕
込みとして、今自分のクラブの会員の人たちは自分
のクラブのイメージはどうなんだというのを、ぜひ
うまいアンケートを作ってみてください。そのアン
ケートをみて自分なりに聞きたいところを踏まえ
て、中身を作って。今までやっているところはそれ
をまた成長させるし、やっていないところは皆さん
方が今自分のクラブにどういう意識を持っているの
か、ちょっとこのアンケートに記入して欲しい。そ
して全員でなくても開示するような方法をしてくだ
さい。匿名でも構わない。40名いれば40名のアン
ケートが戻って来る、すべて90％は戻ってくるよ
うな何か仕掛けを試みる。自分たちのクラブ界隈か
ら何を求めているのか、イメージできます。イメー
ジできれば自分の例会のときにそれをうまく活用し
て、会長の挨拶にするなど、それをうまく活用して
例会に入れる、あるいは新しい事業を考えるなど、
やはり会長エレクト年度は仕込みのときです。そう
いうのはスタートしてからではなく、今からまだ５
月６月の間にアンケートをぜひ取ってみてはいかが
でしょうか。
　サポートというのはどんどん仕事をさせろという
ことです。遠慮しないで躊躇しないで。間違っても
いいんです。わからなくてもいいんです。でもそれ
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が学ぶことです。1年未満の入会者がこの仕事をし
て、〇〇やってくださいねということをぜひ積極的
に。自分の役割、自分の居場所があるのが大切です。
　これは皆さん方もいろんな会場に行って、ただ例
会に出席してればいい、ただ会場に行けばいい。会
場に来ることだけでもたいへん大切なことなんだ、
といわれていた時代ではなく、来ていただいたら何
か仕事をしてもらう。何でもやってもらう。そうい
う意識を会長、幹事にはもってもらいたい。会長か
ら大丈夫か、入ったばかりでそんなことをさせて大
丈夫かといわれたら、大丈夫です。しっかり私がサ
ポートしますという形で。行ったら楽しかった、今
日はありがとう。また来てね。今日はありがとう。
と言われたときにまた来なければない。自分の役割
があるなと思う。単純なことです。何も難しいこと
ではない。そんな単純なことを単純にやることで、
難しい方程式はないと思います。
　どんな仕事もそうですが、最初からものすごい理
念もしっかりしていて、緻密な計算もされて、売り
上げもそうでというより、まずはお客様にものを
買ってもらえるか、まずはお客様に会社に来てもら
えるかどうか、店に来てもらえるかどうか、そして
それを手に取って買ってもらえるかどうか、という
単純な方程式です。そのためにはいい商品を取り揃
えておかなければならない。そのためには店に来た
ら、気持ちよく店に入ってもらえるような環境作り
をしなければいけない。
　皆さんのクラブは来て楽しい環境作りになってい
ますか。店の電気が消えている、あるいは商品に埃
がかぶっている、そんな状況だったら新しく何かの
機会で入ってきた会員の人たちが楽しいと思わない
し、次にまた来週来てみようとは思わないし、やっ
ぱりちょっと失敗したと思わせてしまったら残念で
す。せっかく来たのに。
　楽しいクラブの環境を作り出すのに、私たちにで
きることはたくさんあります。100年経っても同じ
ことを言っています。だからロータリーはこんなに
大きくなったんです。だからロータリーが世界にク
ラブがこんなにいっぱいできたんです。
　楽しいクラブを作り出すために、私たち一人一人
にできることはここにいるすべての30人のクラブ
会員一人一人ができることです。そしてそれが毎年
変わる。もちろん継続的に委員長をやられる方も役
割をやられる方も地区でも同じですが、それは永続
的にではない。
　会員としての経験を優先させる、クラブでの経験、

会員の経験が充実していれば退会の可能性は少なく
なります。楽しいのに辞めるはずがないじゃありま
せんか。いろんな事情があります。お体の事情もあ
るし、経営者であれば経営できない事情もあります。
悔しくて悔しくて、これはでも今は継続できない環
境にある。だから黙って退会する人もいらっしゃい
ます。それは仕方ないです。しょうがない。だけど
やはりそういう問題、体の問題、仕事の問題もない
のに辞めようと思う人はいない。だから皆さんここ
にいらっしゃるじゃないですか。そういう方々の充
実する環境を作り上げること。充実した環境を提供
する会員がいれば、その熱意が、他の人にとっても
ロータリーにとっても充実したものとなるでしょ
う。

　今度の世界大会ですが、クラブにみんな行かな
い？と言った時に、もちろんそう簡単に行ける環境
でもない人もいるだろうし、時間的な問題、費用の
問題もあると思います。でもやはりその中で行って
みたい、行こう、そしてまた別なところに行ってみ
ようという雰囲気が、それで50人いるクラブの中
で５人でも10人でも、そういう環境がとても大事
です。
　会長は率先して今1年間はたいへんでしょう、時
間もないし、仕事の調整もたいへんでしょう。また
費用的にもたいへんかもしれない。もちろん幹事も、
委員長も。でもやはりお互いそういう声をかけあう
機会とチャンスを充分活用していってもらいたいと
思います。そうすることによって、こんなに行く人
がいたの、それがまた次につながっていくと思いま
す。
　先ほどの山崎さんの資料は確実に自分の手元に
置いてください。分かりやすいと思います。Inclu-
sion のところはミックスジュースをミックスする
のとフルーツポンチ。わかりやすかったですね。そ
の形も味もそしてその見た目も。よく野菜サラダに
例える方もいます。いろんなサラダ菜の役割、栄養、
そういうことが分かりやすい。山崎さんの先ほどの
資料はそんなにロータリー経験がなくてもわかりや
すい。
　そういうことを DＥI の考え方に関しても、多様
性なんて、そんなことは今までロータリーでやった
ことがない。そんなことは今まで考えたこともな
い。今までの100年の積み重ね、クラブによっては
30年、50年、80年とあるでしょうけれども、その
積み重ねの時もいろんなものに立ち向かってきたん
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です。立ち向かってきたから、この計画がある。
　今それをやってもなかなか参加者が集まらない
じゃないですか。応募してくる人いないんじゃない
かといいながら、でもやっぱり先輩の言う通りだっ
たね。このくらいしか参加者いなかったね。でもこ
のきっかけによって、どう改善すれば参加者が集ま
るのか。そして人が集まってくるという部分だと思
います。最初から成功するのは考えないほうがいい
と思うし、最初からできないとか、やったって無駄
だとか、今の我々がやるべきことではない、という
ようなことは言わないようにした方がよろしいん
じゃないかと思います。この辺のところは山崎さん
の先ほどの話を皆さん方に取り入れていただければ
とありがたいと思っています。
＊参加者の基盤を広げる：参加者の積極的な関り
を、先ほど新しいクラブを作るということに関して
も、こんな話を取り入れていただく。先ほど私が昨
日行った韓国の3640地区もそれだけにとどまらず、
いろんなことを考えながら。昨日のローターアクト
クラブの積極的なクラブをお作りになっているんで
すか、ということについてはあまり伝わっていない。
伝わらないわけではないけれど、うまく答えはして
くれなかった。ローターアクトクラブを作るよりも
普通のロータリークラブを作った方が良いという考
えなのかもしれないと思いました。
　今の人頭分担金は払えるけれども、年会費10万
円とかあるいは15万円とか20万円は払えないけれ
ども、1つの例会はコンビニから買ってきたサンド
イッチやおにぎりやペットボトルのお茶で十分だと
いう状況もありうるのかもしれない。そういうとこ
ろを勉強しながら考えていただくというのがとても
重要なのだと思います。
＊クラブの健康チェック：先ほどのアンケートです。
違った視点で、またはクラブの例会に参加させる。
参加したら来た価値をどう参加者に価値観を高めて
いくか。7月からスタートして６月30日までの間
にマックスいけるか。毎月例会を決まったように開
催すればいいのではもったいないです。会長職を1
年やりながら、まず7月、8月、９月と例年なら第
1四半期は少しスピード感、第2四半期はもう理解
しているので10月11月12月でどう皆さんを感動さ
せるか。そして年明け1月2月３月、この辺になる
といろんなことが、もう会長としても慣れてくるし、
あとクラブメンバーも今度は次の年度の会長エレク
トの方々との繋がりもいろいろとコミュニケーショ
ンをやっていかないといけないし。4月５月６月は

とても忙しい時期だと思います。共に1年間を会長
幹事そして委員長方で考えていただきたいと思いま
す。
　そして参加させることを充実させましょう。そし
てそのためには計画書です。行動しましょうという
ことです。私はサービス業なので「目配り気配り心
配り」がとても重要だとよく社員にいいます。でも
その３つができても目配りができなければ何も考え
ていないのと同じ。今気づいてこの人にこういうこ
とをしてあげよう、この人困っている。目視できて
も、そこまで行って何かお困りですか、といえなけ
れば何も考えていない人と同じ。だから行動。さっ
きの2年経った幹事さんは私が困っていることに対
してただ見過ごすのか、資料を直しますかと声をか
けるのかでは、相当違うわけです。そういうことを
環境が答えの中にはたくさんあります。
　活性化しよう。ロータリアンはおしゃれでスマー
トだと思っています。常に出会わない人たちの集ま
り。今日のスーツカッコいいね、今日のワイシャツ
かっこいいね、今日は髪型いいね、　そんなことを
いちいち男同士でいうつもりはないけれども、そう
いうのが皆さん方がこのクラブはスマートだね、な
んかおしゃれ、なんか楽しそう、それがひとつ必要
だと思っています。
　世界に希望を生み出そう　希望を失うことをしな
い。希望を失うことをしない。希望を失うことをし
ない。築舘ガバナーは「和気満堂」。この言葉は先
ほどガバナーが言っていましたが、自分が入会した
ときに自分の地域の方でとてもご活躍している方
の言葉を私は会長年度、ガバナー年度にも使わせて
いただきました。私がロータリーに出会い、ロータ
リーを続けている中で、この言葉だけはずっと持ち
続けている。とおっしゃいました。ぜひそういうと
ころをみんなで頑張っていきたいと思っています。
＊ポリオ根絶に関して：もうやめないと思います。
ここまでやったからいいんじゃないの。もったいな
いことを言ってないでとことんやりましょうという
ことです。やったってそれで終わりじゃない。我々
が小さいときには今の言葉では小児麻痺、今は聞き
はしない時代になりましたが、聞かなくなったのは
継続しているからです。予防することを継続してい
るからです。ロータリーがこれまでいろんなことに
取り組んできて、ここで止めるなんてもったいない。
それをやり続けながらパーフェクトにするようにし
た。そして０を継続し続けているんだということを
言い続ける組織でなければ魅力はないです。ぜひそ



▪ ▪88

2019-22年度 第１地域ロータリーコーディﾈーター
2021-22年 国際協議会研修リーダー
国際ロータリー第2520地区パストガバナー

菅 原   裕 典 氏（仙台泉 RＣ）

▪勤務先

株式会社  　代表取締役

仙台市宮城野区日の出町 2-5-4
Tel.022-782-5777　FAX.022-782-5778
Ｅ-mail：h.sugawara@seigetsuki.co.jp
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2020年 4月 宮城県葬祭業協同組合　理事長就任
2020年 9月 (一社)宮城県法人連合会･東北六県法人会連合会　会長就任
 (公財)全国法人会総連合   副会長就任
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ういうところで皆さんとやっていきたい。
　私はいつも自分に言い聞かせているのは、常に機
会とチャンス。それは真面目に物事をしっかり取り
組んでいく。私はロータリーの四つのテストを朝、
神棚と仏壇に手を合わせながら唱和して、ロータ
リー活動をやっている。30年そうです。でもこれ
はロータリーにいたからこそ得られること。そして
私みたいなものがここでお話をさせていただく機会
があったということです。
　本当に築舘ガバナーに５月13日は空いてますか、
と電話をもらったときには、５月13日は倉敷で私
のお世話になっている方の社葬、お別れ会があった
んです。築舘さんに言われたことの方が今の自分に
とって優先順位的にいえば一番。韓国から帰ってき
てそのまま倉敷に行って、倉敷で今日参列できない
のでご自宅まで行って、ご焼香させていただいてか
ら、昨日東京まで戻ってきて、今日は八戸に。それ
はものすごく機会とチャンスをいただいているのだ
と思います。もちろん倉敷　もちろん韓国もそうだ

し、もちろん築舘さんもそうだし。あとは行動する
かどうかだと思います。機会とチャンスをぜひ無駄
にしていただきたくないと思います。
＊ロータリーのポール・ハリスの DNA：時代を経
て、クラブの数もあるいはロータリーの数も、ロー
タリーメンバーの数が増えていけば全然環境が変わ
る。ジョン・ヒューコさんがいなかったら、世界の
ロータリーを牽引していくことが難しいかと思いま
す。そういうジョン・ヒューコさんのような方がい
るから、いろんなメッセージもいただくし、あるい
は我々の国際ロータリーを守っていただいているの
ではないかと思っています。
　内側も外側も大切です。と先ほどの山崎さんの話
ですが、皆さんのぜひもらってください。内側も大
切だし、外側も大切だし。そしてバランス感覚を持っ
てるロータリアンでいたいし、そして、スマートで
おしゃれで、魅力あるロータリアンで、ロータリー
クラブで、そして地区で、国際ロータリーで。今日
はどうもありがとうございました。

▪ロータリー歴
2009年 1月 仙台泉ロータリークラブ入会
2009年-2010年 会員増強委員会委員長
2010年-2011年 理事・会計
2011年-2012年 理事・姉妹クラブ委員長
2012年-2013年 仙台泉ロータリークラブ 会長
 メキシコ合衆国第4150地区メキシコGSＥチーム 

セイビニノミヤさん受入
2013年-2014年 第2520地区クラブ奉仕委員会リーダー
2014年-2015年 第2520地区ガバナーエレクト
 第2520地区 On to サンパウロ委員会 委員長
2015年-2016年 第2520地区 ガバナー
2016年-2018年 国際ロータリー第1ゾーン ロータリーコーディネーター補佐
 第2520地区 On to アトランタ委員会 委員
2019年 5月 国際ロータリー第3640地区(ソウル)地区大会 RI会長代理
2019年-2022年 国際ロータリー第1地域 ロータリーコーディネーター
2021年 2月 国際ロータリー研修リーダー
2021年 7月 RLI日本支部地区代表ファシリテーター就任
2021年 6月 国際ロータリー第2800地区(山形)地区大会 RI会長代理
2022年 2月 国際ロータリー研修リーダー
2022年 5月 国際ロータリー第2710地区(広島･山口)地区大会 

RI会長代理
2022年11月 国際ロータリー第2530地区(福島)地区大会 RI会長代理

《米山記念奨学会》
　第６回米山功労者
《ロータリー財団》

メジャードナー（レベル３）
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（＋7）
ベネファクター
ポール・ハリス・ソサエティ
Hironori and Nami Rotary Peace Center Fund
(菅原裕典･菜美ロータリー平和センター基金)
Hironori and Nami Sugawara Fund for Ｅnvironment
(環境のための菅原裕典・菜美基金)

プロフィール
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地区研修・協議会｜本会議Ⅱ

　今日はいかがでしたか。ご講演いただいた山崎パ
ストガバナー、菅原裕典さん、本当にありがとうご
ざいました。DＥI についても、元気なクラブにつ
いても、分かりやすい言葉で伝えていただいたと思
います。そして、地区委員長の皆さん、クラブの元
気を起こすのも地区委員の一つの仕事です。そして、
ガバナー補佐の皆さん、最低 4 回は各クラブを回っ
ていただいて、ご指導をよろしくお願いします。築
舘ガバナーは 5 回～7回とおっしゃっていました
が、やるかやらないか、行動するかどうかというこ
とかと思います。
　そういう意味で、人数は少なくなりましたが、こ
こに残っている人たちはたいへん勉強熱心で、これ
からこの人たちが 2830 地区を引っ張っていくと思
います。今日勉強していただいたことを参考にして、
クラブへ帰って活動していただければと思います。
　本当に今日はありがとうございました。お礼を申
し上げます。

　本日は皆さん、最後までお付き合いいただき、あ
りがとうございます。私も帰りましたら、山崎パス
トガバナーと菅原さんの資料を読み返したいと思っ
ています。本当に今日はありがとうございました。

講 評

お礼の言葉

2022-23年度ガバナー　

田中 常浩
むつＲＣ

ガバナーエレクト　

築舘 智大
八戸ＲＣ

　2023-24年度地区大会は、10月20日、21日、22
日とあります。20日の午前中は記念ゴルフ大会、
午後から諮問委員会、各種委員会、会長幹事会、夜
は RI 会長代理ご夫妻歓迎晩餐会。2日目、３日目
は今大会の目玉として、2つの講演をご用意してい
ます。1日目は国際奉仕・職業奉仕を中心としたロー
タリーの目的を勉強するための講演。2日目はロー
タリーの皆さんと市民の方々も楽しんでいただける
ような講演をしていただける方を現在、交渉中です。
楽しい、勉強になる大会になるようにみんなで協力
して参りたいと思います。
　コロナもようやく収まってきて、ようやくみんな
で楽しめる、制約のない、そういう時間が増えて参
りました。どんどん活力のある楽しい大会にしてい
きたいと思います。皆さんのクラブにおかれまして
は、今年の大会は面白そうだ、ということで声がけ
いただき、八戸に足を運んでいただけたらと思いま
す。ぜひ、八戸の楽しい夜を過ごしてください。
　先ほどから地区スローガンとして「和気満堂」と
いう言葉が何度か出てきています。大変素晴らしい
言葉です。これをぜひみんなで唱和して、皆さんを
10月にお招きしたいと思っています。みんなで唱
和ください、「和気満堂」。

地区大会のご案内

地区大会実行委員長　

妻神 和憲
八戸ＲＣ
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坂本　興樹 菊池　厳弘 大久保圭一郎

三    戸 大野　　誠 三    戸
五    戸 江渡　惠一 中里　政廣 三浦　一義 五    戸 山崎　紀一 村越　啓一 三浦　俊哉 若宮　麻生
南 部 工藤　正孝 松本　保築 若野　利美 南 部

八 戸 北 小林　弘文 久保　隆明 中山恵美子 八 戸 北 小澤　一雅 小向　龍悦 小野　晶子 田村　隆直
吉田美登紀

八 戸 南 大橋　央雅 伊藤　　斉 熊谷　道雄 松田　義武 米内　安芸 八 戸 南 久保田幸造 慶徳　拓也
出貝　友吾

八 戸 中 央 簗田　直子 山村　益広 佐藤　泰治 八 戸 中 央 小林　　肇 中村　　勉 小西　弘晃 長谷部美智子
畑内　一輝

八 戸 西 畠山　徳陽 村岡　徹弥 蛇口　和憲 八 戸 西 島浦　　理
合　　計 74 16 12 16 合　　計 18 24 25 10 10
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来 賓 2019-22年度　第１地域ロータリーコーディﾈーター
2021-22年　国際協議会研修リーダー
国際ロータリー第2520地区パストガバナー　　　菅原　裕典 （仙台泉 RＣ）

ガバナー 田中　常浩
ガバナーエレクト 築舘　智大
パストガバナー 黒田　正宏 笹森　　剛 鐘ヶ江義光 山崎　淳一 村井　　達　
 小山内康晴 北山　輝夫 工藤　武重 鈴木　唯司 長嶺　康廣
 佐々木千佳子 今井　高志 沼田　　廣 源新　和彦 成田　秀治　
ガバナーノミﾆー 花田　勝彦
ガバナー補佐 峯　　雅夫 吉田　敏宏 髙瀬　英人 工藤　孝子 工藤　真人
 吉田　賢治

東第１グループ
む　　つ RＣ 小田桐隆夫 工藤　直克
野 辺 地 RＣ 松山　隆志 野坂　幸子 百田　　忠 亀田　俊彦 熊谷　一成
 横濵　敬子 須藤　　朗
七 　 戸 RＣ 米内山正義 千葉　和夫 松林　和子
東　　北 RＣ 岡山　武彦 原田　慶一　
むつ中央 RＣ 東海林　優 久保田則夫
六 ケ 所 RＣ 岡山　信広 米内山義明

東第２グループ
三 　 沢 RＣ 元木　　太 石橋　博仁　
十 和 田 RＣ 中渡　俊明 山田　洋子 上久保聖一 升本　訓子
十和田東 RＣ 白山　春男 欠畑　茂治 竹島　直樹 白濵　道義 金沢　守昭
 柿本　　聡
おいらせ RＣ 川村　重光 杉山　茂夫
三 沢 東 RＣ 蛯名佐知子 伊東　　睦 田中　正吉 阿部　康人 浪岡　　豊
十和田八甲 RＣ 三浦　敏明 平野　治彦 太田　格道

西第１グループ
五所川原 RＣ 敦賀　鉄正 角田　浩志 丸海老　隆 寺田　明代 木村　康仁
 今　　広樹 平山　敦士 今　　直樹 野上　友明 佐藤　昭義
 小笠原崇文 近藤　陽介 安田　義宏 増田　卓也 長谷川　通
 木村　重介 成田　学治 清藤　繁光 阿部　哲也 浅利　壽信
金　　木 RＣ 野呂　賢一
鶴　　田 RＣ 小関　　優 坂本　幸光
五所川原中央 RＣ 菊池　　宏 木村　重孔 寺田　政史 宮崎　敬也 小山内　修
 成田　英世 髙木　邦男 一井　定信　
つ が る RＣ 佐藤　眞治 米谷　之宏 今　　修一 斉藤　信治 清野　　悟
 佐藤　仙人 葛西　孝信 高井　孝治
五所川原イヴﾆング RＣ 佐々木一仁 安田美香子 小田桐　浩 山中たける 三戸　靖史
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西第2グループ
弘　　前 RＣ 渋谷　和生 鈴木　直子 三浦　真介 工藤　孝夫 小林　大眞
 河端　一秀 中田　　吾 山本　　昇 菱谷　　毅
板　　柳 RＣ 工藤　昭義
大　　鰐 RＣ 棟方　昇幸
弘 前 西 RＣ 千葉　瑛子 中畑　　肇
平賀・尾上 RＣ 今　　俊一
弘前アップル RＣ 澁谷　明広 成田　　学

中グループ
青　　森 RＣ 佐藤　健一 小林　俊一 森内　忠良 石川佳共子 西田　文仁
 田中　正子 伊藤　幸生 越田　忠和 白鳥　五大 藤川　　聡
青森北東 RＣ 蝦名　正治 蒔苗亜希子
青森ﾓーﾆング RＣ 米谷　恵司 藤井　健二 最上　伸子 村塚　正隆

南グループ
八 戸 東 RＣ 岩岡　隆雄 石橋　伸之 林　　克己 赤坂　貴博 細越　寿一
 越後林寛之 坂本　興樹 三浦　雄大 菊池　厳弘 川島　龍也
 佐々木貴之 田中　節穂 髙橋　勢治 大館　一法 大久保圭一郎
 長沼　弘次 角　　英明
三　　戸 RＣ 工藤　高明 大野　　誠 
五　　戸 RＣ 江渡　惠一 中里　政廣 三浦　一義 山崎　紀一 村越　啓一
 三浦　俊哉 若宮　麻生
南　　部 RＣ 工藤　正孝 松本　保築 若野　利美
八 戸 北 RＣ 川﨑　益美 源新　育子 小林　弘文 久保　隆明 神山　智子
 中山恵美子 小澤　一雅 小向　龍悦 小野　晶子 田村　隆直
 吉田美登紀
八 戸 南 RＣ 吉田　立盛 西尾　和樹 大橋　央雅 伊藤　　斉 熊谷　道雄
 松田　義武 米内　安芸 久保田幸造 出貝　友吾 慶徳　拓也
八戸中央 RＣ 伊藤　圓子 簗田　直子 山村　益広 佐藤　泰治 小林　　肇
 中村　　勉 小西　弘晃 畑中　一世 長谷部美智子 畑内　一輝
八 戸 西 RＣ 畠山　徳陽 村岡　徹弥 蛇口　和憲 島浦　　理
八　　戸 RＣ 石橋　信雄 小林　幹夫 村舘　珠樹 小井田和哉 深澤　　隆
 鶴飼　寿栄 妻神　和憲 道尻　誠助 中村　稔彦 広瀬　知明
 紺野　　広 松本　剛典 橋本八右衛門 岡崎　孝文 夏川戸　斉
 正部家光彦 渡辺　　孝 正部家淳司 山村　和芳 奈良　全洋

 小田山紀暢 増田　　敏 種市　良雄 山田　慶次 山田　敬子
      （事務局）

地 区 事 務 所 浅利　育子
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懇親会

ガバナー	バッチ伝達

全体研修

特
別
講
演



▪ ▪95

ロータリー・リーダーシップ研究会次期会長・幹事・会計部門

社会奉仕・職業奉仕部門公共イメージ向上部門

青少年交換委員会

新会員部門

ロータリー財団部門

米山記念奨学部門

部門別会議
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和気満堂あふれる大会へ！
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